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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「運命を感じました！　付き合ってください！」

「無理」

　相あい原はらゆず。十六歳。本日、生まれて初めての告白をして──振ふられました。




「早っ！　普ふ通つう、告白されたらもう少し驚おどろくとか照れるとかしない？　そんな真顔で即そつ行こうお断りとか、あまりにも非人道的じゃないでしょうか!?　この冷血漢！」

「放課後の体育館裏に呼び出された時点で予測はできていたし、その気がないのにもったいぶって返事を遅おくらせる方が不誠実だろう」

　たった今、告白されても眉まゆひとつ動かさずバッサリと切り捨てたこの男──一いちノの瀬せ慧さとり君は、私の抗こう議ぎの言葉にも全く動じた様子を見せず、淡たん々たんと言葉をつむぐ。




「そもそも相原、別に俺のことを好きじゃないだろう」




　鋭するどい瞳ひとみでズバリと指し摘てきされて、思わず息をのんだ。

「好きじゃないって……どうして？」

「本気で恋こいしてて告白しようって奴やつは、もっと思いつめた目をしてるものだ。ましてや振られた直後に相手を冷血漢とののしる余よ裕ゆうなんてあるはずない」

　な、なるほど……でも何なんだろう、この人の冷静さ。

　私は本気じゃないにしても、初めての告白にそれなりにドキドキしてたのに……やっぱりイケメンだから告白され慣れてるのかな？




　サラサラの癖くせのない黒くろ髪かみに、涼すずやかな目元が印象的な、整った顔立ち。

　肩かたに鞄かばんをかけ、何かの封ふう筒とうを小こ脇わきに抱かかえた制服姿の長身は、すらりとして手足も長い。

　遅ち刻こく・居い眠ねむりの常習犯で無愛想な慧君は、同じクラスの一─Ａで一いつ匹ぴき狼おおかみとして過ごしているけど、そのルックスと独特の雰ふん囲い気きから、密ひそかに憧あこがれている女子も少なくない。

　あんまりしゃべらないけど、声もいいしね。そっけないのに、不思議と甘く響ひびく低音。

　……しまった、ハードルが高すぎたか。でも、「こいつならイケる」みたいな考えでアプローチするのもどうかと思うしなあ……。

　うーん、と腕うで組ぐみして眉を寄せる私だったけれど──

「生憎あいにく、自分のステータスを上げる彼氏アクセサリーが欲しい、程度の気持ちで告白してくるような奴に割さいてる時間はない」

　冷ややかにそう言われて、かあっと頰ほおが熱くなった。

「別に、私はそんな理由で彼氏が欲しかったわけじゃないし！」

「じゃあ、なんで告白なんてしたんだ？」




「──私のおばあちゃん、七十歳過ぎてからツイッターを始めたり、ロッククライミングに目覚めたり、世界一周旅行にチャレンジしたり、すごくアクティブな人なの」




「…………？」

　突とつ然ぜんおばあちゃんの話を始めた私に、慧君がかすかに戸と惑まどったような表情を浮うかべたけれど、構わず話し続ける。

「いつかＳＡＳＵＫＥに出演するのが夢とか言って、幾いくつになっても好こう奇き心しん旺おう盛せいで生き生きして、私の憧れのおばあちゃんだった。でも、先週突然倒たおれてしまって……それ以来、めっきり気分も塞ふさいでしまったみたいで。『私ももう長くないかもねぇ……』なんて私の前で弱音を吐はいたりするの」

　思い出すと、じわっとまぶたが熱くなり、慌あわてて瞬まばたきして誤ご魔ま化かした。

　以前のおばあちゃんなら、絶対に考えられなかった姿……。

「そんなこと言わないでよって言ったら、おばあちゃん、弱々しく笑いながら『ゆずちゃんの花はな嫁よめ姿すがたが見られたら、嬉うれしくて寿じゆ命みようがあと三年は延びるかもね』って。──だから、花嫁はさすがに難しいけど、彼氏を紹しよう介かいできたら、おばあちゃんも少しは元気になってくれるかなって思って……」

「なるほど。がんばれ」

　ギュッと拳こぶしを握にぎりながらせつせつと訴うつたえたのに、慧君はあっさりそう言うと、去っていこうとする。

「ちょっと待ってよ！　この話を聞いてもまだ協力しようと思わないの？　やっぱり冷血漢！」

「俺は忙いそがしいんだよ。他ほかの男を当たってくれ」

「私だって誰だれでもいいわけじゃないし！　言ったでしょ、運命を感じたって！」

「……運命？」

　慧君が足を止めて、振り返った。

「その態度からして、一ひと目め惚ぼれというわけでもないだろうに、運命？　どういうことだ？」

　あれ、意外に乙女おとめチックな単語に反応するんだな……と思いつつ、私は自分の鞄かばんから筆箱を取り出し、更さらにそこから一本のシャーペンを取り出す。




「これよ！」

「！」




　瞬しゆん間かん、それまでポーカーフェイスを崩くずさなかった慧君が、ギョッとしたように大きく目を瞠みはった。

　それは、月に二回発行される少女漫まん画が雑誌『花とリボン』の応おう募ぼ者しや全員サービスで手に入れた、人気漫画『学園ハロウィン』の限定グッズだった。




「一ノ瀬君の筆箱に、これと同じシャーペンが入ってるのを見たんだよ。私、『学園ハロウィン』大っっ好きなの。あんなに絵が綺き麗れいでおもしろいのに、作者は私たちと同い年とか信じられないよね!?」

「…………」

　テンション高くしゃべる私の前で、さっきまでサイボーグみたいだった慧君の顔が、かすかに赤くなっていた。

　男子で少女漫画が好きなんてバレたら恥はずかしい、みたいな気持ちなのかな？

「別に照れることないよ、少年向けでも少女向けでもおもしろいものはおもしろいんだから！　一ノ瀬君も『学ハロ』好きなんでしょ？　同じ学校の、同じクラスで、同じ漫画が好きな男子がおそろいのレアなシャーペンを持ってる……運命的じゃない!?」

「──全然」

　慧君はぶっきらぼうに全否定すると、くるりと背を向けて早足で離はなれていこうとする。あわわ、ここで逃のがしたらもう次はないぞ。

「待ってよー！　そんな殺せつ生しような！　見捨てないでー」

「放せ、俺は忙しいっつってんだろ！」

「ダメ！　せめて『学ハロ』について語ろう！」

「ええい、しつこい！」

　しがみついて止めようとする私を引き離そうと、慧君がばっと腕を振ふり上げた。その拍ひよう子しに彼が抱えていた封筒が地面に落ちて、バラバラと中身が散らばる。

「ごめん、私のせいで──って、これ……」

「馬ば鹿か、触さわるな……！」

　慌てて拾い集めようとした紙の束は、漫画の原げん稿こうのようだった。

　私がときどき遊びでノートに描かくものとはレベルが違ちがう、洗練された線で描かれた、息をのむほど綺麗な原稿。

　しかも、その絵え柄がらは『学園ハロウィン』そっくりで──。

「……どういうこと？　もしかして一ノ瀬君が……『学園ハロウィン』の作者、芹せり野の井いちさと先生……ってこと？」

「…………」

　震ふるえる人差し指を向けつつ呆ぼう然ぜんと尋たずねると、慧君は、端たん整せいな顔をしかめながら、小さくため息を漏もらした。
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「……どういうこと？　もしかして一ノ瀬君が……『学園ハロウィン』の作者、芹野井ちさと先生……ってこと？」

「…………」

　呆気あつけにとられたように指を差されて、俺は、思わずため息を漏らした。




　相原ゆず。ショートボブにくりっとした大きな瞳ひとみが特とく徴ちよう的な、やや小柄な女子生徒。

　俺が彼女に抱いだいていたイメージは、「やたら元気」。

　あと、「食いしん坊ぼう」。弁当を食べる時、いつも蕩とろけそうな笑え顔がおでほおばっているからだ。

　つーか、四月にここ私立桐とう葉よう高校の一─Ａで同じクラスになってから、二学期が始まったばかりのこの時期まで、俺は相原とほとんどしゃべったことがない。

　そんな相手にいきなり告白なんかするなよ無む謀ぼうすぎるだろ、と思いっきりツッコみたい気持ちはあったが、今はそこは置いておこう。

　まさか相原が、俺の漫画の愛読者だったなんて……。

　正直ものすごく嬉しいし、ありがたいのだが、面と向かってべた褒ぼめされるとどうしていいかわからない。そして、正体がバレることで……なんだか、非常に面めん倒どうくさいことになりそうな予感がした。




　俺が『花とリボン』の新人賞を受賞したのは中学二年の冬。

　中三になったばかりの春に読み切りのつもりで描いたデビュー作『学園ハロウィン』が想定外の反はん響きようを受け、そのまま連れん載さいをすることになった。

　学校に通いながら、高校受験や進学も並へい行こうしてひたすら原稿を描き続け、つい二か月前、一年三か月に及およぶ連載が無事に終しゆう了りよう。今は新作のためのネタ探し中……。

　同じ高校で、俺が漫画を描いていることを知っている奴やつは、他に一人しかいない。

　意図的に隠かくしていたわけではないが、聞かれたことがなかったし、自分から言う機会も特になかったからだ。




「否定しないってことは芹野井ちさと先生なんですよね!?」

「先生はやめてくれ。あと、敬語も」

「すごいすごいすごいすごい！　あの天才高校生作家、ちーたまが目の前に！」

「そのあだ名もやめろ」

『学ハロ』の表紙にはいつも『ちーたまのリリカル☆モンスターコメディ』という悶もん絶ぜつ級に恥ずかしいあおり文句が載のっていた。

　どうして『花とリボン』編集部って作家に妙みような愛あい称しようをつけるんだろう……。

　げんなりしながら遠い目をしていたら、突とつ然ぜん、相原が「ごめんなさい！」と大きく頭を下げた。

「なんだ、いきなり？」

「先ほどのご無礼をお詫わびします！　少女漫画家ということは、恋れん愛あいの達人！　恋愛道における免めん許きよ皆かい伝でんの一ノ瀬君に『付き合ってほしい』なんて、身の程ほど知らずもいいところでした！」

「……いや、達人とか全然」




「もう彼氏になってなんておこがましいことは言いません！　代わりに──私をヒロインにしてください！」




　…………はあ？　何を言い出すんだ、こいつ……。

「私も少女漫まん画がのヒロインみたいになりたいの！　可愛かわいくて、キラキラして、素す敵てきな男の子と恋こいをして……彼氏ができればおばあちゃんも喜んでくれるだろうし、数々の胸キュンシーンを描き出した『ちーたま』なら、恋愛の極ごく意いも知り尽つくしているでしょ!?」

「──そんなわけあるか！　無理に決まってるだろ」

「お願いします！　私のヒロインプロジェクトに協力してください！」

「断る。手を離せ」

「いや！　引き受けてくれるまで絶対離さない！　お願いお願いお願いお願い──私を、最強のヒロインにしてください！　どうか！　なにとぞ！　ご慈じ悲ひを……！」




　相原ゆずは、しつこかった。

　いくら断っても引き下がらないから、一方的に話を打ち切って帰ろうとしたけれど、強ごう引いんに歩き出した俺の腕うでをつかんだまま、スッポンのように食くらい付いて離はなれない。

　地面にはずるずると、彼女の足の引きずられた跡あとが、轍わだちのように延びていった。

　……ああ、もう！




「いい加減にしろ！」




　業ごうを煮にやした俺は、声を荒あららげながら相原を体育館の壁かべに押し付け、もう片方の腕を彼女の頭のすぐ上に叩たたきつけた。

「聞き分けの悪い奴は、痛い目見ないとわからないか？」

　驚おどろいたように目を瞠みはった相原は、俺が威い圧あつ的に見下ろすと、キュッと口元を結んでうつむいた。

「……っ……」

　その肩かたが小さく震えるのを見て、内心、しまったと後こう悔かいする。

　あまりにしつこいから、脅おどして突つき放そうと思ったのだが、やりすぎたか……？

　罪悪感に包まれた次の瞬しゆん間かん。




「──生壁ドン、入りましたー！」




　グッとガッツポーズをした相原が、感極きわまったように雄お叫たけびを上げた。……は？

「さすが師し匠しよう！　少女漫画の王道シーンを早さつ速そく体現してくれるなんて！　壁ドンはもはや定番オブ定番ですが、やはりベタこそ至高、至高だからこそベタ！　めっちゃドキドキです！　もう感動！」

　相原の頰ほおは紅潮し、目はキラキラと輝かがやいていた。

　……あ、こいつ、馬ば鹿かだ。

　うすうす気付いてたけど、救いようのない大馬鹿者だ。

「しかも『聞き分けの悪い子は、お仕置きだ』なんてドＳ＆微びエロ路線……大・好・物！」

「お仕置きなんて言ってねえ！　勝手に台詞せりふを改ざんするなアホ！」

「やっぱりナチュラルに少女漫画的なことできるんじゃないですか～。プロデューサーやってください！」

「やらないっつってんだろ！　放せ！　とっとと諦あきらめろ！」

「いや！　離れて欲しかったらイエスと言って！　言うまで絶対絶対絶～っ対このまま離さないんだから！」




　──相原は本当にあり得ないレベルでしつこくて、その後もずるずると引きずられたままどこまでも食らい付いてきた。

　ずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずる……。

「は・な・れ・ろー！」

「いやー！　引き受けてくれるまで死んでも離れないいいいいいいー！」




　結局、俺は根負けして、プロデュース業を引き受ける他ほかなかったのだった。

　駄だ目めだこいつ……早くなんとかしないと……。
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　翌朝。午前六時二十五分。

　私は指定された公園で、そわそわしながら慧君の到とう着ちやくを待っていた。

　慧君がヒロインプロデュースを引き受けてくれた直後にＳＮＳのＩＤを交こう換かんして、「以後、よろしくお願いします！」とメッセージを送ったところ、夜になって返事が来た。

『明日の朝、六時半に、風かざ祭まつり公園で集合。登校の準備はしてくること』

　メッセージの下に、ここ、風祭公園の地図のリンクつき。

　必死に頼たのみ込む私に根負けしていやいやプロジェクトに参加してくれたように見えたのに、こんなに早く始動するなんて、ビックリだ。

　やっぱり若くして漫まん画が家かデビューするだけあって、行動力は半はん端ぱないのかも……。

　そんなことを思いながら、スマホケースについたミラーで、身だしなみをチェックする。




　桐葉高校の制服は白のブラウスに緑系のタータンチェックスカート（男子は同柄がらのズボン）という基本の組み合わせさえ守れば、あとは好きなように着き崩くずすことが許されている。冬になると、これにダークグレーのブレザーを着るルール。

　今日は女子力！　と思って選んだ赤のリボンに、ベージュのサマーニットを重ねてきた。

　あとは黒のハイソックスに白のスニーカー、オレンジのリュックサック。

　九月上じよう旬じゆんのこの時季はまだまだ残暑が厳しいけど、今日はわりと涼すずしめだ。

　木こ陰かげで少しだけ曲がっていたリボンを直していたところ、向こうから、眩まぶしそうに目を細めた制服姿の慧君が気だるげに歩いてくるのが見えた。

「師匠！　おはよう！」

　わくわくしながら駆かけ寄って、挨あい拶さつした声は、自然と弾はずんでいた。

「清すが々すがしい、いいお天気だね～。記念すべきヒロインプロジェクト、略してヒロプロの初日に相応ふさわしい感じ！　私、楽しみで昨日はなかなか寝ね付つけなかったよ」

「…………」

　高い位置にある顔を見上げながら頰をゆるめる私を、まるで宇宙人を見るような目で眺ながめてくる慧君。

「師し匠しよう？」

「師匠って言うな。なんで朝からこんな元気なんだ……って呆あきれてただけ」

　はあっと小さく吐と息いきを漏もらす慧君は、朝は苦手なのかな。

　私はいつも目覚ましが鳴るとパッと目が覚めて、すぐ動き出せるタイプ……その代わり、夜よ更ふかしはあんまりできないんだけど。




「じゃあ、一ノ瀬君。早さつ速そくですが、私は何をしたらいいのかな？」

「……まあ、焦あせるな」

　慧君は私を制するように手を振ふると、近くにあったベンチに腰こしを下ろした。

　私もその隣となりに座って、次の言葉を待つ。

「ヒロインになりたい──ということだが、それはつまり、少女漫画に出てくるようなカッコいい男と恋れん愛あいがしたいという解かい釈しやくでいいか？」

「イエッサー！」

　ビシッと敬礼のポーズをとると、小さく頷うなずく慧君。

　けれど、次に彼の口から出た台詞せりふは、信じられないものだった。




「となると、相原に相応しい男はあいつだろう──『柏かしわ木ぎ篤とく臣おみ』」




「ええっ!?」

　思わず立ち上がっていた。

「柏木君……!?　いくらなんでも高たか嶺ねの花すぎない!?」

　柏木篤臣君。

　私たちと同じ一─Ａのクラス委員で、人望厚く、特に女子からは超ちよう人気の正統派美形。

　頭が良く、スポーツもできて家はお金持ちという、神様の寵ちよう愛あいを一身に受けて誕生したような人。

　にもかかわらず、驕おごったようなところはなくて、性格は温おん厚こう、誰だれに対しても気さくで親切。レディーファーストの塊かたまりでごく自然にさらりと甘い言動をしてみせるけど、本当に育ちがいいから嫌いやみな感じもしない。

　ひたすら爽さわやかで気品さえ漂ただよう彼についたあだ名は「はちみつレモン王子」……。




「まさに少女漫画のヒーローそのものだろう」

「いや、それはそうだけど……あんなパーフェクトなイケメンが私ごときに振り向いてくれるとは思えないよ？」

「思い出せ。元気しかとりえのない平へい凡ぼんなヒロインが学園の王子様に溺でき愛あいされる──これぞ少女漫画の黄金パターンだ」

「！」

　ビシッと宣告されて、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受けた。

　た、確かに……！

「さすが一ノ瀬君！　盲もう点てんだったよ。実は私みたいな普ふ通つうの女子にこそ、チャンスがあるってことだね！」

「…………そういうことだ」

　世界の真実をつかんだかのような感覚で興奮しながら手を打った私に、慧君はワンテンポ空けてから、こくりと頷いた。

「この辺りは、柏木が日課にしているランニングコースなんだ」

「そうなの!?　よく知ってるね」

「俺の家もこの近所なんだが、仕事で徹てつ夜やした朝は、決まって窓から走っている柏木の姿を見かけた。以前学校でそのことを話したら、柏木本人が教えてくれた」

　仕事で徹夜……そうか、慧君が一学期にしょっちゅう遅ち刻こくや居い眠ねむりをしていたのは、漫画を描かいてたからなんだ。学校に行きながらプロとして連れん載さいするなんて、信じられないくらい大変なことだよね……。

「……すごいね」

　改めて尊敬の気持ちが沸わき起こって、ぽろりとそんな言葉が零こぼれたけれど、慧君は別の意味に受け取ったようだ。

「ほんと、どこまでも爽やかな奴やつだよな。テニスを始めた中学時代から、毎朝同じ時間に同じコースを走ってるって言うから、たぶん今日ももうすぐ、あそこの角の向こうからやってくるはずだ」

　そう言って、公園に面した道路の曲がり角を指差す慧君。ほうほう。

「というわけで──」

　慧君は、しゃべりながら、自分の鞄かばんから食パンを取り出した。




「相原はそのタイミングに合わせて、このパンをくわえながら柏木にぶつかっていけ。台詞はもちろん『キャー、遅刻遅刻～』」




　…………なんですと!?
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　俺が食パンを差し出すと、相原は意表を突つかれたように大きな瞳ひとみを丸くした。

　よし、いい反応だ。

　ヒロインプロジェクトを引き受けたものの、はっきり言って俺は全くやる気などない。

　わざわざ苦手な早起きをして、こんな風に集まったのも、一刻も早く相原に非情な現実を突きつけて、この馬ば鹿かなプロジェクトから手を引くためだ。




　──「思い出せ。元気しかとりえのない平凡なヒロインが学園の王子様に溺愛される──これぞ少女漫まん画がの黄金パターンだ」




　ああは言ったが、もちろん、現実ではあり得ないからこそ漫画になるのだ。

　この時点で相原には目を覚まして欲しかったが……




　──「さすが一ノ瀬君！　盲点だったよ。実は私みたいな普通の女子にこそ、チャンスがあるってことだね！」




　普通じゃない！　おまえは普通よりかなり馬鹿だ!!




　内心、大いに叫さけびながら、相原に諦あきらめてもらう作戦その２に移行した。

　ザ・少女漫画のベタなシチュエーション、『食パン遅刻少女』……しかし現実でこんなことをするなんて、羞しゆう恥ちプレイ以外の何物でもないはずだ。

　これなら相原でも気が引けるに違ちがいない。




「一ノ瀬君……それはさすがに無む茶ちやだよ」

　ほら、思った通りだ！

　心の中でガッツポーズをしながら、俺はあえて不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを上げてみせた。

「無茶？　だが、この程度のことを拒こばむようなら俺は手を引かせてもら──」

「食パンをくわえたまま、『遅刻遅刻～』なんて上手にしゃべれるわけないでしょ？　だから、食パンは手に持ったまま走ることにしよう」

　…………そこ？

「あ、でも台詞せりふを言った直後にパンをくわえればいいのか！　……ふふっ、これぞヒロインって感じ！　いいねいいね、ドキドキしてきた！」

　相原はノリノリのようだった。マジか。




「で、タイミングはどう見計らうの？」

「……俺が植え込みの陰かげから見張って、柏木が来たら電話で教える」

「らじゃ！」

　満面の笑えみで敬礼をする相原。この女、ガチでやる気だ。

　もうどうにでもなれ、という気分で曲がり角にある植え込みの後ろに身を潜ひそめ、柏木が来るはずの方に視線を向けていると、ほどなくして白を基調としたジョギングウェア姿のイケメンが、颯さつ爽そうと駆かけてくるのが見えた。

　規則正しいリズムを軽快に刻みながら、生まれつき色素の薄うすい髪かみが太陽光に透すけて輝かがやく。

　秀ひいでた額を流れ落ちる、光る汗あせ。零れる吐と息いき。

　柏木とはたまに話す程度の仲だが、本当に、ミントの風が吹ふいてきそうなほど爽やかな奴なんだよな……。

「来たぞ。曲がり角への到とう着ちやくまで、あと五秒」

「了りよう解かいです！」

　相原の弾はずんだ声とともに、通話が切れる。

　高校の始業時間は八時半。こんな早朝で遅刻もへったくれもないだろうが──




「キャー、遅刻遅刻～」




　相原はなんの臆おく面めんもなく声を張り上げてから食パンをくわえるや、曲がり角に向かって突とつ進しんする。

　一方、柏木はちょうどその瞬しゆん間かん、ほどけていた靴くつ紐ひもに気付いたのだろうか、ふと足を止めてしゃがみこんだ。まずい……！

「「！」」

　結果、全力で突とつ撃げきしてきた相原の膝ひざが、柏木の顔面に勢いよく衝しよう突とつし──赤いものをまき散らしながら、柏木は後方に吹っ飛んだ。

　……なんという惨さん劇げき。




「ギャー！」

　地面に腰こしを落とし、鼻を押さえる柏木の掌てのひらから赤い液体が漏もれていくのを見て、相原が悲鳴を上げる。曲がりなりにもヒロイン目指すならそこは「キャー」にしてほしい。

「ごめん、柏木君、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「相原さん……？　うん、僕は鼻血だけだから……君こそ、怪け我がはない？」

　流血しながらも弱々しく微笑ほほえみ、相原を気き遣づかう柏木は、マジでいい奴やつだ。

「私は全然平気！　ティ、ティッシュ……もしくはハンカチ……！」

　慌あわててポケットや鞄かばんを探さぐる相原だが、生憎あいにく忘れてきていたらしい。

「ごめん、よかったらこれ……」

　相原が差し出したのは、食パン。




　アホかー！　怪我した男に食パンを差し出すヒロインがどこにいる！




　吸収力は高そうだけどそういう問題じゃない。

「……じ、自分のティッシュがあるから、遠えん慮りよしておくよ」

　わずかな沈ちん黙もくの後、柏木はどこまでも紳しん士し的に断ると、ポケットティッシュで鼻を押さえ、「じゃあまた、学校で」とそそくさと逃にげるように去っていった。




「お、王子……！」

「まあ、現実はこんなもんだ」

　柏木の遠ざかる背中に向けて力なく手を伸のばす相原の傍そばへ、両りよう腕うでを組みながら近づく俺。

　正直、ここまでの展開は予想外だったが……道路に点々と飛び散った血けつ痕こんが、なんとも生々しかった。相原が、しゅんと肩かたを落とす。

「悪いことしちゃった。まさか怪我をさせちゃうなんて……印象は最悪だろうし……」

「俺も配慮が足りなかった。出会いがしらの激突なんて考えてみれば普ふ通つうに危険だよな……だが、これでわかっただろう？　漫まん画がと現実は違──」

「でもまだまだこれからだよね！　少女漫画のヒロインたちも、色んな苦難を乗り越こえてハッピーエンドをつかみ取るんだから！」

　パッと顔を上げた相原の全身からは、メラメラと燃え上がるやる気の炎ほのおの幻げん覚かくが見える気がした。

「プロデューサー、なにかいい挽ばん回かい策ないかな？」

「……普通に考えたら、お詫わびの品を差し入れるとかじゃないか？」

　適当に答えただけだったが、相原は「なるほど！」と大いに感心したように頷うなずく。

「それをきっかけに話題も増え、距きよ離りが縮まっていく……みたいな感じだね。第一印象は最悪でも、徐じよ々じよに意外な一面を知ることで惹ひかれ合っていく二人……まさしく少女漫画の王道展開……！」

　両手を握にぎって、うっとりした眼まな差ざしでここではないどこかを見つめる相原。

　頼たのむからさっさと諦めてくれ。
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　翌日の、昼休み。四時間目が終わった直後。

「柏木君、昨日は本当にごめんなさい！」

　相原が、そんな言葉とともに柏木のところまでやってきた。

　ちなみに俺は今、柏木の隣となりの席なので、二人のやり取りは自然と視界に入ってくる。

「お詫びと言ってはなんだけど、お弁当を作ってきたの。食べてもらえるかな？」

　相原が弁当と思おぼしき包みを柏木に差し出すと、教室内がかすかにざわめいた。

　柏木ファンの女子たちが（抜ぬけ駆がけすんなよ！）とばかりに鋭するどい視線を相原に注ぐのがわかったが、鈍にぶいこいつは気付いていないようだ。

　馬ば鹿か、そういうのはもっとこっそり渡わたすようにしろ。余計なヘイトを集めるぞ……と、見ている俺の方が冷や冷やする。




「えっ……そんな、気にしなくていいのに……」

　柏木は戸と惑まどったように目を瞬またたいたが、すがるように見つめる相原に、「じゃあ」と微笑んだ。

「せっかくだし、いただこうかな。今日は学食にするつもりだったから、ちょうどよかった。でも、今後はもうこんな風に気を遣わなくていいからね」

　相原の厚こう意いも受け取りつつ、やんわりと関係をけん制する柏木の対応に、ピリッとした空気が一気に和やわらいだ。

　はちみつレモン王子は優やさしいから、みんなの前で女子をすげなく扱あつかうことはできないけど、別にあの子が好みというわけではないようだ……そんな認にん識しきが、今の台詞せりふで女子たちに生まれたようだ。やるな、柏木。

　一方相原は、そんなやり取りが周囲で密ひそかに行われているとは夢にも思わないようで、「うん！」と顔を輝かがやかせると、柏木の前の席に腰を下ろした。

　柏木が受け取った包みを開くと、二つのタッパーが出てきた。

「こ、これは……！」

　タッパーの蓋ふたを開けた柏木が、絶句し、先ほど以上に周囲がどよめく。

「特製シーフードカレーだよ。柏木君のイメージで、英国風にしてみました♪」




　弁当にカレーという時点で変化球だが、何よりそのカレーはなぜか──青　か　っ　た。




　何を入れたー!?

　パッと見、魚の骨やよくわからない粒つぶや謎なぞの細かい葉っぱが浮うかんでいた。

　英国風ってなんだ？　不味まずいってことか？

　ヒロインの料理がド下手へたってのも確かにベタっちゃベタだが、これは別に真似まねしたわけではなく、相原はガチのようだった。

　こーゆーとこだけしっかりヒロイン属性持っててどうする！

　臭においもなんだか硫い黄おうくさい、危険な感じがした。俺なら「こんなもん食えるかー！」と叩たたきかえす代しろ物ものだ。

　しかし、柏木篤臣は根っからのジェントルマンだった。

「どうぞ、召めし上がれ」

　にこにこしながら期待に満ちた目で反応を待つ相原に、「不味そうだから無理」なんてすげなく対応することは、彼にはできなかったらしい。

「い、いただきます……」となんとか引きつった微笑ほほえみを浮かべると、ぶるぶると震ふるえるスプーンでカレーをすくい、決死の瞳ひとみでパクリと一口ほおばった。

　お　ま　え　こ　そ　勇　者！

　瞬しゆん間かん、ぶわっと柏木の両目から涙なみだが噴ふき出す。

「柏木君!?」

「……お、美味おいしいよ……でも僕、急用を思い出したから、ごめん……」

　蒼そう白はくのままなんとかそこまで告げると、漢おとこ・柏木は口元を押さえ、ふらつきながら教室を出て行った。柏木……おまえはよく頑がん張ばった……。




「相原、そのカレー、味見したか？」

「ううん」

「一口でいい、食べてみろ」

「えっ、でもそんなことしたら間接キス……」

「いいから食え！」




　かあっと一丁前に照れる相原の口に無む理りやりスプーンを突つっ込むと、一いつ拍ぱく置いてから「ごふうっ」という呻うめきとともにショートボブの頭が机に突っ伏ぷした。

　仇かたきはとったぞ、柏木……。
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　あんな生物兵器を（文字通り）食らわせて、帰らぬ人になってしまったらどうしよう……と心配していたけれど、幸い、柏木君は午後の授業が始まる頃ころには何事もなかったかのように戻もどってきた。

　放課後、いつも通り爽さわやかにテニス部に向かっていく彼の姿を見て、はー、よかった……と胸を撫なで下ろしてから、私は中庭へと慧君を引っ張っていって、ヒロインプロジェクトの作戦会議をすることにした。




「差し入れ作戦も失敗……次はどうしたらいいと思う？」

「いいか、相原」

　ジージーと余命わずかな蟬せみが全力で鳴き声を響ひびかせる中、大きな木の影かげになった芝しば生ふの上で胡坐あぐらをかいた慧君は、しかめっ面つらで話し始める。

「はっきり言うが、少女漫まん画がはファンタジーだ。例えば少女漫画で人気のキャラ属性、『俺様』『ドＳ』『ツンデレ』……しかし現実で自分の周りにそういう奴やつらがいるところを想像してみろ。『俺様』はなんでも上から目線で人の話を聞かないただの自己中男、『ドＳ』は人が苦しんでいるところを見て喜びを感じるサイコパス、『ツンデレ』は何かあるたび突っかかってくる感じの悪い面めん倒どうくさい奴だ。どれだけ見目がいいとしても、おまえはそんな男たちと恋れん愛あいしたいか？」

「……確かに、キャラとしてなら俺様もドＳもツンデレも大好きだけど、実際に付き合うとなるとかなりストレスがたまるかも。漫画なら、根は優しかったり一いち途ずだったりすることがわかってるから萌もえられるけど……」

「そうだろう？　他ほかにも、『ヒロインがピンチになると必ず現れて助けてくれるヒーロー』。あのタイミングの良さは①仕込み　②ストーカー　③予知能力者のどれかじゃないと無理だろう。漫画だと定番でもよく考えるとツッコミどころ満まん載さいなんだ」

「ツッコミどころ……そういえば私も前から思ってたんだけど、よく告白シーンで描えがかれる『放課後の誰だれもいない教室で偶ぐう然ぜん二人きりになる』ってシチュエーション、まずないよね。そもそも『誰もいない教室』に遭そう遇ぐうするのが稀まれだし、そこに好きな人が残ってるってどんな奇き跡せきかと」

「『全ぜん寮りよう制せい男子校に女子が男装して潜もぐり込む』というのも、身体検査があるから不可能だし、そもそも周囲の奴らの目がどれだけ節穴なんだって話だ。わかるだろ、体格とか声で！　それともばれないくらいごつくて声が低いのか、そのヒロインは！　そんなヒロインが逆ハーできるのか!?」

「非現実的と言えば、『やたらと権力を持った生徒会』もだね。中学入って、実際の生徒会活動のあまりの地味さに衝しよう撃げきを受けたもん。あとはやっぱりあれ、『眼鏡めがねをとったら美少女』！　美少女は眼鏡かけてても最初から美少女でしょ！」

　思わずヒートアップして『ここがヘンだよ、少女漫画！』大会に興じていたら、同じく拳こぶしを握にぎって熱弁していた慧君が、ふうっと調子を整えるように吐と息いきを漏もらした。




「──わかっただろう、相原？　漫画と現実は違ちがう。リアルでは高校に入った途と端たん空前のモテ期が到とう来らいすることはないし、チャラ男が一途な男にモデルチェンジすることもない。ランチタイムに購こう買ばい部で戦争が起こることもなければ、下げ駄た箱ばこを開けたらラブレターが雪崩なだれみたいにでてきたりもしない。コーラでは酔よわないし、いつも実験するたび爆ばく発はつさせる化学部員もいないし、屋上の扉とびらはたいてい鍵かぎがかかっていて一いつ般ぱん生徒は立ち入り禁止。繰くり返すが、少女漫画はファンタジーなんだ。だから……」

　冷れい徹てつな瞳で私を見つめながら、言い切る。

「虚構世界フイクシヨンのヒロインをいくら真似まねても、無む駄だだ」
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　……って慧君は言ってたけど、やっぱり諦あきらめきれないんだよなあ……。

「今日のロングホームルームでは席せき替がえをやって、後は自習ということです」

　教きよう壇だんに立って、穏おだやかな笑えみを浮うかべつつテキパキと司会をする柏木君の姿を眺ながめながら、本当に王子様みたいだなと惚ほれ惚ぼれする。

　こんな人となら、きっと少女漫画みたいな素す敵てきな恋こいができるよ。




『この間はごめんなさい。猛もう特とつ訓くんをして、もう一度作ってきたの。お弁当、食べてくれる……？』

『うわあ、なんて美味おいしいカレーなんだ……僕のために、頑がん張ばってくれたんだね。ありがとう。何が入ってるの？』

『ちょっと味付けを変えただけで、基本的な材料は変わらないよ。お魚とかイカの塩しお辛からとかたこわさびとか……スコーンとか紅茶とか……大好きって気持ちとか（かああっ）』

『えっゆずちゃん、それって……（トゥンク）』

『わ、私、何言ってるんだろ。ごめん、忘れて（ダッ）』

『待って、ゆずちゃん！（バックハグ）』

『か、柏木君……？（ドキンドキンドキン）』

『……嬉うれしいよ。お弁当の後は、デザートに、さくらんぼみたいな君の唇くちびるが欲しい』




　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]なんてね！　やーん、柏木君ってば大だい胆たん……！

　妄もう想そうして一人で足をジタバタさせていたら、「相原さん」とすぐ近くから澄すんだ声が聞こえて心臓が飛び上がった。

　ハッと顔を上げると、柏木君の甘いマスクが私を見下ろしていた。

「席替えのクジ、引いてくれるかな？」

「は、はい！」

　慌あわてて柏木君が持っている箱の穴に手を突つっ込む。

　黒板を見ると、席の番号とすでに引いた人の名前が書き込まれていた。

　柏木君は、窓まど際ぎわの後ろから二番目という良席だ。

　隣となりはまだ空席で、15と数字が書かれている。

　15番15番15番15番……！

　心の中で唱えながらクジを引き、開いた紙の中に書かれてた数字は──15。

　きたーーー！







「柏木君、お隣だね。よろしく！」

「相原さん……うん、よろしく」

　新しい席に着いて声を弾はずませる私に、柏木君は清せい涼りよう飲料のＣＭに出演できそうな爽やかさ抜ばつ群ぐんの笑顔で挨あい拶さつを返してくれた。一いつ瞬しゆんだけ、隣に座った私の姿を見て頰ほおがこわばった気がしたのは、目の錯さつ覚かくだと思うことにしよう。

　早さつ速そく参考書を取り出して、自習を始める柏木君。

　難しそうな問題にもつまずくことなく、ノートにスラスラと解答が埋うまっていく。

　窓から差し込む光がいい感じに彼の柔やわらかそうな髪かみやなめらかな頰を照らして、なんとも絵になる光景だった。

　はあ、眼がん福ぷく……。

　って見み惚とれてるばっかりじゃダメだよね。私もちゃんと勉強しなきゃ。うん。

　とりあえず教科書の練習問題に取り組もうとしたけれど……二次関数……解の公式……共有点の座標……うっ、頭が！

　必死で文字と数字を追おうとしても、段々視界がぼやけて、意識が遠くなってきた。

　私にとって、数学は最高の睡すい眠みん導入剤ざいだ。おやすみなさい…………。




「──原さん、相原さん」

「はい!?」

　肩かたを軽く揺ゆさぶられて、目を覚ます。

　顔を上げると、はちみつレモン王子のご尊顔がそこに。

「ロングホームルーム終わったよ。今日はこのまま、帰宅していいってさ」

「……そうなんだ。起こしてくれてありがとう……」

　ハッ、私ってば、よだれが！　ギャー、恥はずかしい。

　頰が熱くなるのを感じながら口元をぬぐっていたら、ぷっと柏木君が小さく噴ふき出した。

「ぐっすりだったね。そのまま寝ねかしてた方がよかった？」

「ううん、助かる。……もう、この問題、難し過ぎて。あまりにも訳がわからないから、寝ちゃったよ」

「へえ、どの問題？」

　え、まさか教えてくれるの!?

「問10なんだけど……」

　ドキドキしながら教科書を指さすと、柏木君は二秒ほど視線を落としてから、「ここに書いていい？」とノートを引き寄せた。

「これはまず関数の式をこういうふうに変形するんだ……ａが０より大きいからグラフはこういう放物線になって、その軸じくは直線ｘ＝ｍになる──」

　私ではまったく太刀たち打うちできなかった難問を、わかりやすく解説しながら鮮あざやかに解いていく柏木君。




「──あとは①、②、③の共有範はん囲いを求めるとどうなる？」

「なるほど！　そういうことか～。ありがとう、よくわかったよ！」

　感かん嘆たんのため息とともに手を打った私に、柏木君は優やさしく微笑ほほえんで、立ち上がる。

「よかった。それじゃあ、また明日あした」

「うん、ありがとう！　テニスがんばってね」

　鞄かばんとラケットを携たずさえた柏木君は、ひらひらと手を振ると、教室から去っていった。

　やっぱり柏木君、素敵だな。ビバ！　はちみつレモン王子。ビバ！　隣の席。

　夢のスクールライフが今日からスタートだね……！
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「相原さん、ちょっといい？」

　ハッピーな気分で下校しようとしていたら、クラスの女子三人に声をかけられた。

　返事をする暇ひまもなく、そのままあれよあれよと校舎裏に連行される。




「あのさ、相原さん最近、柏木君に馴なれ馴れし過ぎるんだよね」

「……はあ」

「『はあ』じゃないし。柏木君は優しいから顔に出さないけど、絶対内心迷めい惑わくしてるから」

「お弁当とかそーゆーの、マジやめて。王子になんかあったらどーするわけ？」

「隣の席になって、調子に乗られたら困るから、あたしたちが忠告してるんだよ。わかってる？」

　怖こわい顔で囲んでくる女子たちは、いわゆる『はちみつレモン王子親衛隊』、みたいなポジションなんだろう。

　──やった！　これぞ少女漫まん画が的展開！

　やっぱり食パンかじって角でぶつかる効果は半はん端ぱない。着実にフラグが立ちまくっている……！

　心の中でガッツポーズをしていたら、「ちょっと！」と親衛隊Ａさんに肩を押されて、よろめく。

「聞いてるの？　いい気にならないでって言ってるの」

「いい気になんてなってないけど……」

「なってんじゃん！」

「口答えするわけ？」

　ひえ～、やっぱ生で囲まれると迫はく力りよくあるな……怖い怖い。

　でも、このパターンならそろそろ王子が助けに来てくれるはず……。

「あんたレベルの女子、柏木君に全然釣つり合わないし！」

「痛っ、髪引っ張らないで」

「もう近づかないって約束してよ」

「なんであなたたちにそんな約束しなきゃいけないの？」

　思わずムッとして反論したら、私を見下ろす六つの目がますますきつく吊つり上がった。

　あわわ。柏木君、早く来て～。

「──思い知らせる必要があるね」

　そう言いながら、親衛隊Ｂさんが近くにあった水飲み場で、バケツに勢いよく水を注ぎ始めた。……まさか、あれを私にかける気？

　冗じよう談だんじゃない、と脱だつ出しゆつしようとしたけど、「逃にげんなよ」と他ほかの子たちに道を塞ふさがれる。

　えーと、かなりピンチなんですけど。柏木君は、来ないの？

　こんなベタな展開なのに……ヒーローだけは不在なの？




　──「少女漫画はファンタジーだ」




　慧君の冷たい声が、脳内に蘇よみがえり、胸が締しめ付けられる。

「──ウザいんだよ！」

　親衛隊Ｂさんがそう言いながらバケツを振り上げる。

「…………！」

　息を止め、身をすくめたその時。




「やめろ！」

　男子生徒の声が響ひびいて、親衛隊Ｂさんがギョッと動きを止めた。

　しかし、バケツの水はそのまま勢いよくこちらにぶちまけられる。うわあ、危ない！

　囲んでいた女子たちのガードが緩ゆるんだおかげで、とっさに身をかわし、全身ずぶ濡ぬれは回かい避ひした。とはいえ、右半身はビチョビチョ……。




「……悪い。一歩、遅おそかった」

　すごい勢いで逃とう走そうしていく親衛隊たちを横目に見ながら、ばつの悪そうな顔で木の陰かげから近づいてきたのは──慧君!?
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「このタイミングで現れるなんて……まさか、私のヒーローは慧君……!?」

「アホ。相原があいつらに連れていかれるのに気付いたから、追いかけてそこの陰から見てたんだよ」

　俺が説明すると、相原は「なんだ」と脱力した。

「②ストーカーのパターンか……」

「誰だれがストーカーだ！」

　相原はあまりにも無防備に柏木に接近していたから、いつかこうなるんじゃないかと思ってそれとなく注意していたのだ。

　もともとこいつを焚たき付けたのは俺だし、半分は責任あるからな……。

「でも、見てたならもっと早く助けてくれてもいいのに」

「現実ではそんな都合よくヒーローは登場しないってわかってほしかったんだ。だからギリギリを見計らったつもりだったんだが……しくった。悪かった」

「…………」

　相原は少し恨うらみがましそうな目で俺を見つめていたけれど、「ま、いっか」とパッと表情を明るくした。

「この気温なら濡れてもむしろ涼すずしいくらいだし、おかげで頭から水かぶらなくて済んだし。慧──一ノ瀬君が来てくれなかったら、どんどんエスカレートしてたかもしれないし……助けてくれて、ありがとう」

「……ああ」

　曇くもりのない笑え顔がおで礼を言われて、馬ば鹿かだけど、いい奴やつだな、と思った。




「着き替がえとか持ってるか？」

「鞄かばん置いてきちゃったけど、教室に帰ったら体操着があるよ」

「じゃあ戻もどるまでは……とりあえず、これ着とけ」

　今日の相原はベストを着ておらず、上は白いブラウス一枚。今はまだ大だい丈じよう夫ぶだが、日差しが強いところに行ったら透すけるかもしれない。

　俺が、バッグから自分のジャージを取り出して相原にかぶせると、相原はキョトンと目を瞬またたいてから、「おおお！」と興奮したように顔を赤くした。

　なんだ!?　忙いそがしい奴だな。

「ナチュラルに少女漫画・再び！」

「は？　何言って……」

「柔じゆう軟なん剤ざいに混ざったほのかな汗あせの匂においにドキドキ……これがイケメン臭しゆう……」

「嗅かぐな変態！　着ないなら返せ！」

「着る着る絶対着る。だからあと五秒嗅がせて！」

「却きやつ下か。没ぼつ収しゆう」

「そんな、殺せつ生しような～」




　相原とやいやい言い合っていたら、不意に「えっ……」という男の声が響いた。

　目を向けると、ちょうど校舎の角のところから現れたらしい柏木篤臣が、驚おどろいたようにこちらを見つめていた。

　──遅おせえよ！　どうせ来るならあと数分早く来い!!

　思わず心の中で叫さけんだが、そんなグッドタイミングで現れていたらそれこそ相原のヒロインドリームが加速していただろうから、むしろこれで良かったのか。

「お、惜おしい……」と呟つぶやいた相原も、なんとも複雑そうな表情をしていた。




「相原さん、どうしたの、その恰かつ好こう……」

「……えーと……」

　心配そうに眉まゆをひそめる柏木に、相原が困ったように言いよどむ。

「おまえのファンの女たちに囲まれて、水ぶっかけられたんだよ」

　代わりに俺が説明すると、柏木は口元を引き結び、しばらく沈ちん黙もくした。

「……そうだったんだ。ごめん、相原さん」

「ううん、別に柏木君のせいじゃないし」

　相原は何でもないようにからっと返したけれど、柏木は物もの憂うげに瞳ひとみを伏ふせ、ため息を零こぼした。

「彼女たちの熱ねつ狂きようぶりには、正直僕も困ってるんだ……」

　直後、それまでびしょ濡れでものほほんとしていた相原の顔がムッとしたようにこわばっていくのに気付いて、驚いた。




「──そう思ってるなら、ちゃんと本人に言ったほうがいいよ」

　ビシッと声が響いて、柏木もハッとしたように目を瞠みはる。

「あの子たちに届く言葉を持ってるのは、柏木君だけだよ。過か剰じような反応は困るって伝えることで、暴走もおさまるかもしれない。波風立てないようにしてるなら、それは優やさしさじゃなくて八方美人なんじゃないかな」

「…………！」

　強い調子でいさめるような相原の言葉に、柏木は衝しよう撃げきを受けたように息をのんだ。
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「……ってごめん、偉えらそうに！」

　緊きん張ちよう状態もつかの間、いつもの調子に戻った相原が、慌あわてた様子で両手を合わせた。

「別に、今回のことで柏木君を責めてるわけじゃないの。本当だよ。ただ──」

「いや……君の言う通りだよ。僕が不ふ甲が斐いないせいで、迷めい惑わくかけてごめん」

　相原の言葉を遮さえぎり、柏木はすっと顔を背そむける。

「だから柏木君は全然悪くないし──」

「ちょっと、頭を冷やしてくる」

　そんな言葉とともに一方的に会話を打ち切ると、柏木は足早にその場から去っていった。




「か、柏木君……！」

　追いすがるように手を伸のばしていた相原は、離はなれていった背中が完全に見えなくなると、ガクリと首こうべを垂れた。

「あああ、嫌きらわれた……なんであんな言い方しちゃったんだろ……」

「確かに。なんであんな怒おこってたんだ？」

「怒ってるように見えた!?　そっか……」

　はあ～っと肩かたを落とす相原。

「なんか、あの子たちも柏木君が好きだから暴走しちゃってるのに、陰かげで柏木君からそんなこと言われてるなんて、報むくわれないじゃない。そう思ったら、つい……」

「…………へえ」

　こんな目に遭あわされた直後なのに、そういう発想が出るとは思わなくて、やや驚いた。

「でも上から目線で偉そうだったよね。柏木君も責任感じちゃったみたいだし……余計なこと言ったかなあ」

「別に間ま違ちがったことは言ってなかったぞ。実際、あいつらはやりすぎだし、何も行動しなかったらこれからもあのままだろう。セーブする一番現実的な方法は、柏木が働きかけることだと俺も思う」

　俺がそうコメントすると、相原は「そう？」と少しホッとしたように表情をゆるめた。

　しかしすぐに「でもでもやっぱり柏木君、よそよそしかったし！　逃にげるみたいにあっという間にいなくなっちゃうし！　終わったー！」と悶もだえ始める。

　……忙しい奴だな、ほんと。







[image: 三章]




[image: ]




　あれ以来、柏木君は目に見えてよそよそしくなってしまった。

　いつも笑え顔がおだし物もの腰ごしも優しいんだけど、目が合ってもすっとそらされるし、話しかけても前より明らかにそっけない。

　休み時間に思い切って勉強を教えてもらえないかと頼たのんでも、「ごめん、ちょっと用事があって……」と席を外されてしまう。

　ああ、もう完全に脈はないな……とさすがの私も悟さとらざるを得なかった。




「やっぱり、平へい凡ぼんな女の子が学園の王子様に溺でき愛あいされるとか、そんな都合のいいことはそうそう起こらないんだね」

「やっと気付いたようで何よりだ」

　しみじみと漏もらした私に、慧君は非情にもあっさりと頷うなずいた。

　今は昼休みの日直の仕事で、ゴミ捨てに行く途と中ちゆうだった。相原と一ノ瀬だから、出席番号順で二人ずつ回ってくる日直は、いつも慧君とペアなのだ。

「ただ、柏木君がこの二、三日、元気がないように見えるのが気になるんだよね……」

「そうなのか？」

「うん。これは隣となりの席だから気付いたんだと思うんだけど……人と話してる時は相変わらずにこにこしてるし、いつも通りに見えるけど、授業中ボーッとしてたり、小さなため息を漏らしてたりすることがしょっちゅうなんだよ」

　親衛隊襲しゆう撃げき事件がちょうど一週間前だから、私が強く言いすぎたのが尾おを引いてる、ということはまずないと思うんだけど。




「何か悩なやみがあるのかな～」

「まあ、悩みのない人間の方が珍めずらしいだろ。相原みたいな奴やつはレアケースだ」

「失礼な！　私だって悩みはあるよ。どうしたらヒロインになれるのかな、とか、明日あしたは学食の日だけど日ひ替がわり定食とカレーとどっちにしようかな、とか」

「そういうのは悩みとは言わない。つーかカレー好きだな！」

　呆あきれ顔の慧君に折せつ角かくなので学食カレーの魅み力りよくと奥深さを語り聞かせようかと思ったけれど、角を曲がったところで目に入ってきた光景に、全身の動作を止めた。

　ほぼ同時に慧君も、ハッと息をのむ。




　駐ちゆう車しや場じようわきにある、ゴミ捨て場。

　そこに設置されたコンテナを、一人の男子生徒がガンガンと激しく蹴けりつけていたのだ。

　太陽の光を浴びて輝かがやく、柔やわらかそうな髪かみ。すらりと均整の取れた細身の体。

　後ろ姿しか見えなくても、誰だれかはわかった。

　柏木君……？

　まるで持って行き場のない、やるせない感情をぶつけるように、ひたすらコンテナを蹴りつけていた柏木君は、はあはあと大きく全身で息をしながら、肩に下げていたテニスラケットを手に取ってしばらく見つめた後──そのラケットを、ケースごと荒あら々あらしくコンテナの中へと投げ捨てた。

　そして、両の拳こぶしを握にぎり締しめてしばらく立ち尽つくしてから、こちらを振ふり返り、私たちに気付いてギクッとしたように顔をこわばらせた。

「柏木、それ……テニス部で使ってるラケットだろう？　捨てるのか？」

　慧君が問いかけると、柏木君は……まるで何事もなかったかのように、いつもの品のいい微笑ほほえみを浮うかべて「うん」と頷いた。

「もう、テニスは辞やめるから」

「どういうこと？　毎朝ずっとランニングをするくらい頑がん張ばってたんでしょ？」

　さっきまでの光景が幻まぼろしだったのかと思えるほど穏おだやかな口調に、軽い混乱を覚えながら私も尋たずねる。

「もしかして、怪け我がとかしちゃった？」

「そういうわけじゃないけど……別に、君たちには関係ないことだろ？　僕自身がもう、納なつ得とくしての決断だから」

「うそだよ。そんな風には全然、見えなかった」

　感情の読めない笑顔で淡たん々たんと言う柏木君に、おせっかいだと思っても、食って掛かかってしまった。

　だって、こんな風に笑ってても……本当は苦しいんじゃないの？

　さっきのガンガンという音が、まだ鼓こ膜まくにこびりついている。私には、あれは柏木君の悲鳴のように思えて仕方なかった。

　本当は、ものすごく辛つらい思いを抱かかえて、ため込んでるんじゃないの？

「……うそなんかじゃないよ。もう、テニスなんて、どうでもいいんだ」

　まるで能面のような笑顔でそう言われた瞬しゆん間かん。

　ぷちん、と何かが弾はじけた。

「この……ばかちんがーー！」




　ガーン！　とものすごい音が、その場に響ひびき渡わたった。
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「この……ばかちんがーー！」

　突とつ然ぜんそんな叫さけびとともに相原が拳を振り上げ、直後、金属製のコンテナが、ガーン！　とものすごい音を響かせる。

　相原の拳げん骨こつは、目を大きく見開いた柏木の顔のすぐ真横に叩たたきつけられていた。




「あ、相原……さん？」

「ちょっと来て！」

　コンテナに捨てられていたラケットを回収すると、反対の手で呆ぼう然ぜんとしている柏木の腕うでをつかみ、問答無用でずんずんと引っ張って行く相原。

　俺もとりあえず、二人の後を追っていく。




　たどり着いたのは、テニスコートだった。

　先にコートで遊んでいた生徒から「ごめん、ちょっと貸して！」とラケットを奪うばい、相原は燃える瞳ひとみで柏木をビシッと指差して宣告した。

「どうしてもテニスを辞めるというなら、私に勝ってからにしなさい！」

　スポーツ漫まん画がのライバルキャラかよ!?　と内心で叫んだが、相原は真しん剣けんそのものだ。

　その迫はく力りよくに押されたのか、柏木も戸と惑まどったような表情のまま「わかったよ」と承しよう諾だくして、相原とコートで向かい合った。

「サーブ権はもらうね」

　ベースラインの外に立ち、ボールをポーンポーンとバウンドさせながら鋭するどい瞳で敵コートを見み据すえる相原。

　柏木は一年生にしてレギュラーを勝ち取るほどの腕前の持ち主だ。女子が勝負できるはずがないのに──と思った刹せつ那な。

　ズギュン！！！

　凄すさまじい速度のボールが柏木側のコートに突つき刺ささった。

　なんだ、この超ちよう高速フラットサーブ……!?




「あ、相原さん……君は一体……？」

「テニスは昔、おばあちゃんの手ほどきを受けたことがあるの」

　フシュウウ……と深い息を漏もらしていた相原が、硬かたい表情で言う。

　──おばあちゃん何者だよ！

　相原にもこんな一面があったなんて……確かにいかにも脳筋っぽいが。




「次！」

　ドギュン！！！　と再び稲いな妻ずまのような一いち撃げきが撃うち込まれたが、そこは柏木、テニス部の一年生エースの意地を見せ、見事に打ち返した。

　うまい、相原の真逆のコート隅すみ、これは追いつけない──と思いきや、ビュンッと加速した相原が、ドン！　と大たい砲ほうのような音を響かせて球を打ち返す。

　一瞬、その球とともに迫せまりくる恐きよう竜りゆうの大群の幻が見えた気がした。

　ギュウン……という形容しがたい音とともに、ボールがコートにバウンドし、柏木の真横をすり抜ぬけていく。

「こんなものなの……？」

「!?」

「あなたのテニスへの情熱は、こんなものなの!?　もっと……もっと本心をぶつけなよ！　もっと熱くなれよおおおおーー！」

　修しゆう造ぞうかよ!!

　と声を大にしてツッコみたかったが、これがなんと柏木の心には響いたらしい。

「……わかったよ。レディーファーストはここまでだ」

　形のいい唇くちびるの端はしを不敵につり上げてそう言うと、深く腰こしをかがめて、構えのポーズをとる柏木。




「おいで、じゃじゃ馬プリンセス」




　……その台詞せりふセンスはどうなんだ、と思ったが、瞬間、キャ──と黄色い悲鳴が沸わき起こる。なんだなんだと見回せば、いつのまにやらすごい数のギャラリーが集まっていた。

「「「柏木様、がんばってー！」」」

　先日相原を囲んでいた親衛隊も声せい援えんを送っている。

　そこからは手に汗あせ握にぎる、息もつかせぬ激しい試合展開となった。




「はあっ」

「クッ」

「やああ！」

「まだまだ！」




　荒あらい息を吐はきながら、滝たきのように流れ落ちる汗を拭ぬぐい、いつまで続くとも知れない過か酷こくなラリーを続ける二人。

　……相原、おまえ少女漫画のヒロイン目指してたんだよな？

　完全にスポ根ものになってるぞ!?




「──やるわね、柏木君」

　ゼエゼエと呼吸を乱しながら、ニヤリと笑って見せる相原。

「君こそ……ここまで熱くなった試合ゲームは、久しぶりだ」

　はあはあと肩かたを揺ゆらしつつ、瞳を輝かがやかせる柏木。

「相原さん……僕、やっぱりテニスが好きだよ」

　柏木の言葉に、相原がハッと息をのんだ。

「──実は、先日の実力テストで成績が下がって、父にテニスを辞やめるように言われたんだ。柏木家において父の言うことは絶対で、諦あきらめるしかないって自分に言い聞かせてたけど……もう一度、話し合ってみたいと思う」

「柏木君……！」

　喜びの表情に染まる相原へ、力強く頷うなずいてから、柏木はまっすぐにラケットを差し伸のべた。

「ここからはただ純じゆん粋すいに、勝負を楽しもう。悪いけど、勝たせてもらうよ、プリンセス」

「うん、負けないよ！　はちみつレモン王子！」

　パチパチパチという拍はく手しゆと「いいぞ～」「がんばれー」「柏木様ー」などの歓かん声せいがギャラリーから沸き起こる。状じよう況きようは良くわからないだろうに、二人の熱気にあおられてすっかり周りも盛り上がっていた。基本、野や次じ馬うま共は騒さわげればなんでもいいらしい。




　相原のサーブから、試合再開。

　ポーンポーン、とバウンドさせてから、高く空へと放たれたボールがドシュッと撃ち込まれる。これまでよりも遅おそめの球、と思いきや、コートにバウンドした瞬しゆん間かん、ギュインと凄すごい方向に大きく弾はずんだ。

　ツ、ツイストサーブ……もう完全に少年漫画になってるぞ！　テニスの王女様!?

　しかし柏木もさるもの、冷静にバックハンドで対応し、ネット前に落とした。うまい！

　これはさすがの相原も届かない!?　いや違ちがう、あっという間に距きよ離りを縮めた相原、力強くラケットを一いつ閃せん──次の瞬間。

　その手からラケットがすっぽ抜け、ネット際ぎわに詰つめていた柏木の顔面に、勢いよく衝しよう突とつした。

「…………！」




　シン、とその場を覆おおった一瞬の静せい寂じやくの後、「ギャーーーー」と相原の絶ぜつ叫きようが響ひびき、ギャラリーもどよめきだす。




「かかか柏木君、ごめんごめん、本当にごめんなさい、大だい丈じよう夫ぶ？　救急車!?」

「大丈夫か、柏木!?」

　青くなって謝り倒たおす相原とともに、その場にうずくまる柏木の傍そばへと駆かけつけたところ。

「……いい……」

　柏木から、吐と息いき交じりの呟つぶやきが聞こえ、「え、なに？」と相原が耳を寄せる。刹那。




「いいよ！　やっぱり君は僕が求めていたご主人様だ!!」

　頰ほおを真っ赤に染めた柏木がガバッと顔を起こし、相原の両肩をつかんで興奮したように叫さけんだ。

　………………は？　なに？　『ご主人様』？




「曲がり角で膝ひざ蹴げりされた時から密ひそかに気になっていて、笑え顔がおで殺人弁当を持ってこられた時もやばかった……あんな形でいたぶられるなんて思ってもみなかったからね。ファンのことで叱しかられた時はすごくゾクゾクしたよ！　女の子にあんな風にビシッと怒おこられたことは初めてだったから──」

　ポカーンとする俺たちの前で、陶とう酔すいしたようにうっとりした瞳ひとみで、自分の体を両りよう腕うでで抱だきしめながらぶるぶるっと身を震ふるわせる柏木。

「あれ以降、君の姿を見るだけで興奮しすぎちゃうから、あえて距離を置いてたんだ。僕の本ほん性しようがバレるといけないと思って……でも、もう我が慢まんできない。体面なんてどうでもいいよ！」

「ほ、本性……？」

　呆ぼう然ぜんと聞き返した相原に、柏木は無む邪じや気きな笑みを浮うかべて、宣言した。




「うん。実は僕、ドＭなんだ」




「「「「────どええええええええええ!?」」」」

　とんでもないカミングアウトに、ギャラリー含ふくめその場にいた全員が絶叫した。




「……つまり、これまで相原がやってきた迷めい惑わく行こう為いも叱しつ責せきも、全部おまえにとっては……」

「ご褒ほう美びです☆」

　実にいい笑顔で断言する柏木。

　ラケットを捨てる前にコンテナをガンガン蹴けりつけてたのも、むしゃくしゃしてたんじゃなく、父親に捨てろと言われて苦しみつつも悦よろこびを抑おさえきれず昂たかぶっていた、とかか!?

「さあ、ご主人様……いや、女王様。僕は貴女あなたの下僕だ！　この薄うす汚ぎたない豚ぶた野や郎ろうを好きに扱あつかって！　ズタボロにして！」

　四よつん這ばいになり、期待に満ちたキラキラした眼まな差ざしで相原を仰あおぐ変態王子。

「ちょ、ちょっと待って、落ち着いて……っ慧君、助けてー！」

「俺を巻き込むな！　イケメンをここまで骨ほね抜ぬきにしたんだ、ヒロインになれてよかったじゃないか」

「なんか違ちがーう！」

「あ、僕、一ノ瀬君のＳっぽい感じもかなりツボで、密かにずっと足あし蹴げにしてほしいって思ってたんだ。良かったら踏ふんで！　地面にめり込むくらい踏みにじって！」

「[image: ～][image: ～]断る！　寄るな変態！」

「あっイイよ、その汚お物ぶつを見るような眼差し、辛しん辣らつな物言い……もっと、もっと僕を罵ののしって……ハアハア」







　ちなみに、この一幕をもって『はちみつレモン王子親衛隊』は速すみやかに解散し、相原が嫌いやがらせを受ける心配はなくなった。

　しかしこれ以降、俺と相原は、王子と思いきや実は下僕だったドＭに付きまとわれるようになったのだから、結果としてはプラマイゼロどころの話ではないのだった……。
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「おはよー、一ノ瀬君！　『学ハロ』の最終巻が出るの、今月なんだね。楽しみ♪」

　十月の上じよう旬じゆん。朝、教室に行くと、今日も相原が無む駄だに元気いっぱいに近寄ってきた。

「ああ……だから、これをやろう」

　席に腰こしを下ろし、鞄かばんの中から小さな袋ふくろを取り出して渡わたす。

　キョトンとしていた相原だが、中から出てきたものを見て、パッと顔を輝かがやかせた。

「最終巻!?　えっ、まだ発売まで一週間もあるのに!?」

「見本として作者は先に何冊かもらえるんだ」

「すごいすごいすごい！　ありがとう～超ちようラッキー。表紙すっごくイイね！　つばさちゃん可愛かわいいし、忍しのぶ君もカッコいい！　尊い……！」

　頰を赤く染めてテンションを爆ばく上あげする相原に、じんわりと何とも言えない感情がこみ上げてくるが、俺の口から出たのは「ここでは読むなよ」という無愛想な言葉だった。

「えー、帰りまで待ちきれない……わっ、カバー下も可愛い！　『学ハロ』ってこういうところもサービス満点だよね！」

「……どーも」

「ねえ、一ノ瀬君ってどうして『学ハロ』の話になるといつも不ふ機き嫌げんになるの？」

　不思議そうに相原が目を瞬またたかせたその時。

「それはね、ゆずちゃん」

　突とつ然ぜん、俺たちの間に柏木がぬっと割り込んできたので、二人してビクッとした。

「慧君がシャイボーイだからさ。いつも以上に素っ気ないのも、ただの照れ隠かくし、だよねっ☆」

「知らん。ウィンクやめろ、ウザい」

「ああっ、直球の罵ば倒とう、いいよ。もっとカモン！」

　ハアハア、と息を弾はずませる柏木。安定のキモさだ。




　あのスポ根試合を経て父親と話し合った結果、テニスを続けることができるようになった柏木は、以来、相原と俺にやたらと絡からんでくるようになった。誠まことに不本意である。

　一方、恐おそるべき適応力でこいつのこういう態度にも早々に慣れたらしい相原は「あ、そういうことか～」と合が点てんがいったように手を打った。

「でもこうして現物を渡されると、改めて実感するよね。一ノ瀬君が『ちーたま』なんだって……」

「だからその呼び名はやめろ」

「コミックスが出る直前って、やっぱりバタバタするのかい？　実は先月もそうとう忙いそがしかったとか？」

　柏木の質問に、「いや……」と首を振ふる。

「表紙は夏休み中に描かき上げたし、コミックス特典のおまけ漫まん画がも九月頭には完成してたからな。連れん載さい中なら並へい行こう作業でわりと地じ獄ごくだが、今は余よ裕ゆうだ」

　連載が終わったのが、七月。けれど、実際の最終回の原げん稿こうは六月には上がっていた。

　こまごまとした作業はあったけれど、こんなに長い間、締しめ切りに追われない日々を過ごすのは久しぶりだった。

　とはいえ、解放感を満まん喫きつできたのはせいぜい最初の一か月くらいだが……。




　──「このままじゃ企き画かく会議に通らないわ。また他ほかのアイディアをまとめておいて」




　担当編集者の声が耳元で蘇よみがえり、全身がズン、と重くなるのを感じたその時。




「じゃあ、ヒロプロ再開といきますか！」




　相原の能天気な声が響ひびき、目の前を覆おおっていた靄もやが吹ふき飛ばされる。

「……まだこりてないのか」

「もちろん！　つい先日、おばあちゃんにも『ゆずちゃんの未来の旦だん那なさんにはまだ会えないのかねえ……』って寂さびしそうに呟つぶやかれちゃったし」

「ヒロプロ……ヒロインプロジェクト、だっけ。おもしろそうだよね」

　あろうことか柏木も興きよう味み津しん々しんといった様子だ。

「でもゆずちゃん。わざわざそんなことしなくても、君さえ望めば僕はいつでもウェディングベル──」

「一ノ瀬君、次は誰だれをターゲットにしたらいいと思う？」

「放置プレイふぅーっ」

　相原にあっさりスルーされ、高らかに雄お叫たけびを上げる柏木。

　何をされても喜べるこの男、ある意味最強なんじゃ……と思いつつ、俺もここは柏木にはノータッチで「知るか」と返した。

「そもそも、そんな少女漫画のヒーローみたいな男がそう簡単にいるわけが──」




「ゆず！　家庭科の教科書持ってない？」




　不意に教室の入り口から、艶つやのある中性的な声が響いた。

　振り返ると、レッドブラウンのくせっ毛風の髪かみの、やや小こ柄がらで線が細い、猫ねこっぽい雰ふん囲い気きの男子生徒がこちらに視線を向けている。

　ざわ、とクラスの女子たちが浮うき立つのが気配でわかった。

　きめ細かい色白の肌はだに、長い睫まつ毛げに覆われた少しつり目がちの大きな瞳ひとみ、左の目め尻じりに泣きぼくろ……少女めいた容姿をもつが、動作は機き敏びんで堂々としているので、なよなよした感じはしない。

　にもかかわらず、どこか蠱こ惑わく的な空気をまとっている……。

　隣となりのクラスだが、目立つ奴やつなので名前は知っていた。

　夏なつ目め玲れ音お。うちの学年で柏木と双そう璧へきの人気を誇ほこるイケメンだ。




「あるよ。落書きとかしないでね」

「ゆずじゃあるまいし。サンキュ」

　相原から教科書を受け取った夏目は、自分に注目する女子たちにニコッと微笑ほほえむと、慣れた様子で軽く手を振って帰っていった。

　きゃあきゃあと色めく女子たちとは対照的に、何事もなかったかのようにまた俺の近くに戻もどってきた相原は、「うーん」と腕うでを組んで眉まゆを寄せた。

「そりゃあ、少女漫画のヒーローみたいな男の子、そうそういるわけないけどさ──」

「待て。夏目玲音と知り合いなのか？」

　俺の質問に、相原は「うん」とあっさり頷うなずいた。




「幼おさな馴な染じみ」




　幼馴染……だ、と……？

「いつから？」

「赤ちゃんの時から。お母さんたちが仲良しでね」

「幼よう稚ち園えんも小学校も中学校も一いつ緒しよ？」

「うん。玲音のお父さんお母さんは仕事で帰りが遅おそくて、お休みの日も会社行ってたりするから、小学校まではよくうちでご飯食べたりしてたんだよ」

「まさかとは思うが、家はお隣さんで部屋は二階で向かい合ってて窓からでも会話ができるくらいの距きよ離り、とか？」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思いつつも一応聞いてみると、相原は大きな目を瞠みはって、驚おどろきの声をあげた。

「すごい、なんでわかったの!?」

「──少女漫画じゃねーか!!」




　危あやうく机をちゃぶ台のごとくひっくり返しそうになった。

「完全に少女漫画だよ。なんでも鑑かん定てい団だんに出品しても正しよう真しん正しよう銘めいの少女漫画って太たい鼓こ判ばん押される掛かけ値なしの少女漫画だよ」

「けど玲音って、なんでも器用にできちゃうし愛あい想そもいいからモテるけど、本当は猫かぶりで口が悪いひねくれ者だよ？」

「もろ少女漫画だよ！」

「チャラいしいじめっ子だしさ……根は優やさしいと思うけど」

「どうしようもなく少女漫画！」

「でも中学入って向こうが彼女作るようになってからは全然遊ばなくなったよ？　今はフリーらしいけど」

「──わかった、もういい」

　掌てのひらを向けて、さっぱり自覚のないらしい相原を制止した。




「相原、俺はここであくまで客観的な見解に基もとづいた話をしている。実情はどうあれ、『イケメンの幼馴染』といえば古今東西の二百万乙女おとめの永遠の憧あこがれ。どれほど強く望んでもどれほど努力をしようとも自力では決して獲かく得とくできない、それこそ運命的な存在。誰よりも一番身近でお互たがいを見てきて、わかり合っている唯ゆい一いつ無む二にの関係──そんな奇き跡せきともいえるシチュエーションを、おまえは享きよう受じゆしているんだ」

「……い、言われてみれば……！」

　愕がく然ぜんとしたように口元を手で覆い、よろ……と傍そばの机に寄り掛かる相原。




「私ってば実はすでに思いっきりヒロイン的立場にいたの!?」

「ああ。少女漫まん画がなら絶対にくっつくパターンだ。どれほど性格に難があろうとも、それを帳消しにする長所を持った男の方が長年一いち途ずにヒロインに片思いしてる系。時に窓から部屋に侵しん入にゆうし、まだ寝ねている彼を無む邪じや気きに起こして赤面させ、時に幼馴染ならではの歴史と絆きずなを感じさせる懐なつかしい昔話トークに花を咲さかせ、その存在の特別性を改めて思い知り、時に忙いそがしい彼の親に代わって食事の世話までしてやって、表向きは迷めい惑わくがられつつも感謝され……そんなイベントを重ねるうちに、何かしらのきっかけとなる事件が起こり、二人の関係も変化していく──といった感じだな」

　そこまで話してから、ハッと我われに返る。

　しまった、俺はもともと「少女漫画のヒーローなんているわけない」[image: →]「プロジェクトは諦あきらめろ」という流れで進めたかったはずだ。

　相原があまりにもボケまくってるからって、何熱くまくし立ててるんだ！

「──まあ、あくまでも少女漫画『なら』という話であって、現実でそう都合よくいくわけはないけどな！」

　今いま更さらながらそう強調したけれど。




「長年片思い……玲音、そうだったの!?」




　案の定、相原はもはやそんな注ちゆう釈しやくなど耳に入らないようで、キラキラと両目を輝かがやかせて、すっかりその気になっていた。

「色々とアドバイスありがとうございます！　不ふ肖しよう、相原ゆず、早さつ速そくご提案いただいたもろもろのプロジェクトを実行に移す所存であります！」

　…………やっちまった…………。




「慧君って、意外とうかつだよね」

　一部始終を見ていた柏木からさらりとそんなコメントをもらいながら、俺は隣のクラスに向かって心の中で両手を合わせた。

　許せ、夏目玲音……なんとか上手うまいこと、こいつをあしらってくれ。
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　お隣となりさんの玲音とは、お母さん同士が妊にん婦ぷ向けの母親学級で意気投合して以来、つまりお腹なかの中にいた胎たい児じ時代からの付き合いだ。

　お互い一人っ子だから本当に兄弟のように過ごしてきたし、中学に入ってからの玲音は彼女が途と絶だえたことがなかったから、そういう対象として考えたことは一度もなかった。

　でも確かに言われてみれば、『イケメン幼馴染』というだけでフラグはがっつり立っている。まさか玲音が私の運命の人だったなんて……！　これぞ盲もう点てん。

　となれば善は急げだ。慧君からの啓けい示じを受けた翌日の土曜日。

　私は早速、ヒロインプロジェクト第二弾だんをスタートさせた。




「玲音、もう昼だよ～。起きようよ～」

「ん……」

　眉み間けんにしわを寄せて吐と息いき交じりの声を漏もらした玲音は、はたと目を開けると、まじまじとベッドのわきにいる私を見つめた。かと思うと、ギョッとしたように上半身を起こす。

「──ゆず!?　いつの間に!?」

「ベランダを伝って、窓から入った」

「はあ!?」

　窓から行き来して、朝あさ寝ね坊ぼうしている幼おさな馴な染じみを起こしに行くヒロイン。

　これぞ幼馴染ものあるあるのテッパン！

　とはいえ、私と玲音の部屋はベランダとベランダの距離が２メートルはあるので、これまでは実じつ践せんしたことがなかったんだよね。鍵かぎが開いててよかった。




「こっわ！　まあ、ゆずの運動神経はサル並みだしね……」

　かすかに青ざめながら、顔を引きつらせる玲音。

「あれ、ここは赤面しながら慌あわてふためくところじゃない？」

「意味不明だし。不法侵入しないでよ、マジドン引きなんだけど」

　はあっとため息をつく玲音は、照れ隠かくしをしているようには見えない。

　うーむ、『おはよう作戦』は失敗か。

　肩かた透すかしを食くらいながら、久しぶりに入った部屋をぐるりと見回す。

　子どもの頃ころと違ちがって、なんというか、ずいぶんと小じゃれている。

　照明やカーテン、ベッドカバーのデザインもそうだし、ところどころに置かれた観葉植物やウォールシールも小学生時代はなかったものだ。

　特に目を引くのは、壁かべ際ぎわに置かれたエレキギターと、オーディオ機器の数々。

　玲音は中学校でギターに目覚めて、バンドを始めたんだよね。

　昔から女子人気は高かったけど、それ以降すごくモテるようになって、彼女もできて……彼女からしたら自分以外の女子が彼氏と仲良くしてたら嫌いやだろうな～と思ったから、あんまり玲音に近づかないようになって、向こうも忙しくなったのか、遊びに来なくなった。

　それまではよく放課後も互いの家を行き来したり、一いつ緒しよに出で掛かけたりしてたんだけど、この数年は同じ学校にいても話すことさえ珍めずらしいくらいで、ちょっと寂さびしい気もしてたんだ……。




「もうおねしょはしなくなった？」

　幼馴染ものあるある、その２。『懐かしい昔話トークに花を咲かせる』！

　声を弾はずませる私に、「いつの話だよ……」と玲音は呆あきれ顔になった。

「小学校三年生くらいまでしてなかったっけ？　あ、あれはおもらしか。トイレに行きたいって言えなくて授業中に──」

「人のトラウマを蒸むし返すな」

　真顔で怒おこられた。あわわ。

「ごめん。でも玲音って小さい頃は気が弱くて、泣き虫だったよね。それが、いつのまにかすっかりキャラ変しちゃって……」

「そりゃいつまでもガキの頃のままじゃないでしょ」

「そういえば、中学二年くらいで、急に私服が毎日全身黒尽ずくめになって、よくわからない難しい言葉をやたらと使うようになった時期があったよね……あの時は何があったの？」

「やめろ！　その時のことだけは二度と言うな……！」

　純じゆん粋すいに不思議に思って尋たずねたのに、頭を抱かかえて悶もん絶ぜつし始める玲音。

「なんで？　全身黒コーデも似合ってたよ。中学生でサングラスは正直ちょっと無理してる感じしたけど」

「だからもう勘かん弁べんして……！」

「？？？」

　よくわからないけど、学校ではいつもすまし顔だから、真っ赤になってのたうち回る玲音の姿を見ると、久しぶりに素すの部分に触ふれられた気がして嬉うれしかった。

　ふふっと思わず頰ほおをゆるめる私を、ため息をついた玲音が恨うらめしそうに見つめる。

「いきなり何？　勝手に人の部屋に上がり込んで、黒歴史掘ほり返して。嫌がらせされるようなこと、なんかしたっけ、オレ」

「嫌がらせ？　ごめん、そんなつもりじゃなくてね。その……最近玲音とゆっくり話したりすることなかったから、久しぶりに会いたくなったというか……」

　ヒロプロのためです、とはさすがに言えなくて、しどろもどろで言い訳すると、玲音は「ふーん？」と疑わしそうに相あい槌づちを打った。

　やばい、怪あやしまれてる。話題をそらそう。

「スピーカー、カッコいいね。やっぱりこういうので聴きくと、音楽も違って聴こえるの？」

「鳴らしてみる？」

「うん」

　枕まくら元もとに置かれていたリモコンを差し出されたので、受け取ろうと手を伸のばしたら、ぐいっと手首を引っ張られた。

　──え？

「ゆず……オレたち、いくら気心が知れてるったって、もう高校生だよ？」

　どこか艶つやを帯びた玲音の声が響ひびく中、気付けばベッドに押し倒たおされていて──




「男の部屋にホイホイと上がり込むなんて、不用心すぎるんじゃない？」




　私の両手を拘こう束そくしながら上から覆おおいかぶさった玲音が、見慣れた綺き麗れいな顔立ちに、今まで見たことなかった表情を浮うかべながら、小さく笑えみを漏らした。
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　部屋でアイディア出しをしていたものの行き詰づまってしまい、気分転てん換かんに少し長めの散歩に出た。

　途と中ちゆうで入った本屋で、やや高いところにある本をとろうと手を伸ばしたところ、ちょうど同じ本をとろうとしていた誰だれかと一いつ瞬しゆん手が触ふれる。




「──やあ、慧君。奇き遇ぐうだね」

　ニコッと顔をほころばせたのは、柏木篤臣だった。おまえかよ……。

「慧君、無表情だけど今心の中で『おまえかよ……』とか思ったでしょ？」

「心の中を読むな。……ほら」

　目当ての本を差し出してやると、「あ、いいよ。僕は別に読みたいわけじゃなかったんだ」と辞退する柏木。

　どういうことだ？　と首を傾かしげると、柏木はふふっと笑みを漏もらしながら言った。

「同じ本をとろうとするなんて、『少女漫まん画がの運命の出会いのシーンみたい』ってゆずちゃんなら大はしゃぎするかもなと思って、ふとやってみたくなったんだ」

「やらせかよ！　なんでおまえと運命の出会いをせにゃならんのだ」

「ああ、心底疎うとましそうなその表情、それが見たかったんだ……！」

　柏木はほうっと満足そうに息を漏らしてから「ここで会ったのは本当に偶ぐう然ぜんだけどね」と補足した。

「この辺、ゆずちゃんの家の近所なんだよ」

「詳くわしいな」

「好きな子のことはなんでも知りたいものだろ？　あ、情報源は本人だよ。世間話ついでに教えてくれたんだ」

　こんな得体のしれない奴やつにホイホイ個人情報を漏らすなよ……！　とあいつの相変わらずの無防備さにやきもきしていたら、スマホが鳴った。

　折しも、相原からのメールだ。




「〈これから『おはよう作戦』を決行します〉……!?」

「ゆずちゃんから？　どういう意味だろう？」

「……窓から部屋に侵しん入にゆうして、寝ねてる夏目を起こしに行くんだろ」

　昨日、俺がうっかり「幼おさな馴な染じみあるある」としてまくしたてたものの一つだ。最近は疎そ遠えんになっていたという話だから、いきなりそんなことしても引かれるだけだろうに。

「まあ、止めてもどうせ暴走するんだろうし、勝手に玉ぎよく砕さいしてくれ」

　冷れい淡たんにそう言ってスマホをしまう俺の前で、しかし、柏木の顔はみるみる曇くもっていった。

「大だい丈じよう夫ぶかな、ゆずちゃん……」

「体力全ぜん振ふりタイプだからな。窓から窓に飛び移るくらい、相原なら心配ないだろう」

「そうじゃなくて。──夏目君って、すごく手が早いので有名なんだよ」

　想定外の柏木の言葉に、意表を突つかれた。

　俺はそういううわさ話の類たぐいには疎いから全然知らなかったが……

「そうなのか？」

「うん。一学期だけですでに桐葉女子の七割のＳＮＳのＩＤをゲットしてるって話だし、彼女もとっかえひっかえみたいだし。別名、『桐葉一の遊び人』。男臭くささとは無む縁えんの天使のような容姿と気さくな態度で相手の懐ふところにするりと入り込むけど、その実態は超ちよう肉食系。『可愛かわいい猫ねこには毒どく牙ががある』なんてキャッチコピーも聞いたことある。いくら幼馴染とはいえ、中学以来それほど親しくしてなかったんでしょ？　寝起きのところに飛び込んでいくなんて……」

　昨日教室に来た時の、やけに女慣れした様子だった夏目玲音の姿を思い出すと同時に、相原の台詞せりふが蘇よみがえった。




　──「玲音のお父さんお母さんは仕事で帰りが遅おそくて、お休みの日も会社行ってたりするから」




　ということは、もしかしたら今日も家に二人きり……？

　じわじわと焦しよう燥そう感かんが広がって、相原に電話をかけてみたが、呼び出しコールが鳴り続けるだけで、応答はなかった。

　気付けば俺は柏木に硬かたい声で尋たずねていた。




「──相原の家の住所、詳しくわかるか？」
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　柏木の案内で駆かけつけた相原家の隣となりに、夏目という表札がかかった一いつ軒けん家やがあった。

　迷わずインターホンを押したけれど、静せい寂じやくが返ってくるのみ。

　ピンポンピンポンと連打しても反応がないので、思い切ってドアを引くと、鍵かぎはかかっていなかった。

「──お邪じや魔まします！」

　非常事態なので一応申し訳程度にそれだけ言って、中に上がらせてもらう。

　夏目の部屋は二階って言ってたよな？

　階段を駆け上がり、相原家と接するであろう奥の部屋のドアを勢いよく開けた。

「相原……！」

　瞬間、大音量のロック音楽が中から溢あふれ出し、ベッドの上では──




「必殺おばあちゃんスペシャル！」

「痛い痛い痛い！　ギブだって！」




　相原がうつ伏ぶせに倒たおれた夏目の上に馬乗りになり、関節技わざを極きめていた。

「………………」

「……ブラボー！」

「あれ、慧──一ノ瀬君に、柏木君!?」

　思わず半眼になって固まる俺と、なにやら感かん嘆たんしたような吐と息いきを漏らす柏木に気付いた相原が、素すっ頓とん狂きような声をあげ、プロレス技を解除する。

　夏目はかすかに涙なみだ目めで、何かをぼやきながら傍かたわらに落ちていたリモコンを操作して、音楽を止めた。




「ゆずちゃん、今の技、是ぜ非ひ僕にも──」

「おまえは黙だまってろ」

　息を乱して一歩踏ふみ出そうとした柏木を押しのけて、端たん的てきに相原に問う。

「何、してるんだ？」

「玲音に押し倒されたから、反はん撃げきしてたの」

「なっ……」

　あっけらかんと言う相原に、一いつ瞬しゆん言葉を失ってから、夏目を睨にらみつけたが。

「でも玲音はふざけてただけだよね？」

「当然」

　相原にのんびりと話を振られた夏目は、乱れた髪かみを直しながら答えた。

「からかってやろうと思っただけ。ゆずに女は感じない」

　バッサリと断言する夏目に、「そこまで言う？」と頰ほおを膨ふくらませる相原。




「ていうか、あんたらこそ勝手に人の家に上がり込んで、何してるの？」

「……悪い。インターホンは鳴らしたんだが」

　鋭するどい目線とともに警けい戒かいした様子で尋ねられ、素直に謝ると、夏目は「ああ」と思い当たったように頷うなずいた。

「音がうるさくて聞こえなかったんだね」

「音楽、いつの間にか鳴ってたよね～」

「ゆずが暴れたはずみに再生押したんだろ……ってそこはどうでも良くて。そもそも、何の用事で来たわけ？」

「相原からおまえの部屋に行くってメールがきたんだが、その後から連れん絡らくつかなくなったから、何かあったのかと思ったんだ」

　腕うでを組んで、上から目線で尋ねてくる夏目に少々ムッとしながらも淡たん々たんと答えると、「えっ」と相原が目を丸くした。




「心配して来てくれたってこと？　それで、そんなに汗あせだくになって走ってきてくれたの？」

「……そこの変態紳しん士しにそそのかされたんだよ」

「変態紳士って僕のこと？　酷ひどいな、もっと呼んで！　なんなら豚ぶた野や郎ろうでも可！」

「だからおまえは黙ってろ！」

「師し匠しよう、なんだかんだ言っても弟子でし想おもい……！」

「師匠って言うな。相原が体力馬ば鹿かなこと忘れてただけだ」

「えへへ、お褒ほめに与あずかり光栄です」

「褒めてねえ！」

「慧君、僕のことももっと罵ば倒とうして……」

「やかましい！」

「──あのさ」

　まとわりついてくる柏木と相原にほとほと手を焼いていたら、苛いら立だったような中性的な声が割って入った。

「オレ、いまだに理解できてないんだけど。あんたら、どういう関係なの？」

　そろそろ本気で怒おこっている雰ふん囲い気きに、相原が「ごめん、玲音」と慌あわてたように身をすくめた。

「私から説明するね。実は──」
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「ヒロインプロジェクトねえ……」

　すっかり弱ってしまったおばあちゃんの希望で早く彼氏を作りたいこと、そのために少女漫まん画が家かである慧君に協力をしてもらってることを説明すると、玲音は呆あきれたように呟つぶやいた。

「てか、ゆず、それおばあちゃんがからかってるだけだよ」

「からかってる……？」

「うん、あの人、めっちゃ元気だもん。昨日も商店街でかつ丼どんの特盛食べてるの見たし。しかも三杯ばい」

「ええ!?」

「死にそうな人がそんなのペロッと平らげるわけないでしょ？　ゆずの反応がおもしろいから、弱ってる振ふりして遊んでるんだよ、絶対」

　玲音の指し摘てきにポカンとしてから、そういえば……と思い出す。

『おばあちゃん、死なないで！　私、なんとしてでも彼氏連れてくるから！』と半泣きの私に、顔を伏ふせたおばあちゃんの肩かたは、細かく震ふるえていた。おばあちゃんも嗚お咽えつをこらえてたのかと思ったけど、あれは笑いをこらえてただけなのかも!?

「おばあちゃん、酷い……！」

　もう！　と頭にきたけど、同時にホッとしたりもしていた。元気なら、何よりだからね。

　安心した途と端たん、お腹なかから「ごぎゅう～ぐるるるる……」とものすごい音が鳴り響ひびいた。

「相原……腹に竜りゆうでも飼ってるのか？」

　真顔でそうコメントした直後、慧君のお腹からも「ぐう」と音が鳴る。

　ばつが悪そうに顔をしかめる慧君に、ぷっと玲音が噴ふき出し、柏木君もくすくす笑いながら「お昼時だし、お腹が空すいてきたよね」と取りなすように言った。

「あ、それじゃ私、ご飯作るよ！　実はそのつもりで材料持ってきて──」

「早まるな！」

「やめて！」

　青ざめた慧君と玲音にすごい勢いで止められた。

「僕はあの途方もない絶望感をもう一度味わってみたい気も──グエ」

　そわそわと口を挟はさんだ柏木君はすかさず慧君からエルボーを食らい、前かがみになりながら「ご馳ち走そう様さまです……！」とガッツポーズ。

「相原、おまえの料理は食材への冒ぼう瀆とくだ」

「調理実習のたびに魔ま界かい料理を召しよう喚かんしてたゆずのスキルがほんの数年でどうにかなるわけがないからね」

　さ、散々な言われよう……。

「でもお腹空いたし、せっかく材料買ってきたのに……」

　部屋の隅すみに置いていたエコバッグに視線を向けながら口をとがらせると、玲音がはあっとため息を漏もらした。

「わかった。とりあえず下、行こう」







「──お待たせ」

　慣れた様子でキッチンに立った玲音が、十分もしないうちに食しよく卓たくに並べたのは、四人分のキノコとベーコンのクリームパスタと、グリーンサラダだった。

　とろりとクリームが絡からんで粗あら挽びきの黒コショウが散ったパスタは、見るからに美味おいしそうだったけれど、一口食べて「ふぐっ」と思わず声が出た。

「何これ、めっちゃ美味しい！　めっちゃ美味しい！」

「かすかに芯しんの残る程ほどよい硬かたさに茹ゆでられた麵めん……お手本みたいなアルデンテだな。そしてこのベーコンとキノコの旨うまみが溶とけ込んだクリームソース──」

「うん、下手へたするとくどくなりがちなクリームだけど重すぎず、絶ぜつ妙みような仕上がりだね。キノコを嚙かんだ瞬しゆん間かん、口内に広がるオリーブオイルの風味がまたいいアクセントになってる。シンプルながら奥深い味わいの一皿だ」

　慧君と柏木君も、驚きよう嘆たんの色を浮うかべながらまるでグルメレポーターのような感想を漏らしていた。

「口に合ったならよかった。使わなかった食材は持って帰ってね、ゆず」

　玲音は何でもない様子を装よそおってるけど、かすかに得意げな感じが滲にじんでるのがわかった。

　褒められてるんだからもっと素す直なおに喜んだらいいのに……まあ、これが玲音だよね。




「サラダのドレッシングも美味しいね～。どこのメーカーの？」

「ああ、ちょうど市し販はん品ひん切れてたから作った」

「自家製!?　……玲音、いつの間にこんな料理上手になったの？」

「必然的に覚えた感じ？　あの人たちが用意できない時、外食やインスタントばっかりも飽あきるから」

　あの人たち……玲音のお父さんの玲れい一いちさんとお母さんの由ゆ華か子こちゃんのことだろう。

「由華子ちゃんたち、相変わらず忙いそがしいんだね～」

「……そうだね」

　一瞬、フォークが止まったように見えたけど、気のせいかな……？

　パスタを口に運んで飲み込むと、玲音はフッと唇くちびるをゆるめて言葉を継ついだ。

「あと、料理できるとモテるからね」

「チャラ男だなあ」

「うん、女の子大好き。ただ、さっきも言ったけど、ゆずはオレにとって女の子のカテゴリーに入ってないから。唐とう突とつに『ご飯を作りに来る世話焼きの幼おさな馴な染じみキャラ』とか目指しても無む駄だだよ」

　……思いっきり計画を読まれてる……。




「皿は流しに置いておいて。シャワー浴びてくる」

　そう言って玲音が部屋から姿を消すと、空いた器うつわを流しに持って行った慧君と柏木君が、そのままお皿や鍋なべを洗い始めた。

「あ、私も洗うよ」

「三人立つスペースはないし、相原は座ってろ」

「うん、僕にご奉ほう仕しさせてよ、ご主人様」

　悪いな～と思ったけど、結局お言葉に甘えて座ったまま、お腹がいっぱいの幸福感に浸ひたってぼーっとさせてもらうことにする。

　皿洗いが終わって、食卓の席に戻もどってきた二人と、とりとめのないおしゃべりをしていたら、やがてタオルを頭に被かぶった玲音が浴室から出てきた。

「あ、洗ってくれたんだ」

　色白の肌はだをほのかな薔ば薇ら色いろに上気させた濡ぬれ髪がみの玲音は、子どもの頃ころから見慣れてる私から見てもなんだか色っぽい気がした。

　玲音はふわっとシャンプーのいい匂においを漂ただよわせながら私の横を通り、向かいの席に腰こしを下ろすと、机の上に小さな箱を置いた。そして、そこからいくつかの瓶びんを取り出して並べると、そのうちの一つの液体をコットンに含ふくませ、ペタペタと肌に塗ぬり始める。

　……化け粧しよう水すいでお肌のお手入れ!?　そんなの、私やったことないよ。

「やばい……私、完全に女子力、玲音に負けてる……」

　てか、下手するとここにいる中で一番女子力低いの私かも……。

　敗北感を覚えながらついつい呻うめくと、「ははっ」と玲音が肩を揺ゆらした。

「確かにゆずはどん底かもね」

「どん底ってことはないでしょー。制服だってタイじゃなくてリボンだし！　ちゃんと意識してるよ」

「でも足元はローファーじゃなくてスニーカーなんでしょ」

　ザクッと指し摘てきされて、ガーンとなる。

「え、そうなの？　スニーカーはダメ!?」

「そーゆー問題じゃないけど、そもそも詰つめが甘いってこと」

　そんな[image: ～][image: ～]。

「女子力はどうやったら上がりますか、一ノ瀬プロデューサー!?」

　隣となりの席の慧君にすがりつくと、慧君は「知るか」と冷たく切り捨てた。

「──料理ができるのも見目がいいのも、魅み力りよくの一つだから磨みがくに越こしたことはないが、それは女に限った話じゃないだろう。仮に『女子力』を『男を引き付ける力』と定義するにしても、男の好みも千せん差さ万ばん別べつだし、大多数に媚こびたところで、没ぼつ個こ性せいになるだけで結局誰だれにも刺ささらないつまらない奴やつになるんじゃないか？　人と違ちがっていればいいというわけでもないが」

　……な、なるほど……！

　つまり女子力なんて気にせず、自分なりの魅力を伸のばせってこと？




「そうそう、ゆずちゃんは今のままでも十分魅力的だよ。特に、時々かいま見せる無自覚にドＳな仕打ちとか、たまらない」

「無自覚ドＳ!?　そこが私の伸ばすべき長所!?」

「こいつの意見は参考にするな！　異い端たんすぎる！」




「……オレは男受け意識してる女の子も好きだよ。好かれようと必死なのってけなげで可愛かわいいじゃん」

　どこかムッとしたような表情でそう口を挟はさんできたのは玲音だった。

「少女漫まん画が家かって言うから、いかにも女子っぽいのにこだわるのかと思ったけど、違うんだね。てか、どうして男のくせに少女漫画なんて描かいてるの？」

「れ、玲音……？」




　淡たん々たんとした口調ながら、まるで挑ちよう発はつするように無ぶ遠えん慮りよな質問を繰くり出す玲音に面めん食くらったけれど、慧君はかすかに眉まゆをひそめつつも、「別に」と冷めた様子で答える。

「少女漫画だから描いてるわけじゃない。それに、少女をメインターゲットにした漫画だからといって、『いかにも女子っぽいもの』を好む女子もいれば、そうでない女子もいるし、そのバリエーションは幅はば広ひろい。大人だって男だって楽しめる作品は無数にある」

「そうそう、ひとくくりに少女漫画っていっても、恋れん愛あいだけじゃなくてファンタジー、歴史、スポーツ、ギャグ……色んな種類の漫画があるんだよ。『学ハロ』はコメディ要素が強くて、感動できるところもあって、男性ファンも多いんだから」

　私が加勢すると、「へえ」と玲音は肩かたをすくめた。

「そんな色んなジャンルがあるんだ……うちの親はガチガチの恋愛系しか持ってないから知らなかった」

「由華子ちゃんはそうだよね～。これぞ少女漫画！　って感じのが好きだし、本人も少女漫画に出てくるママみたいにいつまでも若々しくて綺き麗れいで優やさしくて。玲一さんともずっとラブラブだし、憧あこがれる……！」

「……そんないいもんじゃないよ」

　大好きな玲音ママのことを思い出してテンションを上げる私と対照的に、玲音は表情を硬かたくしてぼそりと返した。玲音？

「さっきの話に戻るけど──」と玲音は慧君の方を見て話し始める。




「女子の好みも幅広いって言っても、プロとしてやってくならできる限り多くの層にウケることが目標でしょ？　商売なんだから。さっきの女子力の話にも近いけど、『大多数に媚びたところで、没個性になるだけで結局誰にも刺さらない』って、一つの真理ではあるけど、現実的に有効なのかな？　結局自己満足で終わらない？　オレは媚びることが悪いなんて思わない。本気でモテたい、売れたいならやっぱりターゲット層を分ぶん析せきしてなるべく多くの人が好むものに近づくことを目指すべきでしょ」

　え、えーと……？

　玲音って子どもの頃から理り屈くつっぽいところがあって、時々私にはよくわからない難しいこと言うんだよね。チャラ男のくせに賢かしこい奴なのだ。

　でも、今日はやけに攻こう撃げき的な気がする。

「…………」
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　慧君は黙だまったまま、玲音の言葉を聞いていた。

「少女漫画の主流はやっぱり恋愛で『いかにも女子っぽいもの』だろうし、あんたは一いつ般ぱん女子の感覚とは根本的に違う『男』って時点で圧あつ倒とう的てきに不利なわけなのに、なんでわざわざそんな土俵違いのところで描くのかって、オレが言いたかったのはそういうこと」

「──なんでって、実際『学ハロ』はおもしろいし、人気あったんだよ？　失礼だよ、玲音！」

　いくら根は毒どく舌ぜつとはいえ、初対面でここまで好戦的になってる玲音は初めてだった。

「今日、ちょっとおかしいよ？　ちゃんと慧君に謝って──」

　戸と惑まどいながらも腹が立って、声を荒あららげたところで「相原」と遮さえぎられた。

「別にいい。夏目の言うことも間違っていない。……そろそろ帰る」

「あ、慧君……」

　慧君は「昼食美味うまかった。ご馳ち走そう様さま」と言い残して、あっという間に出て行ってしまった。

「……じゃあ僕もお暇いとまするね。ゆずちゃんは？」

「帰る」

　柏木君に同意を示してから、キッと玲音を睨にらみつける。

「玲音の馬ば鹿か！」

　言葉を投げつけるようにそう告げてから、玄げん関かんを飛び出した。

　最後にチラッと振ふり返ったら、玲音がべーっと舌を出してて、なおさら頭にきた。




　しばらく会わないうちにあんな意地悪になってるなんて。

　見み損そこなったよ、玲音！
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　夏目の家からまっすぐに自宅のマンションに戻もどり、ベッドに倒たおれ込むと、俺は深々とため息を吐はきだした。

　高校入学を機に上京して以来、一人暮らしを始めたこの２ＤＫマンションは、学校と駅に近くて出版社にも電車一本という利便性の良さに惹ひかれて契けい約やくした。

　出身地である広島からわざわざこっちの高校へと進学したのは、プロとして漫画を描くのに東京の方がやはり色々と便利だと判断したからだ。

　連れん載さいが終わったのが七月。漫まん画がを描かいていないなら、東京まで出てきた意味がない。

　けれど、今の俺は、漫画の描き方がわからなくなっていた。




　──「本気でモテたい、売れたいならやっぱりターゲット層を分析してなるべく多くの人が好むものに近づくことを目指すべきでしょ」




　夏目玲音の言い分も正しい。

『学ハロ』は俺が好きなものを好きなように描いてヒットしたが、それは運が良かっただけだ。

　連載終しゆう了りよう以降、新作の企き画かく案をいくつか編集者に提出したけれど、どれも返事はかんばしくなかった。

「設定がマニアックすぎる」「この路線の作品は近年売れていない」「もっと読者が喜びそうな話を」──プロなんだから、売れることを前提に創作するのは当然だ。

　たとえ売れ線を外していても、これはおもしろい！　とねじ伏ふせられるアイディアを出せたらいいんだろう。それができないのは、俺の実力が足りないからだ。




　それでも考えれば考えるほど、何を描けばいいのか、何がおもしろいのか、どんなキャラなら魅み力りよく的なのか……どんどんわからなくなっていった。

　絵を描いてもピンとこないし、キャラがうまく動かない。イメージが湧わかない。

　どんな展開にしてもありふれたものに思えて、捻ひねろうとすると奇き抜ばつでしょうもないものになり、どうしていいか途と方ほうに暮れた。




　以前見てしまった、ネット掲けい示じ板ばんの悪意に満ちた誹ひ謗ぼう中傷の文字列が目の前をちらつき、音声を持って脳内に響ひびく。

　あえて傷つけるような表現で欠点をあげつらうその大半は的外れで、ただのうっぷん晴らしだから気にする必要はないとよくわかっているのに──




『若いっていう話題性で売れただけ』




　自分でもうっすらと感じていた不安を言葉にされると、心が抉えぐられた。




　──「あんたは一般女子の感覚とは根本的に違ちがう『男』って時点で圧倒的に不利なわけなのに、なんでわざわざそんな土俵違いのところで描くのかって、オレが言いたかったのはそういうこと」




　……向いてなくても才能がなくても、それでも俺は……。




　俺は舌打ちすると、デスクの前に座って、アイディア帳にしているノートを開く。

　いつものごとく胸の奥からこみ上げてくる鉛なまりのような息苦しさとムカつき、全身に伸のし掛かかってくる靄もやのような不快感をこらえながら、重たいペンを握にぎったけれど……その手は、いつまでたっても動かなかった。
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　週明け、「土曜日は失礼なこと言ってごめんね！」と玲音の代わりに謝ると、慧君はいつものように淡たん々たんと「気にしてない」と言ってくれたけど、どこか元気がないように見えた。

　やっぱり玲音の言葉が原因なんじゃないかな……おのれ玲音め。

　何様なんだあの子は！　運命の相手かとチラッとでも思った私が馬鹿だったよ。




　学校では、文化祭の準備が始まった。

　うちのクラスは有志によってシンデレラの劇をやることになり、私はなんと！　主役のシンデレラを演じることに!!　……といっても立候補で、他ほかにやりたいって人がいなかっただけだけど。ヒロインだよ、ヒロイン！　これは気合いが入るってものだ。




「一ノ瀬、絵、めっちゃ上手うまくね!?」

　板に貼はり付けた大きな紙に慧君が描く背景を見て、クラスメートたちが驚おどろいている。

「そりゃあプロの犯行だもんね～」

　なんだか誇ほこらしい気分で胸を張っていたら、「なんでおまえが嬉うれしそうなんだ」と慧君に呆あきれられた。

　最初は全く関かかわる気がなさそうだった慧君を、劇グループに引っ張り込んだのは私だ。

　慧君は迷めい惑わくそうにしていたけれど、人手不足だからお願いとみんなで頼たのみ込むと、不承不承引き受けてくれた。

　悪かったかな、と心配してたけど、ペタペタと絵の具を塗ぬる慧君は心なしか楽しそうで、ホッとした。

「やっぱり絵を描くの、好きなんだね」

「……そうだな」

　慧君は少しだけ間をあけてから、頷うなずいた。

「……こういうのは楽しいんだよな……」

　こういうのは？




　ぼそりと漏もらされた独り言に引っかかったところで、「一ノ瀬君！」と脚きやく本ほん担当のえっちゃんが近づいてきた。えっちゃんこと折おり田た瑛えい子こちゃんは、私のクラスで一番の仲良しで、ヒロプロのことも話している。

「あのさ、一ノ瀬君って少女漫画家なんでしょ？　ちょっとこのシーンでアドバイスをもらいたいんだけど……」

「アドバイス？」

「うん、ラブシーンなんだけどね。王子様からシンデレラに、うっとりするような甘い台詞せりふを言ってほしいの。なんか適当にいい感じの台詞、考えてくれない？　そういうの得意でしょ？」

「──そんな簡単に思いつくか！」




　苛いら立だったように荒あららげられた声に、えっちゃんがビクッと身をすくめた。

　……慧君……!?

　慧君はハッとしたように息をのむと、気まずそうにうつむく。

「……悪い。俺は恋れん愛あいシーンは苦手なんだ」

「ううん、私こそ、いきなりごめんね。無神経だったかも」

「えっちゃん、どこのシーン？　私も一いつ緒しよに考えるよ」

　声をかけると、「ありがとう、ゆず」とえっちゃんが表情をゆるめた。

「ここなんだけど……あ～、でもやっぱ、どうしよう……！」

　一いつ瞬しゆん見せようとした脚本を、ぐしゃりと握りつぶすえっちゃん。

「何事!?」

「このままシンデレラやっても、つまんないっていうか。誰だれでも知ってる劇だし、ありきたりすぎるじゃない？」

「うーん、それは確かに……でも、クラスでやる劇って、あんまり複雑なのは向かないよね～」

「そうなんだよね。みんなに馴な染じみがあるテーマでやるのは正しいと思うんだ。だから、なにか上手いパロディができたらと思うんだけど……」

　二人で頭を抱かかえていたところ、不意に慧君の静かな声が響いた。

「──相原が主役なんだから、運動能力を生かしたパフォーマンスを入れるっていうのは？」

「パフォーマンス……？」

「キャラ的に、姫ひめは姫でもおてんば姫だろ。王子役も柏木なんだから動けるはずだし、いっそバトル風にアレンジしてみるとか──」

「バトルシンデレラ!?　おもしろそう！　それいただき！」

　ぱあっと顔を輝かがやかせるや、えっちゃんは脚本の空いたスペースに色んなメモを書き込み始める。

「ゆずはそれでもいい？　かなり話の雰ふん囲い気きは変わるけど……」

「うん、盛り上がるなら何でもやるよ」

「よし！　ねえねえ、みんな、提案、ちょっと集まって～」




　明るい表情でクラスメートたちを呼び集めるえっちゃんを見て、ホッとしたように小さく息を吐はく慧君。

　目が合ったので、グッと親指を立ててみせると、少しだけ口元をほころばせてくれて、なんだか私もホッとした。

　文化祭、上手くいきますように！
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　バトルシンデレラ案は採用され、準備に追われる日々を送るうちに、気付けば本番まであと三日。

「じゃーん、衣い装しようが完成しましたー！」

「おー」

　衣装班が作ってくれたふわっとウェストから下が広がるプリンセスドレスを身に纏まとい、見せびらかすと、慧君は無感動にパチパチと手を叩たたいた。




「反応が薄うすい！　ヒロインがドレスアップするシーンって一つの見せ場でしょ？　そこはたとえモブ男子でも頰ほおを染めるとかしてくれないと」

「誰がモブ男子だ。まあ、相原のその姿を見たらおばあちゃんも喜ぶんじゃないか？　これぞまさしく『マゴにも衣装』って」

「うまいこと言わなくていいから褒ほめてほしい……！」

「すごい完成度だと思う。高校生とは思えない技術だな」

「衣装だけ！　衣装だけ褒めた！　──でもほんと、すごいよね。こんな綺き麗れいなドレス着られて、嬉しい」




　表情筋をゆるめまくっていたら、「靴くつは？」と尋たずねられた。

「これ。さすがにガラスの靴は作れないよね～」

「なるほど」

　普ふ通つうのパンプスに、銀紙を貼はり付けたものを見て、頷く慧君。

「実際、ガラスの靴を履はいてダンスなんて、危険すぎるしな」

「でもでも、あり得ないからこそ素す敵てきだよね。幻げん想そう的てきで、これぞ魔ま法ほう！　って感じで……夢の結けつ晶しようっていうか」

「確かに。印象的なモチーフが多いおとぎ話の中でも、秀しゆう逸いつなアイテムであることは間ま違ちがいない」

　うんうん、と共感していたら「ゆずちゃん……！」と感極きわまったような声に呼ばれた。




　視線を向けると、肩かたにモップみたいなふさふさを付けた白の軍服風スーツに赤いマントを羽織った王子様姿の柏木君（超ちよう似合う！）が、瞳ひとみを輝かせて私を見つめている。

「可愛かわいいよ、最高！　眩まぶしすぎて、眩暈めまいがするくらいだ……」

「え、そんな、褒めすぎだよ。照れるな～」

「まさに桐葉に降り立った天使。凶きよう悪あくなまでに可か憐れんな、純真無む垢くの女王様……」

「だから褒めすぎ……ん、女王様？」

「ドキドキしすぎて苦しいよ。女王様、よかったらこれを持って……」

「鞭むちとロウソク!?　どこから持ってきたのコレ!?」

「さあ、僕に懲ちよう罰ばつを！　放送コードギリギリまでカモン……ハアハア」

「いや、もうすでにアウトだろ」







　衣装ができると、いよいよ本番が近いんだって実感できて、ドキドキしてきた。

　慧君も俳優やれば良かったのにな～。みんなにも勧すすめられてたのに「俺は裏方がいい」って引っ込んじゃって、せっかくのイケメンの無む駄だ遣づかい……いや、背景とかめっちゃ本格的に仕上げてくれたから、無駄遣いなんてことはないんだけど。やっぱり勿もつ体たいない……。

　そんなことを思いながらゴミ捨てに行ったら、帰りの廊ろう下かで、やたらと積み上げられた本を両手に持った、だぼっとしたカーディガンを着た男子に遭そう遇ぐうした。

　玲音だ。『おはよう作戦』の日以来、バタバタしていたのもあって玲音とは話してなかったけど……。

「持つよ」

　階段を下りていく後ろから追いついて、ひょいと上の方の本を三分の二ほど取ると、「ゆず」と玲音はちょっとつり目がちの大きな瞳を瞬またたいた。

「いやいや、取りすぎ。オレよりいっぱい持ってるじゃん」

「でもこれくらいなんでもないし。すごい量の本だね。楽がく譜ふ？」

「ああ、バンド練習で音楽室借りてる代わりにバッハにこき使われてる。図書室に返してくれって」

　バッハは音楽の馬ば場ば先生のあだ名だ。由来は名前の響ひびきが似てるから……と本人は思ってるけど、それに加えて一目でそれとわかるカツラを着けてるから。

「てかゆずはヒロインになりたいんじゃなかったの？」

「なりたいよ？」

「これじゃオレのがヒロインの立場じゃん」

「ハッ、確かに……！」

　ククッと笑う玲音を見ても、もう怒いかりは湧わいてこない。昔からそうで、喧けん嘩かをしても、ほとぼりが冷めると何事もなかったかのようにお互たがい自然と会話していた。




「ねえ、玲音。由華子ちゃんか玲一さんと、何かあった？」

　あの日、玲音の様子がおかしかった原因はそこにあるのかなと思って、尋ねてみたけれど、玲音は「別に」としらを切った。

　むう。絶対に何かあるって、私の野性の勘かんが告げてるのに……。

「あいつ、どうしてる？　一ノ瀬」

「劇の背景でも、脚きやく本ほんのアドバイスでも、大だい活かつ躍やくだよ。協力はできる範はん囲いでいいって言ったのに、『引き受けたからには中ちゆう途と半はん端ぱは嫌いやだ』って放課後は毎日残ってくれるし……そっけないけど、面めん倒どう見みがいいんだよね」

「ふーん」

　玲音はなぜかまたちょっとだけムッとしたような顔をしたけれど、少ししてから「漫まん画がは？」とポツリと聞いてきた。

「今は新作のネタだし中だって。……もしかしたら、あんまり思うようにいってないのかも」

　一学期と違って遅ち刻こくや居い眠ねむりはしなくなったけど、最近の慧君はなんだかあの頃ころよりしんどそうに見えた。




　──「そんな簡単に思いつくか！」




　いつも冷静な慧君があんなに感情的に声をあげるなんて、実はそうとう追い詰つめられてるんじゃないかな。

「……そう」

　なんでもないように返事をした玲音の声こわ音ねは、いつもより沈しずんで聞こえた。

「……玲音。一ノ瀬君に謝りたいなら、仲ちゆう介かいしようか？」

　私がそう言うと、細い体がギクッとこわばるのがわかった。図星だな。

「よく知らないくせに色々決めつけてきついこと言っちゃったなー感じ悪かったなーって後こう悔かいしてるんでしょ？」

「……っ……」

　玲音はぐっと言葉に詰まったけれど、ふいと顔を背そむける。

「そんなんじゃないし。ほっといて」

「えー、意地張らないでさ……」

　たしなめようとしたけれど、図書室に到とう着ちやくしてしまって、話は打ち切られた。




「──『芹野井ちさと』って、『一ノ瀬慧』のアナグラムなんだね」

　返へん却きやくをすませて廊下に出たところで、玲音が言った。

「アナグラム？」

「文字の並べ替かえのこと」

「そうだったの!?　せ、り、の、いち、さと……ほんとだ！　すごい！　よく気付いたね」

「由来はなんだろって思った時、響きが似てる音が多い気がしたから。ゆず、知らなかったんだ……本当にファンなの？」

「ファンだよ！　大好きだよ！」

　思わず足を止めて、断言した。




「慧君の漫画、本っっ当におもしろいんだから。すっごく笑えるし、キュンとするところも、じーんとして泣いちゃうところもあって……あと、キャラがみんな本当に魅み力りよく的で、カッコよくて可愛いの。特にヒロインのつばさちゃんが、最高！　いつも前向きで強くて可愛くて優やさしくてがんばり屋で……嫌なことがあって落ち込んでる時も、つばさちゃんを見てると励はげまされて元気が出てくるんだ。私の一番の憧あこがれのヒロインで、私もあんな女の子になりたいの」

「…………」

「玲音も読んでみてよ。つばさちゃんだけじゃなくて、ヒーローの忍君も、吸きゆう血けつ鬼きの霧きり雨さめさんも、狼おおかみ女おんなの苺まいちゃんも天使の誠せい夜や君も雪女の雅みやびちゃんもみんなおもしろくて温かくて、読んでて幸せな気分になれるから！　もうほんと、なんであんな漫画が描かけるんだろうって尊敬する。おもしろい漫画はいっぱいあるけど、『学ハロ』は特別！　芹野井ちさとは、天才なんだよ！」




　ついつい熱が入って語り倒たおしていたら、後ろからガタッと音がした。

　振ふり返ると、ちょっと複雑そうに微笑ほほえむ柏木君と、倒れたほうきを立てかける慧君の姿がそこに。

「すごいね……ファンなのは知ってたけど、まさかここまで熱ねつ烈れつなファンだったなんて。ね、慧君」

「……そうだな」

　慧君はこっちを見ないまま、すぐに後ろを向いてあっちへ行ってしまったけど……耳が真っ赤だった。

　少し進んだところで廊ろう下かに出しっぱなしになっていたバケツを蹴け飛とばして、ギョッとしたように直してから、早足で去っていく。

「慧──一ノ瀬君、動どう揺ようしてる……？」

　なんでそこまで、と首を傾かしげたら、「気持ちはわかるよ」と柏木君が苦く笑しようした。

「公開告白みたいで、妬やけちゃったもん」

「告白……!?　別に私は、一ノ瀬君の漫画が好きって言っただけで……」

　そんなつもりは全然なかったんだけど、指し摘てきされると、なんだか急に恥はずかしくなってきた。

　カーッと全身が熱くなってきて、妙みように居たたまれなくなって、傍そばにあったほうきをつかんで無意味に床ゆかを掃はいてみたりする。……ってなにやってるんだ、私は！

　混乱する私の横で、ぶすっとした玲音が「絶対読まない」と呟つぶやくのが聞こえた。
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　廊下を早足でがむしゃらに進んでいった俺は、人ひと気けのないところまで来ると、よろめくように壁かべに手をついて、大きく息を吐はきだした。

　顔が信じられないくらい熱い。頭がくらくらする。

　相原の奴やつ……大声で恥ずかしいこと言いやがって……！

　俺を殺す気か！




　──「おもしろい漫画はいっぱいあるけど、『学ハロ』は特別！　芹野井ちさとは、天才なんだよ！」




　これまでもファンレターはもらっていたし、絶賛してくれるものもたくさん届いていたが、生の声の威い力りよくは半はん端ぱなかった。

　目をキラキラさせて熱弁する相原の様子や言葉の数々が何度も脳内でリピートされて、悶もん絶ぜつしながらも、うっかりすれば泣きそうなほど感動している自分に気付く。




　好きなように描いていた『学ハロ』だって、連れん載さい中は楽しいことばかりではなかった。

　睡すい眠みん不足でへろへろになって、アイディアが出なくて吐きそうになって、寝ねてる間もネタを考えて夢の中でも漫画を描いてて……。

　そんな日々の積み重ねでできた誌面の向こうに、あんな風に輝かがやく笑え顔がおがあったことが、初めて実感となって心に迫せまった。




　同時に、もっと幼い頃ころに見た、よく似た笑顔が蘇よみがえる。

　その時の魂たましいが震ふるえるような悦よろこびと、胸に芽生えた憧れも……。




　──「慧君の漫まん画が、本っっ当におもしろいんだから」




　グッと掌てのひらを握にぎって、ゆっくりと二度、深呼吸をする。

　大だい丈じよう夫ぶ。まだ、描ける、と思った。




　──描こう。







[image: 七章]




[image: ]




　そしてやってきました、文化祭当日！

　屋外のオープニングステージでは、ド派手な羽は根ね飾かざりやキンキラキンの衣い装しように身を包んだ実行委員たちがサンバに乗って踊おどり狂くるい、大きなサッカーボールの被かぶり物を頭につけた生徒会長が「おまえら、準備はいいかー？」と声を張るや、「おおおおお」と沸わき起こる熱ねつ狂きようの叫さけび。

「桐葉祭、キックオフ！」の言葉を合図に吹すい奏そう楽がく部がファンファーレを奏かなで、全校生徒が手にしていた大量の風船がいっせいに空に放たれると、気分は弥いやが上にも高まった。

　あちこちに貼はられたポスターや看板、紙テープや折り紙のデコレーション、呼び込みの声、そしてたくさんの生徒や来場客で、校内は賑にぎやかに華はなやいでいる。

　うちの高校の文化祭は一日だけだし、いまいちパッとしないと聞いていたのだけど、今年はどうも様子が違ちがうらしい。うう、わくわくしてきた～。




　午前中に体育館のステージで発表されたバトルシンデレラはなかなかの盛せい況きようだった。

　舞ぶ踏とう会で王子様とのダンスの途と中ちゆう、鳴り響ひびく銃じゆう声せい。

　王子に降り注ぐ銃じゆう弾だんを、防弾ガラスの靴くつを蹴り上げて防いだシンデレラが、流れる動作でドレスの下に隠かくし持っていた剣けんを抜ぬいて刺し客かくに斬きりかかるシーンは、大だい喝かつ采さいが起こった。

　可か憐れんなドレスに身を包むシンデレラの正体は、凄すご腕うでのボディガードだったのだ。

　その後、さらわれてしまった王子を救うため、王子の囚とらわれた教会のステンドグラス（が描かれた大きな絵）を飛び蹴りとともに突つき破って登場するシーンや、シンデレラが王子様を逆お姫ひめ様さま抱だっこするシーンも、かなり受けてたな～。

　観客席の間を駆かけ抜ける派手な大立ち回りで敵を倒たおし、いざ王子を助けようとしたところで、実は王子が王家に恨うらみを持って国家転てん覆ぷくをもくろんでいたことが発覚するというどんでん返しもあった。

　そこから王子ＶＳシンデレラのバトルに突とつ入にゆうするけど、最終的には戦いを通してなぜか王子が愛に目覚め、復ふく讐しゆうをやめてシンデレラを王おう妃ひに迎むかえ、平和な国を作りました……で、めでたしめでたし。




『君こそまさに理想の女性……どうかその防弾ガラスの靴で僕を思いっきり踏ふみにじってくれないか？』

　っていう王子のプロポーズの台詞せりふはどうかと思ったけど。

　王子が目覚めたのは愛じゃなくて特とく殊しゆな性せい癖へきだったんじゃ……？

　えっちゃんは「現実の出来事もパロディにしてみた」って言ってたけど、実際私と柏木君の九月のテニス勝負は校内に知れ渡わたっていたようで、そのクライマックスも爆ばく笑しようをよんでいた。

　何はともあれ、クラス演劇は大きな拍はく手しゆをもって、無事に閉幕したのだった。
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「やきそば、たこ焼き、お好み焼き～。綿あめ、ポテト、チョコバナナ～♪」

　出番も終わり、校内の展示や模も擬ぎ店を見て回りながら、道々でゲットした戦利品をウキウキと味わう。

　去年の文化祭までは屋台を出すのが禁止されてたけど、今年は解禁されたらしい。

　やっぱりこういうお店があると、お祭り気分がグンと上がるよね！

　嗚呼ああ、ありがたや、ありがたや～。




「予想通りだけど、よく食うな……学生の素人しろうと料理なんて大して美味うまいものでもないだろうに」

「美味おいしいよ～このお祭りの雰ふん囲い気きの中で食べるのがいいんだよ。あっ、慧──一ノ瀬君、カレーだよ。カレーがある！」

「まだ食べる気か!?　四次元ポケット胃い袋ぶくろ……？」

　不可解そうにコメントする慧君は、いつも通りクールな感じだけど、久しぶりにどことなく晴れやかな表情をしているような気がした。

　やっぱりお祭りだから、テンション上がってるのかな？




「前から気になってたんだが、相原、俺の名前を下で呼んだり、苗みよう字じに呼び直したりすることあるよな？」

「あ、うん……『慧』って名前、初めて聞いた時からカッコいいな～って思ってたんだけど、みんな苗字で呼んでるし、大して仲良くもないのに私だけいきなり名前呼びはずうずうしいから、心の中でだけずっとそっちで呼んでたんだよ。それが時々、ついポロッと……」

　私の説明に、慧君は呆あきれた顔になった。

「……おまえ、ほぼ初めての会話の時にあれだけしつこくプロデューサー頼たのみ込んでおいて、あっちのがよっっっぽどずうずうしいぞ？」

「それとこれとは別っていうか！　……これからは、慧君って呼んでいい？」

「まあ、別にいいけど」

「やったー！」

「そんなに喜ぶことか？」

「うん、カッコいい名前とか素す敵てきな名前って、声に出したくなるでしょ。一ノ瀬もなかなかイイけど、慧って漢字も響きもすごくツボ！」

「……それはどうも」

　慧君は淡たん々たんと答えつつも、頰ほおが少し赤くなっていた。

　名前を褒ほめられて照れてるのかな？

「……なんだよ、ニヤニヤして」

「ううん、こういうところ、慧君ってけっこう可愛かわいいな～と思って」

「はあ!?」

　慧君はことさらに顔をしかめてみせたけど、私が余計に頰をゆるめたので、話をそらす作戦に出たようだ……「そういえば」と文化祭のパンフレットを取り出した。

「柏木はテニス部でも出店してるんだよな」

「あ、そんなこと言ってたね！　クレープ？　フランクフルト？」

「食べ物から離はなれろ。テニス部は……『イケメンターゲット』……!?」

　なにそれ!?







『イケメンターゲット』はテニスラケットで打った球を的に当てるミニゲームの店だった。

　ただし、的は──柏木君。




「──さあ、その球を僕に向かって打ちたまえ！」




　仁に王おう立だちした柏木君が、爽さわやかな笑え顔がおでお客さんに向かって声を張り上げる。

　腕うで５点、足７点、お腹なか10点……など部位によって点数があるようだ。

「ゴフッ、なかなかやるな……グハッ……いい、いいぞ、もっと強く！　ハアハア……あっ、ゆずちゃん、慧君、君たちも是ぜ非ひ！」

　超ちよう笑顔の柏木君に大きく手を振ふられたけど、知らない人のふりをしてそそくさとその場を離れた。




　恐おそろしいことに、店には長ちよう蛇だの列ができていた。

「社会の闇やみだな……」

「うん……これ、なんで企き画かく通ったんだろう……」
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　午後三時過ぎ。そろそろ玲音のバンドがステージで演奏する時間だ。

　体育館へ移動しようかと話していたら、慧君のスマホが鳴った。

「──悪い。電話」

　お世話になってます……と言いながら、離れていく慧君。

　出版社からの仕事の電話かな？




　校庭の横の道で、いい天気で良かったなーと秋晴れの空を眺ながめていたら、突とつ然ぜん向こうからドドドドド……とバレリーナのドレスを着たごつい男子の集団がすごい勢いで走ってきて、ギョッとした。な、何あれ!?

　啞あ然ぜんとしていたせいか、すれ違ちがいざま、肩かたがぶつかって、危あやうく吹ふっ飛びかける。

　本能的に受け身をとろうと身構えた瞬しゆん間かん、誰だれかの逞たくましい腕に支えられた。

「──大だい丈じよう夫ぶか？」

　顔を上げると、ビックリするくらいのイケメンが、至近距きよ離りから私を見下ろしていた。

　うわー、この人、めちゃくちゃカッコいい！

　背が高い！　彫ほりが深い！　芸能人みたい……と心の中で叫さけびながら、「は、はい！」と飛びのいた。

「大丈夫であります！」

　動どう揺ようのあまり変な敬語で答える私に、謎なぞのイケメンは少しだけ笑ってから（笑顔も素敵！）。「こら！」とバレリーナ男子たちによく通る声を張り上げた。

「おまえら、ちゃんと周り見ろ！　女子が怪け我がするところだったぞ」

「伊い織おり……マジで!?」

「ぶつかっちゃった？　ごめんな！」

「ステージの出番が迫せまってて、慌あわててた……どっか痛いところある？」

　戻もどってきた異形の集団に頭を下げられて、「全然平気です」と両手を振った。

「昔おばあちゃんとやったぶつかり稽げい古このがよっぽど過か酷こくでしたし。急いでるなら行ってください」

　ぶつかり稽古??　と一瞬全員の顔にはてなマークが浮うかんだけど、本当に時間がないらしく、バレリーナ男子たちは「ゴメンね～」と謝りながらもドタバタと去っていった。

　そういえば、屋外ステージで『柔じゆう道どう部の白鳥の湖』って演目があったっけ。




「……おばあちゃん、相撲すもうが得意なのか？」

「おばあちゃんはありとあらゆる格かく闘とう技ぎをマスターしてますが、一番得意なのはテコンドーらしいです」

　目を瞬またたくイケメンさんに説明していたところ、「伊織先せん輩ぱいー。助けてください」と半泣きの男子生徒が走ってきた。

「酔よっぱらいが暴れてるんです」

　伊織先輩はわかった、と頷うなずくと、私の方を見て微笑ほほえんだ。

「残念、もうちょっと話してみたかったけど。じゃあな」

　そう言って手を上げてから、男子生徒に先導され、颯さつ爽そうと去っていく伊織先輩……。




　あ、もしかしてあの人、生徒会長の篁たかむら伊織先輩!?

　さっきのオープニングステージで、ふざけた被かぶり物をしてみんなを煽あおってた姿とは、えらいギャップだ。

　先月の生徒会選挙で演説してるのも見たけど、どっちも遠目でよくわからなかった。

　なんとなくイケメンっぽいな～とは思ってたけど、間近で見るとあんなにカッコよかったのか……！

　ていうかピンチを助けてもらうとか、もしかしてこれ、運命の出会いってやつなんじゃない!?　とうとう私にも赤い糸の相手が登場!?

　キャー、どうしようどうしよう……と一人で興奮してたら、「悪い。遅おそくなった」と慧君が戻ってきた。心なしか、表情が明るい。

「あれ、なんか、いいことあった？」

「別に。それより、急ごう」

「へ？　どこへ？」

「夏目のバンド、観みに行くんだろう？」

　怪け訝げんそうに言われて、ハッと思い出した。そうだ、急がなきゃ……！
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　体育館に入ると、中の照明は落とされていた。

　暗くてハッキリ見えないけど、かなりの観客が集まっているみたい。

　この辺でいいかな、という場所で落ち着いたところで、暗闇を切り裂さくようなエレキギターが鳴り始め、わっと歓かん声せいが上がる。

　次の瞬間、パッと照明がつき、四つのシルエットが舞ぶ台たいに映し出されると同時に、中性的なハイトーンボイスが響ひびきだし、きゃああああああと黄色い悲鳴が沸わき起こった。

　うわ、熱いな。しばらく見ない間に、玲音のバンドってこんな人気出てたの!?

　やがてドラム、ベース、キーボードもそれぞれのリズムとメロディを奏かなでだし、溢あふれる音の洪こう水ずいに乗って、会場中が揺ゆれる。




　玲音の澄すんだ、どこか色気の滲にじむ歌声は、熱く激しく、時に甘く切なく、大音量の楽器の中でも抜ばつ群ぐんの存在感を持って、空気と観客の胸を震ふるわせた。

　玲音は子どもの頃ころから歌が上手だったけど、ほんと、聴きくたびに綺き麗れいな歌声だと感心する。加えて声量と表現力は、以前よりパワーアップしていた。

　幼おさな馴な染じみの贔屓ひいき目めじゃなく、カッコいい。

　間奏では玲音の細くて長い指が弦げんの上を鮮あざやかに滑すべり、煽せん情じよう的なフレーズで観客のボルテージを更さらに高める。

　カラフルなスポットライトに照らされて、肌はだを汗あせで光らせながら歌い、演奏する玲音は、その人形めいた美び貌ぼうも相まって、異世界感すら漂ただよわせていた。

「あいつ、すごいな……」

　慧君のため息交じりの呟つぶやきが聞こえて、誇ほこらしかった。







　最後に「サンキュー」と玲音が客席に投げキスをして、体育館が揺れるほどの大歓声とともに、約三十分のライブが終しゆう了りよう。

　明かりがつくと、他校の生徒もいっぱい来ていたことがわかった。

「カッコよかったね～」

　まだドキドキしてる胸を押さえながら言うと、慧君もこくりと頷く。

「ああ。こんなに本格的だとは思わなかった」

「楽屋に来てもいいって言われたから、ちょっとだけ顔出そうか」




　舞ぶ台たい袖そでの楽屋へ向かったところ、玲音以外のバンドメンバー三人が部屋から出てくるところだった。

「玲音の親たちが来てさ……なんか訳アリっぽい感じだったから」

　玲一さんたちが……!?

　彼らは気を利きかせて席を外したみたいだったけど、私は居てもたってもいられなくて、足を速める。

「おい、相原……」

　引き止めようとする慧君も振ふり切って楽屋に近づくと、開いたドアの隙すき間まから、「なんであんたらが来るんだよ」と冷たく尖とがった声が聞こえてきた。

　玲音……？

　そっとドアを押して中をのぞくと、玲音が険しい瞳ひとみで、鋭するどい目をした瘦そう身しんの男性と上品な雰ふん囲い気きのロングヘアの女性……玲音の両親である玲一さんと由華子ちゃんを睨にらみつけていた。




「親にその態度はなんだ。とんだロクデナシに育ったものだ」

　眉まゆをひそめた玲一さんがビシッと言い返すと、玲音の頰ほおがカッと赤く染まった。

「チャラチャラとバンドなんてやってるからいけないんだ。くだらない──」

「玲一さん！」

　思わず声をあげて、中に踏ふみ込んだ。




「それは酷ひどいです！　玲音はチャラいけど、音楽には真しん剣けんです。歌とギターが本当に好きで、一いつ生しよう懸けん命めいやってるんです……玲音も、さっきの言い方はなかったと思うよ」

「…………」

「…………」

　二人は、苦々しい顔で黙だまり込んでいたけれど、やがて、玲音の唇くちびるから「……帰れよ」と唸うなるような声が漏もれた。

「今すぐ帰ってくれ！」

「玲音……！」

「──バンドなんて、即そつ刻こく辞やめろ！」

　叩たたきつけるように怒ど鳴なって、その場から身を翻ひるがえす玲一さん。

　由華子ちゃんは、目を合わそうとしない玲音を悲しそうに見つめてから、「ゆずちゃん、ごめんね」と私に会え釈しやくして、玲一さんの後を小走りに追いかけて行った。
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　楽屋には夏目と相原の二人だけが残った。

　俺は、ドアを出てすぐのところの廊ろう下かで、壁かべにもたれかかっている。

　幼馴染の相原はともかく、俺がここにいることの正当性は大いに怪あやしいところなのだが、今の不安定な状態の夏目とあいつを二人きりで置いていくのは、気がとがめた。

　夏目には押し倒たおしの前科があるからな……相原なら何かあってもまた自力でなんとかしそうだが、万が一ということもある。

　悪い、夏目。ここで聞いた話は全部忘れることにするから、と心の中で詫わびながら、いざとなれば飛び出していけるよう、待機することにした。




「玲音、玲一さんにバンドを反対されてるの？　それで、ギクシャクしてる……？」

「そんな単純な話じゃないよ」

「じゃあ、どうして？　玲一さんは前から厳しかったけど、小学校まではお互たがいこんなにピリピリしてなかったじゃない」

「……オレが気付いたから、向こうも嫌けん悪お感かんを隠かくさなくなっただけじゃない？」

「気付いたって、何を？」

「…………」

「玲音！　教えてよ」

　しばしの静せい寂じやくの後、夏目の声がぼそりと響いた。




「……母親の裏切りに」




　裏切り……？　と不思議そうに復唱する相原に、夏目は苦々しそうに続けた。

「オレは母親の不ふ倫りんでできた子どもなんだ」

「由華子ちゃんが……!?　まさか──」

「オレだって、まさかと思ったよ。三年前に、偶ぐう然ぜん本の間に挟はさまった手紙を見つけたんだ。母親の字で、『許されない愛だけど、どうしても貴方あなたの子どもが産みたい』って、『涼りよう』っていう男へ書いた手紙だった。手紙の日付は、俺が生まれる七か月前」

「…………！」

「しかも、その封ふう筒とうには手紙と一いつ緒しよに、正体不明の男が、生まれたばかりのオレを抱だいて満面の笑えみを浮うかべた写真も入ってた」

「……赤ちゃんなんて、みんな同じような顔してるじゃない。その子が玲音だって保証は……」

「オレのお気に入りだったクマの毛布が掛かけられてたし、同じ場所に、ほくろがあった」

　たぶん夏目は今、左の目め尻じりの泣きぼくろを押さえてるんだろう……。

「父親が昔からオレに無愛想で無関心だったのも、当たりがきつくなったのも、オレが不義の子だって気付いてるからなんだ。あんなに父親にべったりで仲が良さげに振ふる舞まっていながら、陰かげで裏切っていた母親のことも、オレは許せない……！」

「……………………」

　衝しよう撃げき的な告白に、さすがの相原も言葉を失っているようだ。

「……信じられないよ……」

「ゆずはうちの両親の関係に憧あこがれてたのに、ガッカリさせてゴメンな」

「──だって、幼よう稚ち園えんのお遊ゆう戯ぎ会の時は玲一さんが朝の五時から場所取りしてたし、運動会でもいつも大声で玲音の応おう援えんしてたよ！　いつかの夏、遊び疲つかれて寝ねちゃった玲音の頭を、玲一さんがすごく優やさしい顔で撫なでてるのも見たことある。由華子ちゃんだっていつも忙いそがしそうだけど幸せそうで、私が『由華子ちゃんみたいな夫ふう婦ふが憧れなんだ』って言ったら、蕩とろけそうな笑顔で『ありがとう』って……あの笑顔が、演技のはずがない！」

「…………」

「絶対何かの間ま違ちがいだよ。私、その『涼』って人を探す！」

「…………勝手にすれば」

「勝手にするよ！」

　投げやりに言った夏目に対し、きっぱりと相原が言い切った直後。

「だから、慧君も協力して！」

　突とつ然ぜんドアが大きく開き、相原にまっすぐ見つめられた。

「……わかった」

　立ち聞きしてたこと、バレてたのか……。
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　文化祭翌日の月曜日は、振ふり替かえ休日。

　朝十時に、風祭公園で相原と落ち合って、相原が夏目から借りてきた例の手紙と写真を検証することにした。

　まず、封筒に宛あて名なは書かれていないので、宛名を訪ねることはできない。

　写真には、夏目の父親とは似ても似つかないぽっちゃりした男が、満面の笑みを浮かべて新生児を抱いている姿が写っていた。

　手紙の内容は、夏目の言ってた通り。由華子さんが妊にん娠しんして、それがどうやら『涼』という男との間にできた子どもであること、この事実が周囲に知られたら大変なことになるがそれでも産みたい、というようなことが書かれていた。

　それ以外に文面からわかることは……。




「同じ会社のエレベーターで目くばせをし合ったり、倉庫で待ち合わせたり、どうやら『涼』も玲音の母親と同じ会社に勤めている、もしくは勤めていた感じだな」

「ってことは、由華子ちゃんの会社に行ったら『涼』の情報がつかめるかも!?」

「とりあえず行ってみるか。場所はわかるのか？」

「うん、おおまかな場所と名前は知ってるから、ネットで調べられるよ」







　都心にある会社のビルの前で、ごくりと相原が唾つばを飲み込む。

「大きいね……」

「ああ、もう少し規模が小さいところならまだ探しようもあったかもしれないが……」

　このビルがまるまる、由華子さんの勤める志し那な川がわ商事という会社らしい。

　さてどうしたものか、と思案していたら、「いざ、突とつ撃げき！」と相原がいきなり中へ飛び込んでいったので焦あせった。

「おい……！」

「すみません、この会社に『涼』って人、いますか？　今いなくても、十六年前にはいたと思うんですけど！」

　受付嬢じように向かって、直球で質問を繰くり出す相原。馬ば鹿か……！

　受付嬢は一いつ瞬しゆん困こん惑わくした表情を浮かべた後、「申し訳ございません」と丁てい寧ねいに返答する。

「個人情報になりますので、お答えすることはできません」

　……全くもって予想通りの回答だったが、「そんな……」と相原は悲痛に呻うめいた。

「えーと、その……命の恩人なんです！　溺おぼれてるところを助けてもらって、その人は『俺は〈志那川商事〉の〈涼〉だ』とだけ言い残して去っていって……」

　不自然すぎる！　どんだけ会社に誇ほこり持ってんだよ、その男！

「……個人情報になりますので、お答えすることはできません」

　受付嬢から返された言葉は、先ほどと変わらなかった。




「うそが下手へたすぎるだろ！」

「うう、とっさのことだったから……次！」

　ビルの中から追い出された相原は拳こぶしを握にぎり、今度はちょうど社外から戻もどってきたばかりの社員らしき女性に駆かけ寄っていく。

「すみません！　父に忘れ物を届けに来たんですが……」

「お父さん？　名前は？」

「『涼』です！」

「苗みよう字じは？」

「…………ありがとうございましたー」




　そそくさと逃にげ帰ってくる相原。

「慧君～、どうしたらいい？」

「せっかく写真があるんだから、それを使えばいいだろう」

　俺ははあっとため息をついてから、傍そばを通りすがった男に「すみません」と声をかけた。

「この写真の人を探しているんですが、心当たりはないですか？　名前は『涼』さんです」

「うーん、知らないな」

「ありがとうございました」

　まあ、そんな簡単に見つかる訳ないよな……。

「すごい！　自然だ……」

「相原が不自然すぎるんだ。一人一人に聞き込みなんて効率悪いけど、他ほかに手がかりもないしな……」

「うん、今のやり方で続けてみよう！」







　それから途と中ちゆうに休きゆう憩けいも挟はさんで夕方まで粘ねばったが、『涼』を知っている者はいなかった。

　途中、一度だけ写真を見て、心当たりのあるような反応をした壮そう年ねん男性がいたのだが、結局答えは「知らない」。

「本当にご存じないですか？」と突つっ込んだが、「少し知り合いに似てる気がしたが、人違いだった」と断言され、急ぎ足で立ち去ってしまった。

　結局、成果は何一つ、挙がらなかったのだ……。
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「疲つかれた[image: ～][image: ～]」

　いい加減足も棒になり、転がり込んだファーストフード店で、相原がガクリとテーブルに頭を突っ伏ぷした。

「八方塞ふさがりだな……あの写真に反応した人にもう少し食い下がれればよかったんだが……」

「ちょうど電話がかかってきて、忙いそがしそうにどこかへ行っちゃったもんね。間が悪かった……」

　はあ……と二人でため息をつきながら、もそもそとポテトをつまんだ。

「一つ、引っかかってるんだが……どうして『涼』宛あての手紙が、夏目の家にあったんだろうな」

　俺の言葉に、相原が大きな瞳ひとみをパチパチと瞬またたいた。

「確かに。由華子ちゃんが書いたけど、結局投とう函かんしなかったってことかな？」

「……まあ、封ふう筒とうに宛あて名ながないし、そういうことなのかもしれないが。それなら、なんでそんな浮うわ気きの証しよう拠こになるような手紙を保管してるんだ？」

「そうだね。浮気なら、すぐ捨てないとおかしい。ってことは、やっぱり浮気なんてしてないんだよ！」

　うんうん、と嬉うれしそうに頷うなずく相原。

　……でも、浮気じゃないなら、一体どういうことだ？

　ジュースでのどを潤うるおしつつ、相原が受付に特とつ攻こうした時に一応もらっておいた会社のパンフレットを眺ながめてみる。当然、『涼』の手がかりなんてあるわけもない。




　情報が少なすぎる……と眉み間けんにしわを寄せていたら、不意に「ゆず!?」と女性の声がした。

「お母さん！」

　近づいてきたミディアムヘアの女性を見て、相原が目を丸くする。

「偶ぐう然ぜんね。なになに、デート？　ゆずってば、彼氏いたの!?」

　俺と相原を見比べて、率そつ直ちよくに目を輝かがやかせるその様子は、相原によく似ていた。

「そんなわけないか～。ゆずの彼氏にしてはカッコよすぎるもんね」

「お母さん、娘むすめを何だと思ってるの？」

　じとーっと恨うらめしそうに見つめる相原に、「じゃあ彼氏なの？」とあっけらかんと尋たずねる相原母。

「違ちがうけど……クラスメートの、一ノ瀬慧君だよ」

「初めまして」

　席を立って軽く頭を下げると、相原母も「初めましてー」とニコニコしながら会え釈しやくしたが、ふと、俺の手にしたパンフレットを見て小首を傾かしげた。

「……志那川商事……？」

「うん、ちょっと由華子ちゃんの会社に用事があったの」

「へえ？　なんの用事？」

「それは……秘密」

　相原の母親は夏目の母親と仲が良いというが、交流が始まったのは子どもたちの出産がきっかけだというから、『涼』のことは知らない可能性が高い。

　安易に相談するのは、相原も気が引けるのだろう。

「ふーん？」

　相原母は不思議そうな顔をしていたが、「その会社って……」と何気なく続けた。

「昔、玲一さんも勤めてたんだよね」

「え。そうだったの？」

「うん、玲音君が生まれた年に、退社して転職したんだって」

「…………」




　会社の中で、許されない恋こい。

　写真の『涼』を見て一度は反応したが「人違い」と言った男性。

　なぜか夏目家に保管されていた『涼』宛ての手紙。

　そして、夏目玲音が生まれた年に、退社した玲一さん。

　もし、不ふ倫りんじゃなかったとしたら──。




　一つの仮説がひらめくと同時に、俺は「あの」と相原母に詰つめ寄った。

「その退社した理由って、もしかして……」
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「玲音！　『涼』の正体がわかったよ！」

　インターホンを連打し、「うるさいんだけど」と呆あきれ顔で出てきた玲音に開口一番そう告げると、玲音の表情がすうっとこわばった。

「……とりあえず、リビング行こうか」

　今の時刻は午後六時過ぎ。由華子ちゃんたちは、まだ仕事から帰宅していないようだ。

「全部、誤解だったんだよ」

　リビングのソファに腰こしかけるや、私は単刀直入に切り出した。

「不倫じゃなくて、社内恋れん愛あい禁止の会社だったの！」

「……!?　でも、『涼』ってのは……」

「玲一さんの、ハンドルネーム！」

「!?」

　玲音の目が、大きく見開かれる。

「電話で由華子ちゃんに確かく認にんしたから間違いないよ。もともと二人はネット上で知り合ったんだけど、たまたま同じ会社に勤めていたことがわかってから、急速に仲良くなったんだって。それで、由華子ちゃんは玲一さんのこと、結けつ婚こん直前までハンドルネームで呼んでたらしいよ」

「おまえを妊にん娠しんし、結婚することになったため、玲一さんはその年に会社を辞やめたという話だ」

「……でも、じゃあ、この写真の男は……!?」

　玲音が呆ぼう然ぜんとしながら呟つぶやいたその時、「ただいまー」と由華子ちゃんが帰ってきた気配がした。

「あら、ゆずちゃんと、高校のお友達……？」

「──母さん！」

　私たちを見て笑えみを浮うかべる由華子ちゃんに、玲音が何かを振ふり切るように、声を張り上げる。

「この男、誰だれ!?」

　思い切ったように写真を見せる玲音に、由華子ちゃんは「あら」と驚おどろいたように手で口を覆おおった。

「懐なつかしい写真……これはお父さんよ」

「は!?」

「お父さん、前はこんなに太ってたのよ。ちょうど、玲音が生まれた年にそれまで勤めていた会社を辞めてね……新しい職場に慣れるまで大変だったみたいで、すごく瘦やせちゃったの。今と別人でしょ？」

　ポカーン、と口を開ける玲音。

　聞き込みの時に写真に反応した人は、玲一さんのことを知ってたけど、私たちが『涼』さんだって説明したから、人違いだと思ったんだね。




「玲音」と由華子ちゃんが真ま面じ目めな顔で向き合う。

「お父さんは、愛情表現が極きよく端たんに下手へたな人だけど、玲音が生まれた時は本当に喜んでたのよ。この写真見たら、わかるでしょう？」

「…………」

　写真の男性は生まれたての玲音を抱だいて、これ以上なく幸せそうな笑みを浮かべていた。

「今でももちろん玲音のことが大好きで、バンドだって、玲音が夢中になれるものが見つかってよかったってすごく喜んでたの」

「うそだ。だって昨日は、くだらない、辞めろって……」

「私もビックリしたんだけど、帰って問いただしてみたら──」

　食って掛かかるように迫せまる玲音に、由華子ちゃんははあっとため息を漏もらしながら、衝しよう撃げきの事実を明かした。

「あの人ったら、玲音があまりにも上手じようずすぎて、このままじゃ芸能界にスカウトされる、芸能界なんて危険なところに玲音を関かかわらせるのは阻そ止ししなければ──って焦あせっちゃったみたいで」

「「「………………はあ!?」」」

　これには玲音だけでなく私も慧君も顎あごが外れそうになったけど、由華子ちゃんはふざけているわけではないようだった。

「それに、玲音に冷たい態度をとられるとショックのあまり、いつも売り言葉に買い言葉で思ってもみないこと言っちゃうのよね、お父さん……」

　玲一さん……実は超ちようド級のツンデレ親おや馬ば鹿かだったのか。

「芸能界とか……バカじゃないの……」

　かすかに顔を赤くしながら、力なく呟く玲音。

　由華子ちゃんは、ずっと反はん抗こう的だった玲音とまともに会話できることが嬉うれしくて仕方ないようで、晴れやかな笑みを浮かべながら「来て」と二階への階段を上がり始めた。




「お父さんには絶対秘密にしろって言われてたけど、いい機会だから、見せてあげる」

　そう言って、夫ふう婦ふの寝しん室しつにあるクローゼットの中から、大きな箱を取り出す。

　──中には、玲音が幼児の頃ころに制作したのだろう絵や工作、出生直後から最近のものまで、玲音の写真ばかりが入ったアルバムが大量にしまい込まれていた。

「お父さんの宝物よ。お父さん、しょっちゅうこれを取り出して、眺ながめてるんだから」

「…………」

　玲音はしゃがみこんで、そっと一つの絵をとった。

　それは、『おとうさんへ』と拙つたない文字が添そえられた、ニコニコした男の人の絵。

「……全然似てないし」

「幼よう稚ち園えんの頃の玲音には、こう見えてたんじゃない？」

　玲一さんの、本当の顔が。

　私が言うと、絵を持つ手にギュッと力が込められ──玲音の白い頰ほおに、一筋の涙なみだが零こぼれ落ちた。
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「良かったね～。玲一さんも由華子ちゃんも、玲音のこと大好きだったってわかって」

　夏目の部屋でご機き嫌げんで頰をほころばせる相原に対し、夏目はふてくされた様子でずっと黙だまりこくっている。

「考えてみたら、玲音に自分の名前の漢字つけるくらいだもんね。玲音が生まれてくれて、よっぽど嬉しかったんだね」

「うるさいな！　もういいからさっさと帰れよ」

「照れなくていいのに……」

「落ち込んでんだよ！」

　投げやりに言い放つ夏目に、キョトンとする相原。

「なんで？」

「………………」

　ぶすっとしたまま、夏目はまた沈ちん黙もくした。

　まあ、三年前から勘かん違ちがいして、親に反抗的な態度をとり続けていたわけだしな。

　この三年間の苦く悩のうはなんだったんだ、と自分の間ま抜ぬけ具合に凹へこむ気持ちはわかる。

　相原は首を傾かしげながらそっぽを向く夏目を見つめていたが、ふっと悪戯いたずらっぽい笑みを閃ひらめかせると、夏目の正面に回り込んだ。

「玲音！」

「だからほっとい──ブッ」

　自らの両手を使って顔を伸のばし、鼻をつぶし、白目をむいて舌を突つき上げた相原の、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほどの変顔を前にして、夏目が噴ふき出した。

「ちょ、ゆず、それは反則……ククッ……ははははは」

「……やった！」

　こらえきれないように肩かたを揺ゆらす夏目に、相原がガッツポーズをする。
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「玲音、この顔見せると昔から絶対笑ったもんね」

「…………っ……」

　満面の笑えみを浮うかべる相原に、夏目は言葉に詰つまり、みるみる赤面した。




　……前からなんとなく気付いてたけど、こいつ、相原に惚ほれてるよな……。

「ゆずに女は感じない」とか言って、本人もそう信じ込んでたのかもしれないが、以前、やたらと俺に突っかかってきたのも、相原と親しげに見えたからだろう。

　今までは不ふ倫りん云うん々ぬんの勘違いから無意識に本気の恋れん愛あいに負のイメージがあって、一番大事な相原とはそういう関係になるのは避さけていた──とか、そんな感じだと思う。

「どうしたの、玲音？　首まで真っ赤だよ？」

「うううるさい！　早く帰れバカゆず！　この無神経女！　サル！　脳筋！」

　動どう揺ようしている様子を見るに、たった今、自分の本当の気持ちを自覚したってところだろう。しかしこいつ、学校一の遊び人だったんじゃないのか？

　ステージの上でファンに投げキスかましてた余よ裕ゆうはどこ行った??

「そこまで言うことないじゃない！　せっかく励はげましてあげようと思ったのに」

「誰だれも頼たのんでないし。ウザいんだよ！」

「[image: ～][image: ～]もういいよ。玲音の馬鹿！　行こう、慧君」

　相原は憤ふん然ぜんとした表情で俺を促うながし、部屋を出て行く。

「あ……」

　しまった、と我われに返った様子の夏目を残し、俺も相原の後を追った。




「あら、ゆずちゃんも一ノ瀬君も、よかったらうちで夕飯食べていかない？」

「ありがとう、由華子ちゃん。でも今日はもう帰るね」

　階下で由華子さんに挨あい拶さつしてから、すっかり暗くなった屋外に出た。

「玲音のあの態度、ひどくない!?　いくら照れ隠かくしでも、限度ってものがあるよね」

「……そうだな」

　頰を膨ふくらませる相原に、短く相あい槌づちを打つ。あいつ、本当はおまえのことが好きだぞ──と教えてやる気は、なぜか欠片かけらも湧わかなかった。

「でも誤解が解けたのは本当に良かった。慧君のおかげだね。協力してくれてありがとう」

「どういたしまして」

「じゃあまた、学校でね！」

　さっきまで怒おこっていたと思ったらもう笑顔になって、隣となりの家に入っていく相原を見送ってから、自然と小さなため息が漏もれた。




　──「少女漫まん画がなら絶対にくっつくパターンだ。どれほど性格に難があろうとも、それを帳消しにする長所を持った男の方が長年一いち途ずにヒロインに片思いしてる系」




　……まさか実際に当たってたとは。

　まあ、夏目のあの態度じゃ、相原には全く伝わらないだろうが……。

　不思議とホッとしたような、居ても立ってもいられないような──相反するはずの感情がごっちゃになって渦うず巻まいて、戸と惑まどう。




　──「玲音、この顔見せると昔から絶対笑ったもんね」




　昔から、か……。屈くつ託たくのない笑みをたたえる相原と、赤面する夏目を思い出すと、胸の底がチリチリするような、妙みような苛いら立だちが沸わき起こった。




　──「誰よりも一番身近でお互たがいを見てきて、わかり合っている唯ゆい一いつ無む二にの関係」




　現実の幼おさな馴な染じみは、そんな都合のいいものじゃないはずだ。もちろん、共に過ごした時間が長いだけ、通じ合っている部分は多いのかもしれないが……少女漫画はファンタジーだ。

　そんな当たり前のこと、なんで俺は今いま更さら、自分に言い聞かせてるんだろう……？




　モヤモヤした気分を持てあましたまま、夜空を見上げる。

　星を見るのは好きだった。

　広い空に星座を探して、その神話に思いを馳はせるのも。




　しかし、秋の星の光は淡あわく、街灯が眩まぶしい東京では目を凝こらしても、星座はなかなか繫つながらなかった。
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　気候もだんだん肌はだ寒ざむくなってきた十一月中ちゆう旬じゆんの月曜日。慧君が、欠席した。

「風邪かぜでも引いたのかな……最近彼、忙いそがしそうだったし、体調を崩くずしちゃったのかもね」

　隣の席の柏木君が、少し顔を曇くもらせながら言う。

　確かに……ここしばらく、帰りのホームルームが終わるや慌あわただしく帰っていた。

　慧君って、漫画のために上京して、今はマンションに一人暮らしだって言ってたよね。

　一人きりで寝ね込こんじゃったりしたら、身体的にも精神的にも大変そう。




『どうしたの？　風邪？　大だい丈じよう夫ぶ？　何かいるものとかあれば、放課後買っていこうか？』

　メッセージを送ってもしばらく無反応だったけど、ちょうど下校時刻に、返信がきた。

『たすけてくれ』

　その下に、自宅の住所が、やっぱり全部ひらがなで打たれている。

　……結構せっぱつまった感じ!?

『らじゃ！』と返信して、帰りに慧君の家に寄ることにした。







「ここ、だよね」

　学校から歩いて十五分、駅にも五分くらいの便利な場所に建つマンションの、三〇一号室のドアの前で、ネームプレートを確かく認にんする。

『一ノ瀬』。うん、ここだ。

　一人暮らしの男子の家にお見み舞まいに行くとか、少女漫画のヒロインみたいだよね～と、不ふ謹きん慎しんながらちょっとドキドキしつつ、インターホンをプッシュ。

　だけど、いつまでも応答がなかった。

　もう一回押してみるけど、やっぱり返ってくるのは静せい寂じやくのみ。

　もしかして、高熱で動けないくらいしんどいとか!?

　思い切ってノブを引いてみると、ドアはスムーズに開いた。

「お邪じや魔まします。慧君、大丈──!?」

　ドアを開けてまず見えたのは、ダイニングキッチン。テーブルの上には食事を終えたまま食器が残っているけど、それ以外はわりと片付いている。

　問題は、その奥の部屋だった。

　ダイニングキッチンと二間続きになっているその部屋は、幅はばと奥行きのあるダークブラウンの机（漫画用と思われる様々な仕事道具やパソコンが載のっている）と、座り心地ごこちのよさそうな立派な椅い子す、漫画や本がぎっしり詰つまった大きな本ほん棚だな×２、ちゃぶ台、段ボール箱が置かれていて、床ゆかにはたくさんの原げん稿こうが散らばっている。




　そして、その原稿の海の中で、慧君がぐったりとうつ伏ぶせで横たわっていた。




「慧君、どうしたの!?　しっかりして！」

　原稿を踏ふまないようにまたぎながら近寄って、その肩かたを揺ゆすると、ピク、と体が反応した。

「相原……か」

　かすかに目を開き、弱々しい声で呟つぶやく。

「どこか痛いの？　救急車？」

「……腹……減った……」

　……慧君って、しっかりしてそうで実はちょっと天然？







「──助かった。自分の家で、行き倒だおれるところだった……」

　私がコンビニで買ってきた玉子粥がゆを食べて、慧君はようやく人心地ついたように深々とため息を漏もらした。

　話に聞いたところ、慧君はずっとスランプだったのだけど、文化祭前後から久々に創作意欲が沸わき起こって、佳か境きように入った昨日の朝からは何も食べずに（！）ずっと徹てつ夜やで漫まん画がを描かき続けていたらしい。

　丸一日以上絶食とか何だその拷ごう問もん！　と思うけど、慧君は熱中すると寝しん食しよくを忘れてしまうタイプみたい。

　メッセージの受信にも気付かずひたすら創作に没ぼつ頭とうし、今日の朝から昼までの間に（詳くわしい時間は不明）ついに描き上げると同時に睡すい魔まに襲おそわれ、隣となりの寝室に向かう途と中ちゆうで意識を喪そう失しつ。

　下校時刻の頃ころ、目が覚めたもののエネルギー不足で体が動かせず、傍そばに落ちてたスマホで私に返信をして、そのままくたばっていた……というのが事のてん末らしい。

「連れん載さい中は毎日のことだから気を付けていたが、久々の衝しよう動どうだったから、セーブできなかった」

　ばつが悪そうな様子でそう語り、お茶に口を付ける慧君。

「あ、おでんもあるよ。食べる？」

「食べる」

　ちゃぶ台の上に、どうぞ、とプラスチックの器うつわに入ったコンビニおでんを差し出してから、先ほど拾い上げてまとめておいた原稿に視線を向ける。

　まだトーンなどの仕上げはされていないけれど、ペン入れされた生原稿は、印刷されたものとは違ちがう存在感をまとっている気がした。

「読み切りとして掲けい載さいされるの？」

「いや。それは完全に自己満足で商業レベルの代しろ物ものじゃない」

　じわり、と汁しるが溢あふれる大根を箸はしで割りながら、あっさりと否定する慧君。

「文化祭の日、担当編集者から、その前日に送った企き画かく案がおもしろいから編集会議に出してみるっていう電話がきたんだ。それでテンション上がったからか、急にまた別のアイディアが噴ふき出てきて、とにかく形にしたくなった。ただの趣しゆ味みの創作だから、下描きネームを終えた時点で止やめるつもりだったんだが、最初だけのつもりでペン入れも始めたら、止められなくなって……不覚の極きわみだな」

　そう話しながらも、慧君はどこかさっぱりした顔をしていた。

「スランプを抜ぬけた感じですか？」

「抜けられそうな光が見えてきた、って感じだな。──相原のおかげだ」

　目元を和なごませながらそんなことを言われて、意表を突つかれたせいか、ドキッと心臓が飛び跳はねた。

「……何が？」

「情けない話だが、もともと俺のスランプは、連載終しゆう了りよう後にネットの掲示板で酷こく評ひようを見たのが原因だったんだ。攻こう撃げき的な言葉でこれでもかというくらいズタボロにけなされて、見当違いな指し摘てきが大半だったが、悔くやしかったし、ショックだった」

「……ネットでは、ただ陰かげ口ぐちを叩たたきたいだけの人たちもいっぱいいるっていうよね」

「ああ。それはよくわかっていたが、思っていた以上にこたえた。割り切ったと思った後も、ずっと尾おを引いていたんだ」

　……理性と感情は違うもんね。

　心につけられた傷は、目には見えないから、自分でも気付かないうちに後こう遺い症しようになってしまうこともあるのかもしれない……。

「だが、文化祭の少し前、相原が俺の漫画を素す直なおに好きだと言ってくれただろう？　それで大事なことを思い出せたし、自信を取り戻もどせたんだ。俺は、誰だれになんと言われようと、俺の漫画を好きだと言ってくれる人たちに向けて描いていけばいいと気付くことができた。──ありがとう」




　まっすぐに瞳ひとみを見つめながら、かすかな笑えみとともにお礼を言われて、頰ほおが熱くなった。

「別に、私は思ってたことを好き勝手にぶちまけただけだから！　でも、少しでも力になれたならよかったよ……」

　無む性しように照れくさくて、慧君の目を見ていられなくなって、おでんに視線を落としながらそう答える。

　なんでだろう……すごくムズムズする。

　めちゃくちゃ嬉うれしいのに、なんだか逃にげ出したいくらい恥はずかしい……。

「…………」

　言葉も出てこなくなって、そのままうつむいていたら、私の動かない視線を勘かん違ちがいしたらしい慧君に、「相原も食べるか？」と気を遣つかわれた。

　……別におでんが食べたくて凝ぎよう視ししてたわけじゃないんだけど。

「いいの？　やったー」

　ここはそういうことにしておこう。実際、美味おいしそうだな～とは思ってたしね！




　半分こしてもらった大根をウキウキと箸でつまむ。

　ふうふう、と息を吹ふいて冷ましてから、そっと口に運んだ。

　じわ～っと舌の上に広がる出汁だしの味と香かおり。んん[image: ～][image: ～]美味うまい！

「おでんの中のヒロインは、やっぱり大根かな」

「おでんのヒロイン……？　まあ、人気ナンバー１のおでん種らしいし、万ばん人にん受けする主役ポジションだから、妥だ当とうかもな。コンプレックスは足が太いこと、とかか」

「ヒーローは、玉子？　学園の人気者で、お肌はだつるつるの美形キャラっぽい」

「『王子』に漢字が似てて微び妙みように違うから、爽さわやかに見せかけて実は腹黒とみた。人当たりはいいが、出汁が染しみにくいあたり、なかなかヒロインにもほだされない難攻不落キャラだな」

「でもきっと好きになったら一いち途ずだし、ヒロインにだけ見せる黄身という一面がまた美味しいんだよね～」

　こんにゃくがクールもしくはセクシーな二番手男子で、はんぺんは癒いやし系、牛すじはスポーツ少年、さつま揚あげは九州男児、ロールキャベツは縦ロールのお嬢じよう様さまで、ちくわぶは引きこもり……？　なんて他愛たわいもない話に興じながら、一いつ緒しよにおでんをはむはむする。

　コンビニおでんって、味が染みて大好きだけど、今日はとりわけ美味しい気がした。

　料理スキルがめっちゃ高い店員さんが仕込んでくれたのかな？

　心も体もあったまるなあ……としみじみ幸せに浸ひたってたら、部屋の壁かべ際ぎわに置かれていた段ボール箱が目に留まった。




「あ、これ……ファンレター？」

「ああ。連載終了後に届いたものだって、先日編集部から送られてきた。本当はもっと早く送るはずだったんだが、手違いで今いま頃ごろまとめてになったらしい……」

　はあっとため息を漏もらす慧君。

「そ、それは……けっこう、ひどいね」

「ああ。めちゃくちゃ謝られた」

　このファンレターの山がもっと早く慧君に届いてたら、もしかしたらスランプにはならなかったんじゃ……まあ、今いま更さらか。

「それにしても、すごい量。私の手紙もどっかに紛まぎれてるはずだけど──」

　段ボール箱いっぱいにぎっしり詰つまったファンレターを見ながら、さすが大人気漫まん画が家か、と感心していたら「え？」と慧君が無防備な声をあげた。

「相原、手紙くれてたのか？」

「うん。そりゃあファンですから！　『ゆずカボス』ってペンネームで何度か……こんなに届いてたら、読まれてないかもしれないけど」

「全部読んでるし、覚えてる。『ゆずカボス』……初回からずっと感想くれてたよな。そうか、あれおまえか……」

　呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやく慧君の頰は、驚おどろきのためか、かすかに赤みがさしている。

　覚えてくれてたんだ～、と思わずニコニコしながら最後のおでんの汁をすすってたら、不意にインターホンが鳴って、直後、よく通る声が響ひびいた。




「慧、生きてるかー？」




　ギクッとしたように慧君の体がこわばったのがわかった。

　何？　とビックリして振ふり返ると、玄げん関かんから、見覚えのある長身イケメンがずんずんと部屋に上がり込んできたのでなおさら驚いた。

　今風だけど品もある華はなやかなルックス、モデルのように抜ばつ群ぐんのスタイル、潑はつ剌らつとしたオーラ──生徒会長の、篁伊織先せん輩ぱいだ。




「お……っと。君は──」

「赤い糸の君……！」

　思わず声に出したら、私を見て目を瞬またたいていた伊織先輩が、ん？　といったように首を傾かしげた。

「いえっ、なんでもありません！」

「返事をする前に入ってくるな。インターホンの意味がないだろう」

　慧君が渋しぶい顔で告げると、伊織先輩はそちらに視線を移し、「だってさ」と肩かたをすくめた。

「おまえ、漫画に集中してると音聞こえないだろ？　それに今日は無断欠席したって聞いたから、もしやまたいつぞやのようにぶっ倒たおれてるのかもって、駆かけつけてやったわけだ」

「名推理……！」

　感かん嘆たんする私に、伊織先輩は「やっぱ当たってた？」とニッと笑いながら、すとんと傍そばに腰こしを下ろした。

「慧、紹しよう介かいしろよ」

「……クラスメートの相原ゆず。こっちは一つ上の従兄いとこの篁伊織」

　伊織先輩が、慧君の従兄……!?

　似てないな！　美形一族だけど、印象が全然違う。

「『ゆず』か、よろしく。名前、ぴったりだな」

「こちらこそ、よろしくお願いします！　ぴったり、ですか？」

「ああ。爽やかで元気で、ほっこりした感じもあって、可愛かわいい」

　なんの屈くつ託たくもなくさらりと褒ほめられて、おお、と感心した。チャラくなく嫌いやみにも聞こえないのは、本当に自然に漏れた感想みたいに響くからだろうか。

　こういう人、なんて言ったらいいんだっけ……つい最近国語で覚えた四字熟語。

　飾かざり気けがなくて奔ほん放ぽうで、魅み力りよく的で……天てん真しん爛らん漫まん、に近いけどもう少し大人で賢かしこそうな。

　──そうだ、『天てん衣い無む縫ほう』！　そんなイメージ。




「おまえ、そういうこと恥ずかしげもなく言うなよ」

　ちゃぶ台に頰ほお杖づえを突つきながら、慧君が仏ぶつ頂ちよう面づらのままそう言うと、伊織先輩は一いつ瞬しゆん目を瞠みはってから、すぐにその瞳ひとみを和なごませた。

「俺は思ったことを言っただけだし。──誕生日は冬とか？」

「あ、ゆず湯からの連想でそう思われることが多いんですけど、五月なんです」

　ほう、と相あい槌づちを打つ伊織先輩の隣となりで、「花か」と慧君が呟いた。

「ゆずは初夏に、白い可か憐れんな花を咲さかせる。花言葉は確か『健康美』……相原らしいな」

　まさかの慧君からの褒め言葉に、喜んだのもつかの間。

「元気だけがとりえだからな」

「元気だけってひど！　……でも、由来は慧君の言う通りでね。私が生まれた時、庭にゆずの花が咲いてて、花言葉を知ったおばあちゃんがとにかく元気に健すこやかに育ってほしいって思って名付けたんだって」

　なるほど、と頷うなずく伊織先輩。

「おばあちゃんや家族の愛が込められた名前なんだな。……でも慧、花言葉に詳くわしいとか、さすが少女漫画家」

「それほど詳しいわけじゃないが、草木は好きだしネタになることもあるから、気になった時、調べるようにしてるだけだ」

「気になった時、ね……」

　伊織先輩は少し意味深に口元に弧こを描えがいてから、「それで」と私たちを見比べた。

「ゆずと慧は、どういう関係？　慧が家に女子を呼ぶなんて滅めつ多たにないだろ」

「ヒロイン志望とプロデューサー」

　慧君が即そく答とうしたので、ビックリした。

「ちょっと！　そんなあっさりばらさないでよー」

「早々にこう言っておかないと、どうせ相原、次は伊織をターゲットにするだろ？　これ以上面めん倒どうくさいことに巻き込まれるのはごめんだ」

　冷れい徹てつに言い放つ慧君と、「う……」と言葉に詰まる私の前で、伊織先輩が首を傾げる。

「どういうことだ？」

「えーと、私、少女漫画のヒロインみたいになりたくて。慧君が、私が大好きな『学ハロ』の作者だってわかったから、ヒロインになろうプロジェクト、略してヒロプロのプロデューサーになってもらったんです」

「無理やりな」

「何それ、すげーおもしろそう。具体的に、どんなことしたんだ？」

　興きよう味み津しん々しんといった様子で、子どもみたいに目を輝かがやかせる伊織先輩。




『食パン遅ち刻こく作戦』や『差し入れ作戦』、『おはよう作戦』などの一部始終を語り聞かせると、伊織先輩は体を折り曲げて大笑いした。

「やばい……ゆず、最高。こんな楽しいことやってるならもっと早く教えろよ、慧……！」

　笑いすぎて目の縁ふちにたまった涙なみだを拭ぬぐいながら言う伊織先輩に、慧君は顔をしかめる。

「おまえが関かかわるともっと面倒なことになるだろう」

「えー、少なくとも慧よりは名プロデューサーになれそうだけどな」

「そういう風にノリノリで煽あおるのが目に見えてたから、教えなかったんだ」

　慧君はそこまで話して、ふあっと欠伸あくびをかみ殺した。

「…………駄だ目めだ。まだ眠ねむい。寝ねる」

　それだけ言って、ごろりと横になると、力ちから尽つきたようにすうっと寝息を立て始めた。

　早……！

　よっぽど疲つかれてたんだろうな……でもこのままじゃ、風邪かぜひいちゃうよ。

　何か掛かけるものは……と見回していたら、「ゆず」と呼びかけられる。

　振り返ると、寝しん室しつから出てきた伊織先輩が、毛布を投げてくれた。

　ばふっとそれをキャッチして、慧君の上に掛ける。




　すうすうと穏おだやかな顔をして眠る慧君は、いつものしかめっ面や呆あきれ顔とはかけ離はなれた、無防備な表情で、なんだかあどけない感じもして、可愛かった。

　それと同時に、こんなに体力の限界まで熱意を向けられるものがあるんだと思うと、しみじみ、凄すごいな……と尊敬してしまう。

　吸い込まれるように寝顔に見入っていたら、少しだけ開けていた窓から風が吹ふき込んで、慧君の黒くろ髪かみがサラリと揺ゆれた。

　瞬間、胸がキュッと狭せまくなったような感覚に襲おそわれ、不思議な痺しびれを伴ともなう衝しよう動どうがこみ上げる。

　……さわりたい、な……。




「──ゆずは、さ」

　伊織先せん輩ぱいの声でハッと我われに返り、伸のばしかけていた手を引っ込めた。

　わ、何やってんだ、私！　実は髪フェチだったのか!?

　幸い、伊織先輩は私の怪あやしい動きには気付いていなかったみたい。

　いつのまにか傍かたわらで、リラックスした様子で胡坐あぐらをかいている。

「はい、なんでしょう？」

　ここは何もなかったことにして、平静を装よそおって答えた。

「慧が少女漫まん画がを描き始めたきっかけって、聞いたことある？」

「いえ、知りません」

「慧には真ま魚おっていう一つ下の妹がいるんだけど、両親が仕事が忙いそがしい人たちで、小さい頃ころから慧が真魚の面倒を見てきたんだ。でも、真魚が小二の時、不登校状態になっちゃって。家に籠こもって落ち込んでる真魚を元気づけたくて、真魚が喜びそうな漫画を描いた。それが処女作」

　そうだったんだ……！　意外な事実に、吐と息いきが零こぼれた。

「でもそういう時に漫画を描こうって発想が、独特ですね」

「慧の母親が大の少女漫画ファンで、家に古いものから新作まで大量の雑誌やコミックスがあったせいで、慧も真魚も絵本代わりに相当な数の少女漫画を読んで育ったんだよ。慧はもともと絵がずば抜ぬけて上手うまかったし、自分ができることは何かないかって考えた時、真魚が大好きな少女漫画を描こうって発想は慧にとっては自然なものだったんだと思う」

　なるほど……。

「慧の漫画を読んで、真魚はすごく喜んで、その漫画のヒロインががんばる姿に勇気をもらって、一年後には学校に戻もどることができた。自分の漫画で誰だれかを癒いやしたり、励はげましたりできた経験は慧にも特別だったみたいで、それをきっかけに創作にハマって、漫画家になるっていう夢も持つようになった」




　──「少女漫画だから描いてるわけじゃない」




　なんで少女漫画なんか描いてるのか、と玲音に問われた時、慧君はこんな風に答えてたけど、少女漫画「だから」じゃなくて、描いたものが少女漫画「だった」てことなのかな。

　それが慧君にとって一番自然に身についていた表現方法だったから。




　──「相原が俺の漫画を素す直なおに好きだと言ってくれただろう？　それで大事なことを思い出せたし、自信を取り戻せたんだ」




　大事なことっていうのは、漫画家を目指すきっかけになった、自分の漫画で誰かを喜ばせること……？




「それからは毎日何時間と絵を描いて、それまで以上に幅はば広ひろく漫画や本や映画をみるようになって、シナリオや構成の勉強をして……努力量は半はん端ぱなかったけど、それでも中学でその夢を叶かなえるとか、とんでもないよなー、こいつ」

　ため息交じりに、伊織先輩が言う。

「本当に！　慧君、しばらく自信なくしてたみたいなこと言ってたけど、何を言ってるんだですよ。天才のくせに！」

「自信……へえ、慧が、そんなこと言ってたのか？」

「はい。スランプでしんどかったみたいです」

　私が頷うなずくと、伊織先輩は意外そうに目を瞬またたいてから、ふっと口元をほころばせた。

「そりゃすごい。慧が弱音を吐はくなんて、そうそうないぞ？　どうやって吐かせた？」

「え、でも弱音って言っても、過去形だったし……」

「それでも珍めずらしいって」

「うーん、なんで話してくれたのかな……おでんが美味おいしくて、機き嫌げんが良かったから？」

　腕うで組ぐみしながらそう言うと、「なんだそれ」と笑われた。

「──っと、こんな時間か。この後用事があるんだ。ゆず、ＩＤ交こう換かんしようぜ」

「はい、ぜひぜひ！」

　ＳＮＳのＩＤを交換した後は、私も帰宅することにした。

　ぐっすりと熟じゆく睡すいしている慧君を起こすのは忍しのびなかったので、そのまま声をかけることなく、伊織先輩と部屋を出る。
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「それじゃあ、また！」

「ああ。気を付けて帰れよ」

　電車通学だという伊織先輩に手を振ふって、弾はずむ足取りで帰路についた。




　やっぱり伊織先輩、カッコいいな～。見た目だけじゃなくて性格も良さそう。

　ピンチを助けてくれたイケメンとまさかの再会！　とっても少女漫画っぽいじゃないですか。

　まあ、あっさりとヒロプロのことを話しちゃったから、今後先輩とどうこうなるなんてあり得ないだろうけど……おのれ、慧君め。余計な妨ぼう害がいをしおって……。

　むう、と頰ほおをふくらましたけれど。




　──「ありがとう」




　さっきの微笑ほほえみが蘇よみがえり、自然と顔はほころんだ。

　私が言ったことが慧君の力になれたなんて、実感はなかったけど、すごく嬉うれしい。

　慧君の漫画を読んで、私も何度も元気をもらってきたから……。

　漫画家・芹野井ちさと誕生秘話も聞けて、とっても得した気分だ。

　ああ見えて、妹想おもいのいいお兄ちゃんだったんだな……確かに、普ふ段だんから面めん倒どう見みはいいもんね。

　何はともあれ、スランプ、抜けられそうで本当によかった！
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「終わった……」

　長かった期末テストの最後の科目が終しゆう了りようし、私はべたーっと机に突つっ伏ぷした。

「お疲つかれ様。ゆずちゃん」

　残り時間十五分で余よ裕ゆうで試験を終わらせて、教室を出て行った柏木君が、そんな言葉とともに私の首筋にヒヤッとした何かをくっつける。

「うひゃ」と顔を上げたら、はちみつレモンの紙パックジュース。自じ販はん機きで買ってきたばかりのようで、冷え冷えだ。

「ビックリした～」

「驚おどろかせてゴメンね。お詫わびに頰を二、三発張り倒たおしてくれていいよ」

「謹つつしんでご遠えん慮りよいたします……え、もらっていいの？　ありがとう」

「君に尽つくすのが、僕の悦よろこびだから」

　キラキラと、甘い微笑みを浮うかべる柏木君。

　本当にこの人、ドＭでさえなければ、最高なんだけどな……。

　ちゅう、とストローでジュースを吸うと、清せい涼りよう感かんのある甘さが口の中に広がり、渇かわいていたのどを潤うるおした。ふう、癒いやされる……。




「そうだ。テストも終わったことだし、パーッと遊びに行かない？」

「せっかくのお誘さそいだけど、今日はこれから部活なんだ」

　心底残念そうに顔を曇くもらせる柏木君。

「使えない下僕で許して欲しい……お仕置きは甘んじて受けるよ。さあ、カモン！」

「慧君はー？」

「華か麗れいにスルーほぅーっ」

「まっすぐ帰る」

　二つ斜ななめ後ろの席の慧君に声をかけたけど、慧君はつれなくそう答えると「またな」とさっさと教室を去っていく。

「何、ゆず。暇ひましてるの？」

　聞きなれた中性的な声こわ音ねが響ひびいて振り返ると、廊ろう下か側の窓から、玲音がのぞき込んでいた。（ちなみに少し前に席せき替がえをしたため、今の私の席は廊下側の一番端はしだ。）

「オレもバンドの練習があるけど、ゆずがどうしてもって言うなら──」

「ええっ!?」

　玲音がしゃべってる途と中ちゆうでピロリン、とメールの通知が届き、つい大声で遮さえぎってしまった。

　ビクッと玲音の体が跳はねる。

「な、何？」

「たった今、暇じゃなくなった！」

　すごいすごいすごいすごい！

　テンションが急きゆう上じよう昇しようする中、猛もうスピードで帰りの準備を終えると、ポカンとしている玲音たちを置いて、ダッシュで教室を飛び出した。

「じゃあね、玲音、柏木君！　…………慧君、待ってー！」







「なんなんだ、相原……」

「ごめん、だって大事件なんだよ!?」

　下校しようとしていた慧君を中庭に引っ張って行って、ベンチに腰こしを下ろすとスマホを見せる。

　そこには、伊織先せん輩ぱいからのメッセージ。




『期末お疲れー。明後日あさつての日曜、一いつ緒しよに映画とかどう？』




「…………！」

　画面を見つめたまま、慧君はかすかに目を瞠みはって、沈ちん黙もくした。

「デートだよね？　これ、デートのお誘いだよね、プロデューサー？」

「……まあ、そうなんじゃないか？」

「どうしよう、どう答えたらいいかな？　どこに行ったらいいかな？　作戦会議しよう！」

　わくわくしながら声を弾ませる私に、慧君は「好きにすればいい」とそっけなく言った。

「そんな、プロデューサー……」




「──これ以上、おまえの遊びに付き合ってられるか！」




「…………っ」

　これほど刺とげ々とげしくはねつけられたのは初めてだったから、言葉を失った。

　慧君は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめ、視線を外す。

「おばあちゃんが元気なことはわかったんだ。ヒロインプロジェクトはここで中止だ」

　有う無むを言わせぬ口調で一方的に断言され、どん、と遠くに突き飛ばされたような心地ここちがした。




「……そんな……途中で見捨てるなんてひどいよ」

　もともと、私が無理やり頼たのみ込んだことも、慧君が忙いそがしいこともよくわかってるけど。

　なんだか無む性しように腹が立って、頭に血が上って叫さけんでいた。




「慧君のケチ！　意地悪！　人でなし！　──もういいよ！」
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　なんでこんなに怒おこってるのか、泣きたくなってるのか混乱したまま、私はその場から駆かけ去った。
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　あの後すぐに、わがままなことを言ってしまったと後こう悔かいしたけれど、謝ることもできないまま、日曜日がやってきた。

　こうなったら一人でもヒロインになってやる！

　繁はん華か街がいの待ち合わせ場所に行くと、人ごみの中でも伊織先輩の姿はすぐに視界に飛び込んできた。

　私服も自然な感じなのにオシャレで、なんだか立ってるだけでオーラがあるんだよな……それにしても足長い。リアル少女漫まん画がのヒーローだ。




「すみません、お待たせしました！」

「おー……！　……ブッ、なんだその顔！」

　小走りに近寄った私に気付いた伊織先輩が、いきなり噴ふき出した。

「えーと、メイクをしてみたんだけど、変ですか？」

「芸人としてなら百点だな。全体的に濃こすぎるけど、特に眉毛がひどい。イモトかよ！」

　ガーン。伊織先輩、ツッコミも遠慮がなかった。

　でも、ダメならダメってはっきり言ってもらえる方が、助かるか。

　道中、やけに周りから見られてる気がしたけど、やっぱり変だったのね……。

「おかしいな……マスカラで眉毛を増やすと目力がアップするって聞いたのに」

「それたぶん眉毛じゃなくて睫まつ毛げだろ……おかげで眉力が凄すごいことになってる」

　ゲラゲラとお腹なかを抱かかえつつ、伊織先輩は「とりあえず化け粧しよう落とそう。このままじゃ俺の腹筋が死ぬ」と私をコンビニへと促うながした。




　コンビニで買ったメイク落としシートで普ふ通つうの顔に戻もどってから、向かったのは映画館。

「今日はゆずが行きたいところに行こう」と言ってくれたので、話題の恋れん愛あい映画をリクエストしたのだ。

　これでロマンティックな気分を盛り上げるぞー！

　──と思ったのだけど。




「──ず、ゆず。おーい、終わったぞー」

　肩かたを揺ゆさぶられて、ハッと座席で覚かく醒せいする。しまった、私、爆ばく睡すいしてた!?

「早かったなー。たぶん三十分持たなかっただろ」

「お、起きてましたよ。ずっと薄うす目め開けて観みてました！　寝ねちゃったのは最後だけで！　いい映画でしたね～」

「薄目って。じゃあ、どの辺がよかった？」

「…………ヒロインが食べてたハンバーグが美味おいしそうなところとか」

　苦し紛まぎれに答えると、伊織先輩はククッと肩を揺らして、「じゃあ、ハンバーグ、食べに行くか」と私の手を引いて歩き出した。







「映画、ハズレだったな。予告は良さそうだったのになー。ゆずが寝るのも無理ない」

　素す敵てきな雑貨がたくさん飾かざってある可愛かわいいカフェで、メニューをめくりながら、そうフォローしてくれる伊織先輩。

「選せん択たくミスでしたね。貴重な時間をすみません……」

「全然。好きな役者が出てたから、チェックできてよかった。……慧の家で会ってから、ずっとまたゆずと話したいって思ってたんだけど、あれからすぐ期末でバタバタしてただろ？　やっと念願叶かなったって感じ。今日は付き合ってくれて、ありがとな」

　さっぱりした様子でそう話しながら瞳ひとみを和なごませる伊織先せん輩ぱいに、救われる気持ちになって、私もつられて笑え顔がおになる。

「こちらこそ！　メール来たとき、叫んじゃいました。嬉うれしくて」

「それは大げさ！　……注文決まった？」

「はい」

　伊織先輩が合図するや、店員さんがすぐさま近づいてきた。

「何頼む？」

「えーと……コーンポタージュ」

　メニューには美味しそうなものがいっぱい載のっていて内心よだれダラダラだったけど、小食の方が可愛く見える、と昨日読んだデートマニュアルに書いてあったので、グッとこらえてそれだけ口にする。

「……だけ？」

「はい……」

「無理するなよ。普段は弁当男前だって慧から聞いたぞ？」

　あっけらかんと指し摘てきされて、グッと言葉に詰つまった。

　慧君……本当に余計なことばっかりしゃべっちゃうんだから……！

「じゃあ、それに加えてダブル目玉焼きハンバーグと、エビカレードリアと、ライス大と、クリーミーアボカドサラダと、苺いちごチョコレートパフェをお願いします」

　開き直って本能のまま答えると、伊織先輩は「マジで!?」と目を丸くしてから、また破顔した。

　よく笑う人だなあ……無愛想な慧君とは正反対だ。




　──「ヒロインプロジェクトはここで中止だ」




　慧君のことを思い出した途と端たん、気持ちがずんと沈しずんでいく。

　ダメだダメだ、今は夢にまで見た人生初デート中なんだから！　集中しなきゃ！

「……伊織先輩と慧君って仲良さそうですよね。なんだかホッとしました」

「ホッとした？　なんで？」

「慧君ってクラスでもずっと一いつ匹ぴき狼おおかみで、誰だれとも馴な染じまないって感じだったんです。だから、ぼっちなのかな～って密ひそかに心配してたんですけど、ちゃんと友達いたんだなって」

「プッ、そうか。あいつ、心配されてたのか……ま、確かに愛あい想そないし、無口だしな。一人でいるのが苦じゃないみたいなとこもあるけど……何より、漫画を描かくのに忙いそがし過ぎて、人付き合いどころじゃなかったんだろうな。たまに告白されたりしても、全部断ってたみたいだし」

「そうだったんだ……友達と遊んでる暇ひまなんて、ないんですね」




　──「これ以上、おまえの遊びに付き合ってられるか！」




　叩たたきつけるような冷たい言葉が耳元に蘇よみがえって、不意に鼻の奥がツン、となった。

「……ゆず？」

「っごめんなさい、なんでもないです。……最近は柏木君とか、文化祭以降はクラスの他ほかの子とも話すようになりましたけどね、慧君。玲音もちょくちょく教室に来るようになったんで、なんだかんだでよくしゃべってます。理り屈くつっぽいところが似てるのかも」

「ああ、ヒロプロのターゲットだった二人か。柏木がドＭだってカミングアウトした話は噂うわさで聞いてたけど、まさかその一幕に慧も関かかわってたとはな──」
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　ランチを食べた後は、少し行ったところにある公園を散歩することにした。

　枯かれ葉がチラチラと舞まう広い公園には、家族連れや恋こい人びと同士などが仲なか睦むつまじく集つどい、芝しば生ふの一角では子どもたちがサッカーをして遊んでいる。

　初冬の空は清すが々すがしく晴れ渡わたって、絶好のデート日和びよりだった。

「のどが渇かわいたな。ちょっと待ってて」

「あ、私も一いつ緒しよに……」

「いいから、座ってろって」

　私をベンチに残して、離はなれていく伊織先輩の後ろ姿が見えなくなると、なぜか深いため息が漏もれた。




　……なんでだろう。こんなに天気は良くて、のどかな景色が広がっていて。

　伊織先輩はカッコいいし、自由奔ほん放ぽうっぽいのに気配り上手でもあって、話してて楽しいのに……モヤモヤする。

　しばらく「う～」と頭を抱かかえた末に、自分の中から手た繰ぐり寄せた答えは一つだった。

　……やっぱり、慧君にひどいこと言っちゃったのが引っかかってるんだよね。

　よし、スパッと謝ろう。そしたらデートにも集中できるし……うん、そうしよう！

　思い立ったら吉きち日じつ、とスマホを取り出して電話をしようと思ったところで、突とつ然ぜん、誰かの声が響ひびいた。




「危ない！」




　ハッと顔を上げると、凄すごい勢いでサッカーボールがこちらに飛んでくるところだった。

　とっさに斜ななめに飛び込み前転して身をかわすと同時に、さっきまで私のいた場所の前に誰かが飛び出してきて、ボールを腕うでで弾はじく。

「──慧君!?」

「……避よけるのか……いや、避けていいんだが……」

　どうやら私を庇かばおうとしてくれたらしい慧君は、複雑そうな顔で、ボールを弾いた腕をもう片方の手でさすった。

「すみませーん」と謝りながら駆かけ寄ってきた少年が、サッカーボールを回収していく。




「どうしてこんなところに？」

「……たまたま通りかかって……」

「ピンチに都合よく現れるヒーローは①仕込み　②ストーカー　③予知能力者のどれかじゃないと無理なんでしょ？」

　私がズバリと指摘すると、慧君は顔をしかめて、言いづらそうに白状した。

「一度引き受けた以上、弟で子しの姿を最後まで見守るのが筋だと考え直したんだ」

「それで、隠かくれてずっとストーカーしてたの？」

「ストーカー言うな！　……やっぱり放ほうっておくべきだった。俺が飛び出した意味なかったしな……」

　はあっとため息を吐はきだす慧君を見て、さっきまで心の中を覆おおっていた暗雲がすうっと晴れていくのを感じた。

　よかった……慧君、怒おこってなくて。

　そして、なんだかんだ言って、やっぱり優やさしいよね。




　思わずニマニマしていたら、「楽しそうだな」と言われて、大きく頷うなずく。

「そりゃ、憧あこがれのデートだもん。相手はあの伊織先せん輩ぱいだし、楽しまないとね！　──朝からずっと見ててくれたの？　待ち合わせの場所とか、よくわかったね？」

「……映画館を出るところからだ。相原ならあの恋れん愛あい映画をチョイスすると思ったし、たぶん映画を観みてから昼食を摂とるコースだと思ったから、伊織の行きつけの映画館で、それくらいの上映時間で……と当たりを付けたら予想通りだった」

「おお、名めい探たん偵ていサトリ！」

　パチパチと手を叩いたところで……

「でも、別に俺がいなくても全然問題なさそうだな」

　淡たん々たんと言われて、ゆるんでいた頰ほおが固まった。

「……そう？」

「伊織はあれで結構クセがあるし、おもしろそうだと思ったことにはなんでも突つっ込んでいくような困ったところもあるけど……人を傷つけるようなことは絶対しないから」

　目を合わせないまま、「上手うまくいくといいな」とそっけなく言われて、みしり、と心がきしんだような感覚に襲おそわれる。

「それじゃあ」

「……うん」




　さっさと立ち去ってしまう後ろ姿をぼーっと見送っていたら、「ゆず！」と声をかけられて心臓が飛び上がった。

　振ふり向くと、湯気の立つ紙コップを両手に持った伊織先輩がいつのまにか傍そばまで来て、怪け訝げんそうな顔をしていた。

「あ、飲み物ありがとうございます！」

「今、慧と話してた？　なんであいつが？」

「……弟子がちゃんとやってるか心配で、様子を見に来てくれたそうです。でも、もう大だい丈じよう夫ぶそうだなって……慧君、また創作意欲戻もどってきたみたいだし、いつまでも頼たよってられないですよね」

　自分に言い聞かせるように説明しながらも……無む性しように寂さびしい。

　──いやいや、しっかりしろ私。

　せっかく誘さそってもらったのに、こんなテンション低いなんて、伊織先輩に失礼だ！

「『ホットゆず』買ってきてくれたんですね。私、これ好きなんです。やっぱり自分の名前と同じだから親近感湧わいちゃって……」

　笑え顔がおを作ってしゃべりだす私を、伊織先輩は少しの間黙だまって見つめていたけど、やがて、ポツリと言った。

「……ゆずは、ヒロインになりたいんだよな」

「はい！　今日はその夢がちょっと叶かなった感じです。ありがとうございます」

「どうせなら、ちょっとじゃなくて、全部叶えないか？」

「……というと？」

　首を傾かしげる私の目をまっすぐに見つめながら、いつになく真しん剣けんな眼まな差ざしで、伊織先輩は言葉を継つぐ。

「俺、初めて会った時からゆずのこと気になっててさ。今日も楽しかったし、もっとゆずのこと知りたいって純じゆん粋すいに思うから……」

　え、これって……！

　ドキンドキンドキン……と急に速くなる鼓こ動どうを感じながら、息をひそめる私を見て、伊織先輩はふっと頰をほころばせる。

　そして、悪戯いたずらっぽく目を輝かがやかせて、凄いことを言った。




「俺と、『少女漫まん画がみたいな恋こい』しよう」
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「ちょっとゆず、篁伊織先輩と付き合い始めたってほんと!?」

　週明けに登校して教室に入るや、えっちゃんを始めとするクラスの友達に囲まれて、ビックリした。

「うん。なんで知ってるの？」

「日曜に、二人がデートしてるのを伊織先輩の友達が見かけて、先輩にあの子誰だれって聞いたら『彼女』って返事がきたって……えええ、ほんとなの!?」

「伊織先輩、超ちようモテるのに高校入ってからずっと彼女いなかったって話だよ!?　もう、学校中ですごい噂うわさになってるって」

「うそー、なんでゆずなの!?」

「何がどうなったらそんなことになるの!?」

「脅おどし!?　賭かけ事!?　罰ばつゲーム!?」

「やばいよ、人類滅めつ亡ぼうの前まえ触ぶれかも……！」

「みんな……ちょっと酷ひどすぎない？」




　この後、「あの噂、本当!?」と教室に駆かけ込んできた玲音も、私が頷くや大事なギターを床ゆかに落とし、しばらく固まった後、呆ぼう然ぜんとしたままフラフラと帰っていった。

　あそこまで驚おどろくことないのに……。




　上級生について疎うとい私は知らなかったけど、どうやら伊織先せん輩ぱいは文武両道の天才肌はだな上、社交的で顔が広く、男女ともに人気の高い、桐葉高校でもかなりの有名人だったらしい。

　えっちゃん曰いわく、柏木君や玲音が女子生徒のアイドルなら、伊織先輩は学校のカリスマ、とのこと。

　この間の文化祭は、生徒会長である伊織先輩が企き画かくの段階から先導して盛り上げたおかげで、かつてないほどの活気を帯び、来場客数も過去最多だったそうな。屋台が出せるようになったのも、先輩があちこちに交こう渉しようしたからとか──あなたが神か！

　休み時間になると、他ほかのクラスや上の学年の生徒たちが、中には先生まで、私の顔を確かく認にんしようと次々と廊ろう下かの窓からこちらをのぞき込みにやってきた。







「……凄すさまじいね、伊織先輩フィーバー。これだけで少女漫画度、かなり高いよ」

　昼休み、生徒会室で先輩と一いつ緒しよにお弁当を食べながら、はあっと思わずため息が漏もれた。

　ちなみに、「彼女なんだから敬語はなしで」と言われたので、今日からタメ口だ。

「まー、みんなすぐ飽あきるだろ。大丈夫か？　疲つかれた？」

「大丈夫！　せっかくだから、ヒロイン気分を満まん喫きつする」

　グッと拳こぶしを握にぎって答えると、伊織先輩は「そうこなくちゃ」と口元に弧こを描えがいた。

「俺、ゆずのそういう物もの怖おじしないところ、かなり好き」

　相変わらず恥はずかしげもなくそんなことを言ってから、もぐもぐ、と唐から揚あげをほおばる伊織先輩。

「でも、もし嫌いやな目に遭あったらすぐ言えよ？」

「はい！」

「そういえば、さっきクラスに誘いに行った時、柏木にすげー冷たい目で睨にらまれた。あいつ、いつもニコニコしてるイメージだったけど、ああいう顔もするんだな」

「えっ、そうだったの？」

　私には『僕はゆずちゃんが幸せなら、応おう援えんするよ』って微笑ほほえんでくれたのに……。

「慧はなんて言ってた？」

　刹せつ那な、ズキッと胸に痛みが走った。

「……今日はまだ、話してない」

　朝からクラスメートたちの質問攻ぜめで、しゃべりに行く余よ裕ゆうがない……というのが大きな理由なのだけど。

　視線を向けても慧君はずっとそっぽを向いていて、こちらを見ようとしなかった。

　なんだか、近寄るな、という無言の拒きよ絶ぜつが漂ただよってるような感じで……私、気付かないうちに何か嫌きらわれるようなことしちゃったのかな？

　伊織先輩と付き合うことになったのが気に入らないの？

　でも、上手うまくいくといいなって、言ってたよね？




「ふーん…………隙すきアリ！」

　相あい槌づちを打った伊織先輩が、箸はしを伸のばしてサッと私のお弁当のコロッケを奪うばい、パクリと一口かじる。

「はああああああ!?　ちょっと伊織先輩、何してくれるんですか!?」

「え、マジ怒いかり!?　そこまで!?」

「他のものならいざ知らず、カレーコロッケ！　一番楽しみに取っておいたのに！　信じられない！　見み損そこなったよ、先輩！　この外げ道どう！」

「悪い、放課後クレープおごるから！」

「今度やったら別れます」

　冷ややかに本気で宣告したら、「……はい……」と伊織先輩は身をすくめた。
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　伊織先輩とは毎日お昼を一緒に食べて、下校も一緒にするようになった。

　放課後は時々、制服デート。先輩は理想の彼氏って感じだったし、夢みたいなシチュエーションだったけど……どうしてだか、心から楽しむことはできなかった。

　慧君とは、結局あれから一度もしゃべれていなかった。

　徹てつ底てい的てきに目線をそらされていたし、明らかに拒こばまれていた。

　そして、そんな態度をとられるたびに、混乱して、胸が苦しくなる。

　今では、顔を背そむけられるのが怖こわくて、私も慧君の方を見られなくなっていた。

　なんで？　私が何かした？　どうしてそんな態度をとるの？

　──そう問いかけたくても、一歩が踏ふみ出せない。

　これまでは、散々嫌がられても、迷めい惑わくそうにされても、お構いなしに突つっ込んでいったのに……今は、冷たくされるのが、すごく怖かった。変なの……。







　もどかしい気持ちを抱かかえながらも毎日はあっという間に過ぎていって、気付けばもうクリスマス目前。十二月二十二日の放課後。

　その日、うっかり課題を忘れた私は、教室に残って、先生にペナルティとして渡わたされたプリントに取り組んでいた。

「ゆずちゃん、ごめん、僕そろそろ行くね」

「うん、教えてくれてありがとう。テニスがんばって」

「ゆず、お先に～」

「バイバイえっちゃん、また明日あした～」

　どんどん教室から去っていくクラスメートたちを見送って、うんうん唸うなりながら、プリントを埋うめる。




　──はあ、やっと終わった……と顔を上げると、夕日が差し込む教室には、私の他に、二つ斜ななめ後ろの席で居い眠ねむりをしている慧君だけが残っていた。




「ああっ！」




　思わず大声を上げてしまい、ビクッと慧君が飛び起きる。

「なんだ!?」

「放課後の教室に二人きり！　絶対こんなシチュエーションあるわけないって言ってたのに、あったよ！」

　ちょっとした奇き跡せきに遭そう遇ぐうしたのが嬉うれしくて、声を弾はずませる私に、慧君は数回瞬まばたきしてから周りを見回し……「本当だな」と、小さく笑った。

　……やっと、しゃべれた……！




　ホッとすると同時に、なんだかそわそわした。

　久しぶりの会話で、緊きん張ちようしてるのかな？

「いつの間にか、寝ねてたんだな。もうこんな時間か……」

　時計を見て、眉まゆをひそめる慧君……待って、もう少し、話したいよ。

「最近、漫まん画がの調子はどう？」

「企き画かくが通って、読み切りを描くことになった」

「おめでとう！　いつ載のるの？」

　普ふ通つうに答えてくれることが嬉しくて、早口で言葉を継つぐ。

「来月号」

「ええっじゃあ、もしかして締しめ切り近かったりする？」

「ああ……っ」

　こくりと頷うなずきかけた慧君は、ゴホゴホと咳せきをした。

　よく見ると、なんだかしんどそうだし、体調が悪そうに見えた。

「締め切りっていつなの？　もしかして、伊織先せん輩ぱいと映画に行った時も、作業中だった？」

　そういえば、デートの誘さそいがきた期末テスト最終日も、慧君は忙いそがしそうだった。

　私がわがままを言ったから、無理させちゃった……？

「……あれは俺が勝手に行ったんだから、相原が気にする必要はない」

　慧君はきっぱりとそう言ってくれたけど。

「明日休みだし、よかったら手伝おうか？」

　居てもたってもいられず申し出たところ、「大だい丈じよう夫ぶだ」と断られた。




「明後日あさつて……クリスマスイブは、伊織とデートするんだろう？　明日は英気を養って、憧あこがれのヒロインを満まん喫きつしてこい」

「…………うん」

　いつものように淡たん々たんと話す慧君に頷きながらも、胸が締め付けられて苦しかった。




　……なんで、こんなに泣きたくなってるんだろう……。




　私の顔を見て、慧君が、目を瞠みはる。

「……あ──」

　慧君が何かを言いかけたその時、メールの通知音が響ひびいた。

「……伊織からか？」

「うん、生徒会の仕事終わったって。──行かなきゃ」




　荷物を手早くまとめて、未練を断たち切るような気持ちで歩き出した直後、ぐいっと手首をつかまれた。




「え……!?」

　息をのんで振ふり返った瞬しゆん間かん、どこか苦しげな慧君の、真しん摯しな眼まな差ざしに貫つらぬかれて。

　ドクン！　と全身に甘い電流みたいなものが奔はしる。




　オレンジの夕日に照らされた慧君の、切ないような表情から、目が離はなせない──。




「……悪い」

　でも、慧君はすぐにハッとしたように手を離して、視線を外した。

「なんでもない。早く行け」




　ぶっきらぼうにそう言われて、私は無言でその場から逃にげるように、駆かけ出す。

「……！」




　やたらと恥はずかしくて、どうしたらいいかわからなかった。

　体中の血が沸ふつ騰とうしてるみたいに熱い。

　手首をつかんだ慧君の、熱い大きな手の感かん触しよくが勝手に蘇よみがえり、きゅうっと胸が狭せまくなって、電流の余波が再び全身に広がる。

　何これ、何これ、何これ……！




　足を止めて、呼吸を整えた後も、ドキドキはなかなか鳴りやまなかった。
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　クリスマスイブの日。どんな顔して慧君に会えばいいんだろう……と散々緊張しながら登校したけど、彼は欠席だった。

　具合が悪そうだったことを思い出して、迷った末にメールを送ってみたけど、いつまでたっても既き読どくマークはつかなかった。

　また、頑がん張ばり過ぎて倒たおれてたらどうしよう……。

　心配だったけど、放課後は、伊織先輩とのクリスマスデートだった。




　一度それぞれの家に帰って着き替がえてから、都心の駅で待ち合わせ。

　クリスマスソングの流れる街並みをウィンドウショッピングするうちに、次し第だいに辺りは夜のとばりに包まれ、不意に何百本もの街路樹がパッといっせいに青白く輝かがやきだす。

　ロマンティックなイルミネーションの中で、白い吐と息いきを零こぼしながら伊織先輩がプレゼントとして渡わたしてくれたのは、可愛かわいい手て袋ぶくろだった。私からは、マフラーをプレゼント。

　先輩はガラス越ごしにイルミネーションの見える、雰ふん囲い気きのいいレストランも予約してくれていた。

　クリスマス雑貨やキャンドルで飾かざられたムードたっぷりの店内で、運ばれてきたお料理も、すごくオシャレに盛り付けられてて、美味おいしそうで……。




「──ゆず、どうした？」

　フォークを動かす手を止めた私に、伊織先輩が心配そうに問いかける。

「…………」

　こんな素す敵てきなお店のシェフ特製メニューだから、美味しくない訳ないのに……。

　周りの人たちは、すごく幸せそうに、美味しそうに食べているのに……。

　味も匂においも、なんだか薄うすかった。

　なんでだろう？




　……慧君の家で食べたコンビニおでんの方が、美味しかったな……。




　そう思った瞬間、気付いた。




　──私の憧れるヒロインは、こういうものじゃないんだ。




「伊織先輩、ごめんなさい！　慧君の家に行かせてください！」

「!?」

「朝から連れん絡らくがつかないんです。締しめ切りが近いみたいだったし、また倒れてるのかも……」

　相変わらず反応のないスマホを見せながら訴うつたえると、目を丸くしていた先輩もすぐに察してくれて、「ＯＫ」と頷うなずいた。
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「慧君──」

　申し訳程度にインターホンを鳴らしてすぐに室内に飛び込むと、慧君は奥の部屋で机に向かって、ペンを動かしていた。

　返事がなかったのは仕事に集中してただけ……？　と思ったけれど、よく見ると様子がおかしい。

「相、原……？」

　ゼエゼエと苦しそうな息を吐はきながらぼんやりとした目で振り返った慧君は、真っ赤な顔をして屋内なのにダウンジャケットを羽織り、その額には冷れい却きやくジェルシートが貼はられていた。




　──わかりやすく体調悪化してるーー！




「うわ、あっつ！　熱、何度あるんだよ？　今すぐ寝ねろ」

　慧君の頰ほおに触さわった伊織先せん輩ぱいがギョッとしながらたしなめたけれど、慧君は原げん稿こうを描かく手を休めることなく「無理だ」とうなるように言う。

「明日の朝十時が、締め切りなんだ……」

「!?」

　パッと見、まだペン入れが終わっていない原稿が何枚もあり、トーンやベタ塗ぬりなどの仕上げは全くできていない状態に見えた。今は、夜の八時過ぎ。

「……いや、これ無理ゲーでしょ!?」

「無理でもなんでも、締め切りは、守る……絶対に」

　ハアッハアッと呼吸を乱しながら、鬼き気き迫せまる様子でペン入れをする慧君だけど、すぐにゴホゴホッと激しい咳せきに襲おそわれて、それが収まったと思って描き出すとまたゴホゴホッと発ほつ作さが起こって……の繰くり返し。

　もう、見ていられないよ！

　私はスマホを手に取り、電話をかける。

「──玲音、今どこ？　ゴメン、助けて欲しいの！」







　ほどなくして、玲音と、同様に招集した柏木君が到とう着ちやくした。

「とりあえず栄養ドリンクはいっぱい買ってきたよ」

「さすが柏木君、気が利きく！」

「オレ漫まん画がとか描いたことないけど、何したらいいの？」

「インクが乾かわいた原稿に消しゴムをかけて。その後はトーンっていう、こういうシールみたいなのを貼って、形に合わせてカッターで切っていってほしいの……やり方は私が教えるから！」

　幸い、私は中学時代に『花とリボン』の付録についていた『なりきり漫画家セット』でトーン貼りやベタ塗り（指定された箇か所しよを黒く塗りつぶすこと）などのちょっとした作業ならやったことがあった。

　ちゃぶ台では、すでに伊織先輩が黙もく々もくとベタ塗りに集中している。




　ペン入れや難しいところは慧君に任せるしかないけど、それ以外を残りの四人で分担して、慧君の指示に従いながらひたすら塗り塗りちまちま、原稿に取り組んだ。

　伊織先輩も柏木君も玲音も、みんな器用で吞のみ込みが早く、仕上がりも丁てい寧ねい。

　少しでもかじったことのある私が一番下手へたってのがちょっと悲しかったけど、私もぶきっちょなりにできるだけ丹たん念ねんに、地道に手を動かしていった。




「……オレ、クリスマスに何してるんだろ……」

　うんざりしたようにぼやく玲音に、作業は続けながら「そういえば」と首を傾かしげる。

「今年はデートじゃなかったんだね」

「……そういう気分じゃなかったから」

「イブに徹てつ夜やで漫画合宿とか、なかなかレアな経験だよな」

　こんな状じよう況きようでも、伊織先輩はどこか楽しそうだ。

「うん、聖夜に好きな子に呼び出されて来てみたら、監かん禁きんされて一晩中こき使われるんだから……この扱あつかい、たまらないよ……！」

　そして柏木君はすごく嬉うれしそうだ……。




　徹夜が苦手な私は何度か意識が飛びそうになったけど、その度たびに栄養ドリンクを飲んだり、目薬を差したり、冷却スプレーを首に当てたりして持ちこたえた。

　ＢＧＭ代わりにつけていたテレビの放送も終しゆう了りようすると、スマホでテンポのいいゲームの戦せん闘とう曲を流してテンションを上げた。







　そうして、午前五時過ぎ。

「……できた……」

　はあーっと深いため息とともに、慧君が呟つぶやき、全員が拍はく手しゆで原稿の完成を祝う。

「相原、伊織、柏木、夏目……ありがとう……」

　全員の顔を見回しそう言った直後、慧君の体がゆらりと傾ぐ。

　危あやうく椅い子すから転げ落ちそうになったところを、すかさず伊織先輩が支えた。

「力ちから尽つきたか……」

　ぐう……とすぐさま深い寝息を立てる慧君の様子に、苦く笑しようする伊織先輩。

「大だい丈じよう夫ぶかな……？」

「とりあえず、思いっきり寝かしてやるのがいいんじゃない？」

　ハラハラしながら見つめる私に、そう言って肩かたをすくめる玲音。

　……そっか。確かに、今は思う存分休息をとるのが、一番だよね。




　お疲つかれ様、慧君……。
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　昨日は原稿を完成させた直後に意識を失い、夜の七時に寝しん室しつのベッドで目覚めた。

　伊織たちが運んでくれたらしい。

　枕まくら元もとのサイドテーブルには、

『お疲れ。原稿は担当さんに渡わたしておいた。メシ食って薬飲んどけ』

　──という伊織の字で書かれたメモと、おにぎりとお茶と水と風邪かぜ薬ぐすり。

　電話して訊きいたところ、俺がぶっ倒たおれた後、相原たちは一度帰宅して仮か眠みんをとり、終業式に向かったらしい。伊織だけが身内として看病に残ったが、俺の様子が落ち着いたように見えたので夕方には帰った、ということだった。




　俺はその後再び爆ばく睡すいし、二十六日の今朝には、体調もほぼ回復した。

　冬休みに入ったので、学校に行く必要もない。

　久々にゆっくりと朝食をすませシャワーを浴びた後は、絵を描かいたり、ぼーっと過ごしたりしているうちに、気付けば昼になっていた。

　そろそろ買い物にでも行くか、と思っていた時、インターホンが鳴った。

「はい」

『あ、慧君？　相原でございまーす』




「なんでサザエさん口調なんだ」

「財さい布ふ忘れて、一度家に戻もどったから。──よかった、もうすっかりいつも通りみたいだね」

　ちゃぶ台の前に腰こしを下ろして、ホッとしたように笑う相原に、俺は姿勢を正してから、頭を下げた。

「改めて、感謝する。原げん稿こうが無事に完成したのは、相原たちのおかげだ」

「……うん。行ってみて良かったよ」

　タイムリミットギリギリのところを手伝ってもらった、というだけでなく。

　俺はこれまで、漫画を描くだけに必死になって、人付き合いがおろそかになっていたと思う。

　ヒロインプロジェクトを通して、柏木や夏目と知り合い、文化祭では相原に引き込まれる形で脚きやく本ほんのアドバイスや大道具作りに携たずさわることで、クラスの奴やつらとも交流が広がって──その全すべてが刺し激げきになり、新作の糧かてになった。

　だから、あらゆる意味で相原は、俺がスランプを抜ぬけて新作の完成にたどり着けた一番の恩人なのだった。




「これ、良かったらもらってくれ」

　俺が今朝、描いておいた色紙を渡すと、相原の顔がぱあっと輝かがやいた。

「わー、わー、わー、つばさちゃん[image: ～][image: ～]もうもう、めっちゃ可愛かわいい！　忍君も、好きー！　もらっちゃっていいの!?　ありがとう！　家宝にする……！」

『学ハロ』のキャラたちを描いたそれを見つめ、相原の頰ほおがとろける。

「それは原稿の御お礼れい。で、こっちは少し遅おくれたけど──メリークリスマス」

「ええっ!?」

　俺が更さらにもう一つ、プレゼントを差し出すと、大きな目が驚おどろいたように見開かれた。

「そんな、この色紙だけで最高なのに……ゴメン、私、何も用意してないよ？」

「気にするな。俺が買いたかっただけだから」

　先週、画材が切れて買いに行ったとき、たまたま街角で見つけたものだった。

　相原は目をぱちぱちさせてから、「ありがとう」と少し申し訳なさそうに、箱の包装を開けていく。

「これ……！」

　息をのんだ相原の頰が、みるみる薄うす桃もも色いろに染まっていった。




　中から出てきたのは、黄色い薔ば薇らのプリザーブドフラワーが飾かざられた『ガラスの靴くつ』。

　文化祭の時に、相原が「夢の結けつ晶しよう」だと話していた、シンデレラをヒロインへと変身させる最後の魔ま法ほうのアイテムだ。




「……可愛い……！」

　吐と息いき交じりに囁ささやき、目を潤うるませて微笑ほほえむ相原の様子を見て、嬉しさとともに、胸の締しめ付けられるような切なさがこみ上げた。




　……俺は馬ば鹿かだ、と何度もした後こう悔かいが、またこみ上げる。

　相原に伊織からのデートの誘さそいがきた時、動どう揺ようするあまり、突つき放すような態度をとった。

　デート当日は、気になって原稿に集中できず、居てもたってもいられなくなったから、下手へたな言い訳をしながら正しよう真しん正しよう銘めいのストーカーみたいな真似まねまでしてしまったのに……伊織とのデートを満まん喫きつしている様子の相原に苛いら立だって、思ってもないことを口走った。

　そして遅ればせながら、この時になってようやく俺は、自分がいつのまにか彼女に惚ほれていたことを自覚したのだった。……本当に、遅おそすぎるだろ、俺！！！




　これまで数えきれないほどの少女漫まん画がを読んできたし、曲がりなりにもプロとしていくつもの恋れん愛あいシーンを描いてきたにもかかわらず、いざ自分のことになるとこの体ていたらく。

　あまりにもヘタレすぎて、救いがなかった。

　結果として、相原は伊織と付き合うことになり、そこからは自己嫌けん悪おと嫉しつ妬との嵐あらしで、仕事の進行にも支障をきたすし、体調は崩くずすし、本当に散々だった。

　それでも自分の中でようやく、なんとか気持ちの整理はつけたつもりだったが──。




　こんな笑え顔がおを見てしまうと、やっぱり、辛つらかった。

　……駄だ目めだ。諦あきらめろ。

　相原はもう、伊織の彼女なんだから……。




　ひりつくのどの痛みを感じながら、やるせない気持ちを押し殺して、無表情を保つ。

「恋こい人びとがいる奴にこういうのを贈おくるのもどうかと思ったが、ヒロインプロジェクトを卒業した餞はなむけには、ちょうどいいだろう？」

　本当はただ喜ぶ顔が見たかっただけだが、今いま更さら想おもいをほのめかして、混乱させるつもりはなかった。

　……あの放課後の教室では、一いつ瞬しゆん、相原がやけに切なげに見えて、衝しよう動どう的に手が伸のびてしまったけど……。




「卒業？」

　キョトンと首を傾かしげる相原。

「……だって、おまえはもう伊織と……」

　苦い思いをこらえながら言いよどむと、相原は「ああ」と頷うなずいた。




「それだけどね、伊織先せん輩ぱいとは、別れたよ」

「…………は!?」

「もともと、クリスマスまでの契けい約やく彼女だったの」




　………………はあああああああ!?
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　──「俺と、『少女漫画みたいな恋』しよう」




　そう言った後、伊織先輩が続けたのは、以下のような会話だった。

『ほら、よく少女漫画で【契約彼女】ってあるだろ？　あれ、ゆずにやってほしいんだよ』

『契約彼女……確かに、時々見ますね。やむを得ず恋人のふりをしているうちに、だんだんお互たがいが気になってくるってやつですね！』

『そうそれ。もうすぐクリスマスだろ？　こんなこと言うと嫌いやみかもしれないけど、この時期、とにかくイブは男と過ごしたいってタイプの女子からの誘いが多くて、いちいち断るのが面めん倒どうくさいんだ』

『つまり女除よけとして、クリスマスまでの契約彼女にならないか、と？』

『ああ。そういう事情も込みで、本当に少女漫画みたいに好きになるのか、試ためしてみないか？　しっくりこなければ契約を切ればいいし』




「──ということで、少女漫画みたいな、契約彼女から始まる恋はあるのか……伊織先輩といかにもなシチュエーションで、ヒロインプロジェクトを実じつ践せんしてたってわけ」

　私の説明に、慧君は最初はただただ啞あ然ぜんとしていたけれど、次し第だいに頰を紅潮させ、それからだんだんと怒いかりをこらえるような表情になり、やがてちゃぶ台に肘ひじをついた右手で顔を覆おおい、ガクーッとしたように脱だつ力りよくした。

　慧君の百面相とか……なんて珍めずらしい。




「……で、結局少女漫画みたいな恋は生まれなかった、と」

　顔を覆ったまま、疲つかれたような声で、尋たずねてくる慧君。

「うん……やっぱ、そう上手うまくいかないもんだね。伊織先輩は憧あこがれデートそのものを再現してくれたんだけど、なんだかピンとこなかったの。頭の中の理想と、実際に好きだと感じることって、違ちがうみたい」

「…………」

「──あとね、伊織先輩との初デートの時、慧君に『別に俺がいなくても全然問題なさそうだな』って言われて、すごくショックだった。その後、伊織先輩とヒロプロやってる間に慧君に素っ気なくされてた時も、寂さびしくて仕方なかった。なんでかなってずっと考えてたんだけど……やっと自分の中の答えを見つけたの」

「……！」

　慧君が、小さく息をのんで、顔を上げた。

「相原。それって──」




「うん。やっぱり、ヒロプロのプロデューサーは慧君がいいんだよ！　テンポよくツッコんでくれる相方不在じゃ物足りない！」

「…………相方…………」




　私が拳こぶしを握にぎりながら断言すると、慧君は再びガクーッと首こうべを垂れた。

　あれ、相方って表現は気に食わなかったかな？

「えーと、そんなわけで、私は私なりのヒロイン像を探していきたいと思うから……まだまだ、これからもヒロプロは続けたいし、慧君の余よ裕ゆうがある時でいいから、プロデューサーも続けてもらえないかな？」

　私がおずおずとそう言うと、慧君は、少しの沈ちん黙もくの後、はあーっと深いため息をついた。




「…………嫌だって言っても、聞かないんだろ」




　そう言いながらこちらを見た慧君は、呆あきれたような、困ったような、でも不思議と晴れやかな……今まで見たことがなかったような、すごく優やさしい笑みを浮うかべていて。

　ドキン、と大きく鼓こ動どうが跳はね上がった。

　……うわー、何、この笑顔！　なんか……やけにキラキラして見えるんだけど……！




「……っ……」

「相原？」

　言葉を失う私に、小首を傾げる慧君。この動作もやたらと可愛かわいい。

「なんでもない！　あ、お昼食べた？　おでん買ってきたから、一いつ緒しよにどう？」

　なぜか急に速くなる心しん拍ぱく数すうに戸と惑まどいながらも、そう言って話をそらした。




「……はあ、やっぱり美味おいしいなあ……」

　ほくほくの大根を口に含ふくみながら、自然と笑みが零こぼれる。

　今まで一番の好物はカレーだったけど、その王座も交代かも。

「そこのコンビニのおでん、やたらレベル高いよね!?」

「そうか？　普ふ通つうだろ」

　ふうふう、とさっきからずっとがんもに息を吹ふきかけている慧君は、どうやら少し猫ねこ舌じたのようで、なんだか微笑ほほえましい。

「そんなことないよ！　イブに食べたクリスマスディナーよりこっちのが美味しいもん」

「…………」

　窓から差し込む柔やわらかい光に照らされる中、ふわふわと立ち上る湯気。

　気持ちまで温かくなるような、味のしみた絶品おでん。お出汁だしのいい匂におい。

　ああ、幸せだなあ……と和なごんでいたら──

　ふ、と頰ほおに、何かが触ふれた。

　それが慧君の手だと気付いた瞬しゆん間かん、視界に飛び込んできた熱を帯びた双そう眸ぼうに、思考が停止する。




　音の消えたような世界で、ドキンドキンと自分の鼓動だけがやけに大きく聞こえる中。

　まるで吸い寄せられるように、ゆっくりと慧君の顔が近づいてきて──
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　ピンポーン、と鳴り響ひびいた音で、ビクッと二人して身を弾はじかせた。

「──誰だれだ……？」

　何事もなかったように離はなれていく慧君の背中を見ながら、カーッと顔が熱くなって、頭の中がぐるぐるとはてなマークでいっぱいになる。

　胸が早はや鐘がねを打ちすぎて、苦しい。

　……ちょっと待って。ちょっと待って！　今の、何？




　もしかして、もしかしなくても……キスしそうな感じじゃなかった!?
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　──何、いきなりキスとかしそうになってんだよ！




　玄げん関かんに向かいつつ、心の中で絶ぜつ叫きようする。

　目の前で、あまりにも相原が幸せそうに笑いながら、あんなことを言うから。

　その瞬間、言葉にできない感情でいっぱいになって、無意識に、引き寄せられるように手が伸のびていた。

　──って危なすぎるだろ、俺！




　本当に、何やってんだ……と罪悪感に包まれながら、玄関のドアを開けると、見慣れた顔が立っていた。

「よっ、調子はどうだ……って、ゆずも来てたのか」

「伊織」

「伊織先せん輩ぱい!?」

「もしかして、邪じや魔ましたか？」

　俺たちを見比べて飄ひよう然ぜんと言う伊織に、「全然！　どうぞどうぞ」と相原が自分の横に座ざ布ぶ団とんを置く。

　昨日別れたばかりのはずだが、契けい約やく彼女というだけあって、あと腐くされはないようだ。

「あれ、これは？」

「慧君が、クリスマスプレゼントにくれたんです」

「へえ」

　透とう明めいのケースに入ったガラスの靴くつのオブジェを見て、目を瞬またたかせる伊織。

　赤い顔をしていた相原は、俺が近づいていくとギクリとしたように背筋を伸ばし、「おおお茶、伊織先輩、お茶飲みますか？」と立ち上がり、そそくさとキッチンへと移動した。

　……後でさっきのこと、謝るべきか？　それも変か……？

　頭を悩なやませていたら、なにやらスマホを弄いじっていた伊織が、ニヤリと口元をゆるめた。

「黄色い薔ば薇らの花言葉は『嫉しつ妬と』と『友情』、『あなたを恋こいします』か。どれのつもりで贈おくったんだ？」

「…………」

　言葉に詰つまる俺の背中を、伊織は得意満面といった笑えみを浮かべながら、ポンと叩たたく。




「ほら、俺のプロデュースもなかなかだろ」




　──うすうすそうじゃないかと思ってたが、この台詞せりふで確信した。

　こいつ、俺を煽あおるために相原にちょっかい出しやがったな！




「人を玩具おもちやにするな！」

「人聞きの悪い。おまえ、賢かしこいくせに自分の気持ちや状態にはやけに鈍にぶいとこがあるだろ……親切だよ、百パー親切」

　いけしゃーしゃーとそんなことを言うが、せいぜい遊び半分、おせっかい半分……といったところだろう。

　明け透すけのようで、実は曲くせ者もの。悪い奴やつじゃないが、悪ノリ上等。

　伊織はそういう男だ。

　よく知ってたはずなのに、なんで気付かなかったんだ。不覚……！

「でもゆず、素す直なおだし元気だし、いい子だよな。最初から気になってたのは本当だし、ますます興味出てきたから、リベンジしようかな～……次はガチで」

「はあ!?」

　単に俺を焚たき付けているのか、本気なのか……楽しげに語る伊織の、本心は読めない。

「おまえ……」

　思わず詰め寄ろうとしたその時、また、インターホンが鳴った。




「やあ、慧君。よかった、すっかり元気そうだね」

「あのさ、もしかしてゆずが来て──やっぱ、いた！」

　現れたのは、柏木と夏目。

「偶ぐう然ぜん、すぐそこで夏目君と合流したんだ。もしかしたらゆずちゃんも来てるかもって思ってたけど、案の定だね」

「って、なんで篁センパイもいるわけ？　もう別れたんでしょ？」

「暇ひまだったから遊びに来たんだよ」

　……一気に騒さわがしくなったな。




「すごい、徹てつ夜や組勢ぞろいだね。せっかくだし、みんなで原げん稿こうの打ち上げしない？」

　相原の提案で、繁はん華か街がいに出かけることになった。
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「で、どこに行くんだ？」

　駅へと向かいながら尋たずねると、「うーん」と腕うでを組む相原。

「そうだ、カラオケは？」

「それだけは無理！　ゆずの歌聴きくと、マジで頭痛がするから」

「玲音ひどっ！」

「さすがゆずちゃん……責めのパターンが豊富だね。僕は是ぜ非ひお供したいな」

「俺も、そんなにひどいならむしろ聴いてみたい」

「じゃあ多数決でカラオケに決定ー」

「あんたら、絶対後こう悔かいするよ……」




　それぞれにクセはあるものの、校内でも指折りのイケメンたちに囲まれて笑う相原は、傍はたから見れば逆ハーレム状態だ。

「私は私なりのヒロイン像を探していきたい」とか言ってたけど、もう完全にヒロインしてるじゃないか……ボケボケの本人はさっぱり自覚がないようだが。




　思い返してみれば、相原は同じ『学ハロ』のシャーペンを持ってるってだけで、俺に告白をしてきた。




　──「同じ学校の、同じクラスで、同じ漫まん画がが好きな男子がおそろいのレアなシャーペンを持ってる……運命的じゃない!?」




　あの時は何を馬ば鹿かなことをと思ったが、実際あのシャーペンがきっかけでヒロプロが始まって、彼女に惹ひかれることとなったのだから、確かに運命といえば運命だったのかもしれない。

　それにしても、プロデューサーがヒロインに惚ほれるなんて……と思わずため息をつきながら、いや、と思い当たった。




　……こういうのもまさしく、『少女漫画的』だな……。








あとがき



　こんにちは。藤と並なみみなとです。今作はヒロインに憧あこがれる猪ちよ突とつ猛もう進しんな女子高生が、クールだけどちょい天然な少女漫まん画が家か（♂）を始めとする癖くせのあるイケメン達を巻き込んで、迷走＆奮ふん闘とうする王道ラブコメです。……王道？　と思われるかもですが、今までの私の著書の主人公は乙女おとめゲームのヒロインに転生してしまった男子高校生とか年ねん齢れい詐さ称しようして魔ま法ほう学校に通うことになった二十八歳喪も女じよとか極度に厨ちゆう二に病びような人達とかなので、まだずいぶん王道寄りなはず！　どうか楽しんでもらえますように。

　担当の山やま内うち様、沢たく山さんの的確なアドバイスや作品内外における萌もえチャージをありがとうございました！　イラストの葉は月づき様、どれも素す敵てきですが特にカバーの超ちよう絶ぜつ美少女のゆずと、二枚目のイケメンすぎる篤とく臣おみからの三枚目のギャップがたまりません。更さらに巻頭漫まん画がまで……本当に感謝・感激です。アイディア出しにご協力くださった旧担当の安やす井い様、校正様、デザイナー様、ビーンズ文庫編集部の方々、営業様、印刷所様、書店員様……関係者の皆みな様さまに心から御おん礼れい申し上げます。家族、親しん戚せき、友達もありがとう。もちろん、今読んでくださっている貴方あなたにも、最大級の感謝を。ではまたの再会を願って！
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